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１ .１《 般 ⾈ 三昧 経 》 
 本経は般⾈三昧（*pratyutpanna-buddha-saṃmukhāvasthito nāma samādhiḥ: 現在仏が⾯前に⽴つと
いう三昧1）を提唱し、この三昧によって現世でいながらに⾒仏する⽅法を説いた初期⼤乗
                                                             
1  本⽂で⽰したサンスクリットはチベット訳 da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes bya 
ba'i ting nge 'dzin からの還梵である。これまで pratyutpanna-buddha-saṃmukhāvasthita-samādhi とい
う複合語に関して⼆通りの解釈例が提⽰されている（cf. Harrison 1990, 3. fn. 1. see also梶⼭ 1992, 
239–242, 林 1994b）。⼀つには pratyutpanna-buddhānāṃ saṃmukhaṃ avasthitasya samādhiḥと解釈
し、「現在諸仏の⾯前に⽴つ⼈の三昧」と理解する。⼆つには pratyutpanna-buddhānāṃ 
[bodhisattvasya] saṃmukhaṃ avasthitānāṃ samādhiḥと解釈し、「現在諸仏が〔菩薩の〕⾯前に⽴つ
三昧」と理解する。Harrison（1990, 3. fn. 1）は以上の⼆つの提⽰した上で前者を取っている。し
かしながら、複合語のうちの avasthita に関して °avasthitasya といった格を想定し、「〔⾯前に〕
⽴つ⼈の 」 と理解 し て い る点に疑問 を⽣じる 。そもそも本 ⽂で⽰したように 、
pratyutpannabuddhasaṃmukhāvasthito nāma samādhiḥというのが本来の形である。これは《⼗地経》
に⾒る般⾈三昧が pratyutpannasarvabuddhasaṃmukhāvasthitaś ca nāma bodhisattvasamādhiḥ（DBh 
179, 4）と記されていることからも確認できる。さらに《三昧王経》所説の三昧が
sarvadharmasvabhāvasamatāvipañcito nāma samādhiḥ（SRS I 15, 9）と記され、この他に《⼋千頌》
（ASP 940, 21–942, 5）に列挙される六⼗⼆種の三昧や、Mvy（No. 506–623）に挙げられる三昧も
皆同様の形で記されている。これらの⽤例に鑑みると、°avasthita-samādhiḥ という複合語










ベット訳（P No. 801, D No. 133）、T 416（闍那崛多訳『⼤⽅等⼤集経賢護分』）、T 417（⽀婁迦
讖訳『仏説般⾈三昧経』）、T 418（⽀婁迦讖訳『般⾈三昧経』）、T 419（失訳『抜陂菩薩経』）
の四つの漢訳に加え、近年、ガンダーラ語写本断⽚とさらなるサンスクリット語写本断⽚








ない以上、⽀婁迦讖訳と伝わる T 417 と T 418 のどちらが先⾏する、つまり真撰にあたる
                                                             




2  ⾹川（1962）によって紹介されている。またHoernle（1916, 89–93）に掲載された F.W. Thomas に
よるテキストと英訳は、Harrison（1990, 280–299）によって再校訂され、新たな英訳と共に提出
されている。 
3  cf. ⻄村（1987, 113）, 藤⽥（1970, 433）, ⾟嶋（2010, 33–34）. 
4  cf. 静⾕（1974, 303）. 
5  年代順に並べると、⾚沼（1927ab）, 望⽉（1930）, 椎尾（1933）, 境野（1935）, 漆間（1937）, 
藤原（1938）, 常盤（1939）, 望⽉（1942）, 林屋（1945）, 望⽉（1946）, ⾹川（1958）, ⾊井（1963） 
眞野（1966）, 平川（1968）, 塚本（1968）, 藤⽥（1970）, 宇井（1971）, ⻄（1972）, 静⾕（1974）, 
櫻部（1975ab）などの研究がある。 






















（Harrison 1990）として提出されている。ハリソンはこの他にも、T 418 の英訳（Harrison 1998）
や、般⾈三昧を仏随念との関わりにおいて論じた研究（Harrison 1978b，1992）など、本経に







                                                             
7  T 417 を真撰とみる研究として、望⽉（1930, 307）, 境野（1935, 883–892）, 常盤（1939, 495, 498）
椎尾（1933, 219）, 池本（1958, 91–92）, ⾊井（1963）, 眞野（1966）などがある。 
8  本経と浄⼟経典の先後関係について提⽰されている説を⼤別すると三説となる。すなわち、本経
が浄⼟経典に先⾏するとみる説（望⽉ 1930, 311, 椎尾 1933, 220）、浄⼟経典が本経に先⾏する
とみる説（⾚沼 1927ab, 池本 1958, 93–94, 眞野 1966, ⾊井 1978）、それぞれ独⽴に成⽴したとみ

















ンダーラ語写本断⽚（⼀̶⼆世紀1 1）、T 418: ⽀婁迦讖訳（⼆世紀）、T 419: 失訳（三世紀1 2）、
T 417: ⽀婁迦讖訳からの改訂版（三̶五世紀1 3）、サンスクリット語写本断⽚（不明1 4）、T 416: 
                                                             
9  cf. 望⽉（1930, 310）, 静⾕（1974, 302–303）, 藤⽥（1970, 223–224）, Harrison（1978b, 43）, ⼤⽥
（1983, 138）, ⽟城（1981, 94–103）. 
1 0  cf. 梶⼭（1992, 293–297）. 
1 1  書誌学的な観点から推定された年代である。上限として紀元前⼀世紀まで遡る可能性も指摘さ
れている。cf. Harrison et al.（2018, 121–123）. 
1 2  T 419 は『開元録』（T 55, 485b08–486b15）では後漢時代の訳とみなされており、実際にその時
代の訳語の特徴が認められている。cf. 椎尾 1933, 219, 林屋 1940, 1238–1241. 
1 3  T 417 は T 418 の抄本とみられているが、編纂年代を知り得る情報は経録類に記載されていない。
林屋（1945, 571）は例えば T 418 に「泥洹」とあるのが T 417では「涅槃」へと改められている
などの変更点に着⽬し、当時流⾏していた訳語を使⽤したとみて⻄晋時代（265–316）の抄出と
みている。⼀⽅、塚本（1968, 97）は同じく訳語の上から東晋時代（317–420）とみる。しかし櫻
部（1975a, 179）は訳語だけで年代を論じることに警鐘を鳴らす。T 417 の年代はあるいは不明
とした⽅がよいかもしれない。see also Harrison（1990, 253）. 
1 4  この断⽚の年代は不明であるが、⾹川（1962）は⾔語的特徴や内容の簡略さから、闍那崛多が




闍那崛多訳（六世紀1 5）、チベット訳（九世紀1 6）となる。T 419 には章⽴てがないため諸本
の構造には反映していない。また両写本断⽚に関しても反映していないが、サンスクリッ
ト語写本断⽚は 14E–14J（Harrison 1990, 275–302）、ガンダーラ語写本断⽚は 7E–7G（Harrison 







                                                             
1 5  T 416 は『三宝記』（T 49,103c01）に開皇⼗四年（594年）の⼗⼆⽉から翌年の⼆⽉にかけて訳
出されたと記されている。see also『開元録』（T 55, 548b14–b15）. 
1 6  本経が『デンカルマ』（芳村 1974, 128: No. 99）、『パンタンマ』（川越 2005, 10: No.61）、『プ
トン仏教史』「⽬録部」（⻄岡 1981, 72: No. 218）という古い経録に記載されていることから推
定。特に『デンカルマ』の年代については学説の⼀致をみないが、いずれも九世紀の範囲にとど
まっている（824年説: ⼭⼝ 1978, 1985; 836年説: 原⽥ 1982, ⽻⽥野 1983）。 
Ms. (G.) T 419 T 417 T 416 Tib. 
6CE 
T 418 
3CE 5CE 9CE 2CE  1CE 
Ms. (Skt.)   
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諸本 の構造  




思惟品第⼀ Chapter 2 
Chapter 3 
四事品第三 Chapter 4 
三昧⾏品第⼆ 
Chapter 5 ⾒佛品第三 
譬喩品第四 
Chapter 6 正信品第四 
Chapter 7 受持品第五 







授決品第七 削除 Chapter 13 
擁護品第⼋ 擁護品第六 Chapter 14 称讃功徳品第⼋ 
羅耶佛品第九 削除 Chapter 15 饒益品第九 
請佛品第⼗ 削除 
Chapter 16 具⾜五法品第⼗ 
Chapter 17 授記品第⼗⼀ 
Chapter 18 甚深品第⼗⼆ 
無想品第⼗⼀ 削除 Chapter 19 現前三昧中⼗法⼋法品第⼗三  
⼗⼋不共⼗種⼒品第⼗⼆3) 削除 
Chapter 20 













囑累品第⼗七 Chapter 25 
Chapter 26 
1) 1A–2C が該当。2) 2D–3O が該当。3) Chapter 22 の内容が Chapter 20 に先⾏。Chapter 21 は存在せ
ず。4) 23A–23G が該当。5) 23H–23V が該当。6) 23W–23X が該当。7) 24A–24B, 26B–26F が該当 8) 23G, 






Chapter Tib. T 416 T 417 T 418 T 419 
1 D 1a1 N 1a1 P 1a1 L 1a1 Pha 120a4 U 252a7 872a06 897c29 902c27 920a07 
2 D 8a7 N 13b11 P 8b4 L 12a5 Pha 129a6 U 261a1 874b22 898a26 904b03 921a27 
3 D 11a2 N 18a2 P 11a7 L 16a6 Pha 133a4 U 264b3 875b22 899a09 905a03 921c29 
4 D 15b3 N 25b4 P 15b7 L 23a3 Pha 139b5 U 270b6 877b12 899c09 906a13 923a07 
5 D 16b7 N 27b7 P 17a5 L 25a3 Pha 141b1 U 272b3 877c29 900a04 906b18 923b16 
6 D 18b2 N 30b5 P 18b8 L 27b3 Pha 143b4 U 274b7 878b23 900a13 907a07 923c17 
7 D 21b1 N 35b3 P 22ba1 L 32a3 Pha 147b3 U 278b8 879c17 900b15 907c08 - 
8 D 24a4 N 40a6 P 25a1 L 36a7 Pha 151b1 U 282b7 881a03 - 908b20 - 
9 D 28b2 N 47b3 P 29b3 L 43a1 Pha 157b2 U 289a2 882c07 900c17 909b13 - 
10 D 32a1 N 50a7 P 31a8 L 45b4 Pha 162a4 U 295b8 - 901a15 910a15 - 
11 D 32b5 N 54b1 P 34a1 L 49b2 Pha 163a6 U 295a2 884a03 901a26 910b10 - 
12 D 33b6 N 56a4 P 35a3 L 51a3 Pha 164b5 U 296b3 - 901b12 910c06 - 
13 D 34b2 N 57a3 P 35b7 L 52a3 Pha 165b4 U 297b2 884a21 - 911a02 - 
14 D 38b4 N 63b5 P 40a3 L 58a5 Pha 171a6 U 303a4 886a20 901b28 912b19 - 
15 D 41b2 N 68a6 P 43a2b L 62a7 Pha 174b7 U 307a1 887c03 - 913b29 - 
16 D 45a2 N 74a4 P 46b7 L 67b5 Pha 180b4 U 311b8 889a12 - 914b28 - 
17 D 49b6 N 81b6 P 51b6 L 75a1 Pha 186b7 U 318b4 890c13 - 915c10 - 
18 D 50b4 N 83a4 P 52b4 L 76a5 Pha 187b8 Phb 1a1 U 319b8 891a03 - 915c23 - 
19 D 53b4 N 88a1 P 55b6 L 80b6 Pha 191b8 Phb 8b5 U 324a6 892a19 - 916b21 - 
20 D 54b5 N 89b4 P 56b8 L 82b2 Pha 193b1 Phb 10a6 U 325b6 892c24 - 917a21 - 
21 D 57a6 N 93b4 P 59a8 L 86a6 Pha 195b2 Phb 13b5 U 329a6 - - - - 
22 D 58b3 N 95b6 P 60b5 L 88a5 Pha 197a3 Phb 15b3 U 331a3 892c11 - 917a06 - 
23 D 59b2 N 97a5 P 61b3 L 89b4 Pha 198a5 Phb 16b8 U 332a6 894a24 901c27 917b07 - 
24 D 65a1 N 106a6 P 67a8 L 98a4 Pha 206a7 Phb 25a4 U 340a1 897a22 901b29 919b07 - 
25 D 67b7 N 111a3 P 70b1 L 102b4 Pha 211a1 Phb 29b2 U 344a3 - - - - 
26 D 69b1 N 113b4 P 72a4 L 105a3 Pha 213b2 Phb 31b8 U 346a6 897b19 902c12 919b22 - 
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Chapter 1  
本経の冒頭部である。仏陀がラージャグリハのカーランダカ⽵園に五百⼈の阿羅漢たち
と共に滞在中の設定で話が始まる。全員が阿羅漢であるというのは「ただ⼀⼈、具寿ア











章）が始まっており、そこから次の Chapter 3までが本研究の対象となる。 
 






Chapter 4  
ここでは般⾈三昧の会得に必要な四つの法が説かれる。このような形式での説明は《迦











が円満になると説く。尚、この章は T 417では削除されている。 
 













に⾒る法滅思想は《⾦剛般若経》に⾒るのと同様の法滅句 anāgate 'dhvani paścime kāle 
paścime samaye paścimāyāṃ pañcaśatāyām...（VC 30, 22–23）で説かれている（7A, 7D）。尚、
この章にはガンダーラ語写本断⽚が現存する箇所（7E–7G）がある。 
 










                                                             





態度が説かれる。どれも全体的に短い。尚、Chapter 10 と Chapter 12 は T 416 に存在しな
い。 
 








Chapter 14  
ここでは Chapter 4 と同じく般⾈三昧の会得に必要な四つの法が説かれ（14B）、般⾈三
昧を書写して広めようとする者は種々の災難から逃れ（14C–14D）、神格によって守られ
ることが述べられる（14E–14H）。尚、この章にはサンスクリット語写本断⽚が現存する
箇所（14E, 14H, 14J）がある。 
 














































の Chapter 20–22 の間はチベット訳と漢訳で構造上の相違が⾒られる。まず漢訳は
第⼀章 
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Chapter 21（四無畏）をもたず、Chapter 22（⼗⼋不共法）が先で、その後に Chapter 20（⼗
⼒）が配置され、その終わりにこれら⼆つの章を総括した偈が説かれる（cf. T 416 894a19–
a22, T 418 917b03–b05）。すなわち、チベット訳された原典の構造は漢訳のそれには⾒られ
ない Chapter 21（四無畏）が新たに加えられ、⼗⼒、四無畏、⼗⼋不共法という順番に並
び替えられているとみるべきであり、成⽴史的段階が⾒て取れる部分となっている（cf. 
Harrison 1990, 156. fn.1, 166. fn.1）。尚、T 417ではすべて削除されている。 
 














































１ .３ .１ ⽀ 婁 迦 讖訳 の 問 題 
 ⽀婁迦讖訳には T 417（⾼麗本にのみ現存）と T 418 の⼆つが現存するが、⽀婁迦讖が⼆度
訳出したという伝承は確認できない18。その訳出事情については『出三蔵記集』「般⾈三




                                                             
1 8  経録類に⾒る⽀婁迦讖訳に詳しい研究として、望⽉（1930, 305–306）、椎尾（1933, 214–220）、
境野（1935, 883–892）、常盤（1939, 489–498）、林屋（1945, 544–555）などを参照。 




















 また T 417 は⼀巻（⼋品）、T 418 は三巻（⼗六品）であるが、諸経録の記載は必ずしも⼀





                                                             
2 0  「出」は難解な語である。「暗唱する」と理解したが「翻訳する」と理解することもできる。      
cf. Waley（1957, 196）, Link（1958, 67b）, Robinson（1967, 298. fn. 28）, Boucher（1998, 487. fn. 73, 
2008, 93）. 
2 1  この「菩薩法護」については問題がある。竺法護を意図したものとみるのが妥当であろうが、し
かしかれは⽀婁迦讖よりも 70–80年後の⼈物であり（cf. 境野 1935, 887–888）、Harrison（1990, 
259. fn. 47）はこの菩薩法護が後代の加筆であるとみる。尚、『出三蔵記集』「⽀讖伝」（T 55, 
96a4–a06）にも同じ内容の記述があるが、そこに法護の名前は出ていない。 




ついては望⽉（1930, 305–306）, 境野（1935, 106–107）, 宇井（1971, 509）を参照。 
2 3  cf. 境野（1935, 107）, 林屋（1945, 552）. 
2 4  経録本来の記載を⼀巻とみるのか、⼆巻とみるのかについては意⾒が分かれている。平川（1968, 
109–110）は同じ『出三蔵記集』の別な箇所（「新集異出経録第⼆」T 55, 14b20–b21）では⼆巻
と記載されており、この場合には異読が⾒られないことから本来は⼆巻であったとみる。⼀⽅、













われ（cf. T 55, 115c03）、その完本の後の⼗品を別訳したものが⽀婁迦讖訳とみなされてい
るからである。T 417（⼀巻）は主に全体の中間部分を⽋いているのであって、後半部分を
訳したものではないから該当しない。次に引⽤した『三宝記』に⾒る⽀婁迦讖訳は⼆巻と
記載されており、ここまでで T 417（⼀巻）と T 418（三巻）に⼀致する記載はない。これら








                                                             
巻であったとみる。尚、林屋（1945, 550–552）によれば、⼀巻以外の巻数は『三宝記』系の経録
のみに現れる。 
2 5  「更出」の語が改訂あるいは別訳のどちらを意味するのか定かでない。例えば境野（1935, 887）
は『更出般⾈三昧経』がいわゆる『⼤阿弥陀経』に対する『平等覚経』のような存在ではない
かと推定する。更出に関してこの他に椎尾（1933, 219）, 林屋（1940, 407‒408. fn. 13）, 宇井（1971, 
508–509）, Harrison（1990, 263. fn. 53）を参照。また同じ様な⽤例として法護訳『更出阿闍世王
経』がある。これは『道安録』に記載される『普超三昧経』（T 627）の別名とされているが（cf. 









１ .３ .２ ⽀ 婁 迦 讖訳 の 編 纂過 程 
 経録などに⼀致する記載が⾒当たらない以上、⽀婁迦讖訳の実態は資料の分析によって
⾒出していかなくてはならない。そしてこの点に関して先学は⼤きな成果を挙げており26、
T 417 と T 418 のどちらが真撰かにとどまらず、⽀婁迦讖訳の原形に関する仮説までもが
提出されている。 









                                                             
2 6  ⽀婁迦讖訳の編纂過程を研究したものとして望⽉（1933, 4252–4254）, 林屋（1945, 544–578）, 櫻
部（1975a, 1978）, Harrison（1990, 221–254）がある。本項ではこれら研究の成果に基づいて概観
を⾏う。 
2 7  望⽉（1933, 4253）も同じく⾼麗本と三本との異同に注⽬しているが、⽀婁迦讖訳と法護訳を合
併した際に⽣じたとみる点に違いがある。 
2 8  櫻部（1975a, 1978）でも同様の趣旨が述べられている。 
2 9  全体を通して⼤きな変化のない散⽂に関して、ハリソンは Chapter 7–26 が後代に⽀婁迦讖と同
じ訳⾵で訳された可能性を指摘し（Harrison 1990, 233, 19–28）、⽀婁迦讖の弟⼦たちを想定する










⾼麗本（T 418 の底本）はＡ版（Chapter1–6）とＢ版（Chapter 7–26）を合併したものということ
になる30。以上のような編纂過程が明らかにされ、⾼麗本にのみ現存するＡ版だけが⽀婁
迦讖訳の原形に遡るという仮説が⽴てられる。そして T 417 は T 418 を抄出したものであ
り、Ａ版からではなくＢ版からの抄出とみられている。次項では真撰とされる T 418 に焦
点を当てて、⾼麗本と三本に⾒られる異同の詳細を確認する。 
 

















⼗三年（208年）と校訂して読む。cf. Harrison（1990, 260）. 
3 0  合併版成⽴までの経緯は Harrison（1990, 232–233）に⾔及されている。尚、それは櫻部（1991, 
51–52）や梶⼭（1992, 249–252）によって紹介されている。 




cf. 櫻部（1975a, 178, 1978, 134）. 
序論 
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 このように⾼麗本と三本ではまったく異なる。この異同に関しては、櫻部（1978, 132, 5–
11）の⾔うように、⾼麗本から三本のかたちに増広したと⾒る⽅が⾃然である。逆に三本






事品前半（i.e. Chapter 4 の章末）の偈頌（T 13, 906a28‒b17）を以下に参照する。 



















   佛爾時頌偈⾔。 
   常信樂於佛法 受誦是道徳化 
   精進⾏解深法 ⽴具⾜等慈哀 1 
   當普説佛經理 廣分布道法教 
   愼無得貪供養 無所著得是法 2 
   在不正瞋恚興 意善解便離欲 
   常樂定三昧禪 謹愼⾏得是法 3 
   當念佛本功徳 天⾦⾊百福相 
   諸種好有威徳 現譬如像⾦⼭ 4 
   悉⾒知諸世間 過去佛及當來 
   并現在⼈中尊 天中天皆説是 5 
   當供養斯善救 上好華衆擣⾹  
   欣誦⼼奉飯⾷ 得是法終不久 6 
   ⿎琴瑟諸伎樂 簫成供佛形像  
   欣然意悦無量 尊道法得不難 7 
   當造起佛形像 諸相好若⼲種 
   ⻩⾦⾊無穢漏 疾逮得是道尊 8 
   堅固教常以前 聽是法無亂⼼ 
   常捨離懈怠⾏ 得三昧疾不久 9 
   無恚害向他⼈ 當⾏哀得慈法  
   普救護功徳地 得三昧疾不久 10 
   常恭敬於法師 當奉事如世尊 
   無得惜是經法 得三昧疾不久 11 
   愼無得疑斯經 佛讃是正道化 
   ⼀切佛所歌歎 得三昧疾不久 12 
第⼀章 
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 他の資料（Tib., T 416, T 419）は三本と同じ韻⽂となっており、先の導⼊部も同様に⾼麗本
だけが他と相違している。またこの部分は全 12 偈の構成となっているが、第 3 偈に該当
する散⽂は⾼麗本には⾒出だせない。T 419 に関しても韻⽂とはなっているが第 3 偈をも




末（i.e. Chapter 5 の章末）と譬喩品前半（i.e. Chapter 6 の章末）の合計三箇所に⽣じている。そ
して以上のような異同は譬喩品前半までの間にしかなく、後半（Chapter 7）以降では⾒られ






上、単独で⾏われた加筆とは考えられない。経の導⼊部に関しても、B 版からは T 416、
T 419やチベット訳と同じく、五百⼈の阿羅漢を形容する「諸々の漏を尽くし...」（諸漏已
盡）云々の定型句が整えられた原典が予想される32。また四事品の偈頌に関しても、B版か
らは T 416やチベット訳と同じく第 3偈が追加された原典が予想される33。 
 以上、Ａ版や B 版といった編纂段階が T 418 に⾒られることを提⽰した上で、Harrison
（1990, 236–249）は⽀婁迦讖による実際の訳出箇所がＡ版であるという仮説を提出した。Ａ
版だけに⾒られる簡略な経の導⼊部と韻⽂を散⽂で訳すという特徴は、報告されている⽀




                                                             
3 2  cf. T 416, 872a6–a11, T 419, 920a7–a11, PSS 1A. see also Mvy（No. 1075–1088）. 
3 3  cf. T 416, 877c02–c27, PSS 4E. 
3 4  経の導⼊部が簡略（特に「聞如是」にあたる句を⽋く）のと、韻⽂を散⽂で訳出するというのは
⽀婁迦讖訳の特徴として指摘されている。cf. Harrison（1990, 232. fn. 24）, Nattier（2008, 73–76）. 
序論 
 21 

















⼊したものとみる（Harrison 1990, 233–235）。つまり、Ａ版の散⽂の後に B版の韻⽂が部分
的に合わさったようになっているわけである。他の資料を⾒てみると、上記の表に⽰すよ
うに T 416 と T 419 とも散⽂で章が終わり、これとは逆にチベット訳は散⽂をもたず韻⽂










                                                             
3 5  チベット訳の偈頌（3O）は T 418 と T 417 に⽐べて⼆偈分（v. 1‒2）増加している。 






































byang chub sems dpa' tshe dpag med skyes nas/ 'jig rten mgon po brgya stong mang po mthong gyur 
pa/ となっている。そしてこの偈は「同じ様に、この菩薩の三昧を会得すれば、百千もの多
くの仏、英雄を⾒るだろう」de ltar byang chub sems dpa'i ting ngen 'dzin 'di thob na/ sangs rgyas 




                                                             




















て提供すること」ting nge 'dzin 'di 'dod pas ting nge 'dzin 'di yun ring du gnas par bya ba'i phyir ci 





















 分析にあたってはチベット訳（PSS）と漢訳（T 416, T 417, T 418, T 419）の五つの資料を⽤
いる。しかし、本⽂中の引⽤に関しては原語の想定と他⽂献と⽐較する上での利点を考慮
してチベット訳を⽤いる。当然ながら、他の資料との間に重要な異同が⾒られる場合には
適宜⾔及する。また今回の分析対象となる⾏品について、T 418 では第⼆章（T 13, 904b24–
906a11）、T 417も同様に第⼆章（T 13, 898a08–899c07）であるが、T 416では第⼀章思惟品後
半（T 13, 875a02–877b10）、T 419（T 13, 921b17–923a07）に章⽴ては存在せず、チベット訳で
は Chapter 2後半（2D）から Chapter 3（3A–3O）までとなっており⼀様ではない。⾏品とい
うのは主に T 418 における名称であるが、表記が煩瑣になることを避けてこれらの範囲を














                                                             













































                                                             
1  この⼆⼈の⾒解が現在の定説とみてよい。特に Harrison（1978b）以降、般⾈三昧は仏随念との関
連で語られるようになっている。cf. Harrison（1992, 220–221）, Yamabe（1999, 133–137）, Skilton























２ .１ .１ 作 意 の ⽤例 
 本項では Harrison（1978b）に引かれたうちの三つの⽤例（3A, 3B, 3C）から再検討してい






                                                             
2  cf. 藤原（1940, 39–40）. 
3  cf. Harrison（1978b, 55. fn. 1）. 








bzang skyong/ da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin de yang gang 
zhe na/ bzang skyong/ de la dge slong ngam/ dge slong ma 'am/ dge bsnyen nam/ dge bsnyen ma tshul 
khrims yongs su rdzogs par spyod par 'gyur la/ des gcig pu bden par song ste 'dug nas 'di snyam du/ bcom 
ldan 'das de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par rdzogs pa'i sangs rgyas tshe dpag med de phyogs 
gang rol na gnas te 'tsho zhing gzhes la chos kyang ston cing bzhugs/ snyam du sems bskyed par bya'o// 
des ji skad du thos pa'i rnam pas sangs rgyas kyi zhing 'di nas nub phyogs logs su sangs rgyas kyi zhing 
bye ba phrag 'bum 'das pa na 'jig rten gyi khams bde ba can na bcom ldan 'das de bzhin gshegs pa dgra 
bcom pa yang dag par rdzogs pa'i sangs rgyas tshe dpag med de da ltar byang chub sems dpa'i tshogs kyis 
yongs su bskor cing mdun du bdar te bzhugs so// 'tsho'o// gzhes so// chos kyang ston to/ snyam du yid la 
byed de/ des kyang sems ma g-yengs pas de bzhin gshegs pa yid la byed do//  









bzang skyong/ byang chub sems dpa' khyim pa 'am rab tu byung ba yang rung gcig pu dben par song ste 
'dug la/ de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par rdzogs pa'i sangs rgyas tshe dpag med ji skad du 
thos pa'i rnam pas yid la byas te/ tshul khrims kyi phung po la skyon med cing dran pa g-yeng ba med par 
nyin zhag gcig gam/ gnyis sam/ gsum mam/ bzhi 'am/ lnga 'am/ drug gam/ nyin zhag bdun du yid la bya'o// 
de gal te nyin zhag bdun du sems mi g-yeng bar de bzhin gshegs pa tshe dpag med yid la byed na/ de nyin 
zhag bdun yongs su tshang ste 'das nas/ bcom ldan 'das de bzhin gshegs pa tshe dpag med mthong ngo// 
de gal te nyin mo bcom ldan 'das ma mthong na/ de nyal ba'i rmi lam du bcom ldan 'das de bzhin gshegs 
第⼆章 
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pa tshe dpag med de'i zhal ston to//  










 さて再検討の際に留意すべき点がある。それは本経には上記 3A の⽤例のように「般⾈
三昧とは何か」（*katamaś ca sa pratyutpannabuddhasaṃmukhāvasthito nāma samādhiḥ5）という体裁
で始まるような、般⾈三昧を説明していることが明⽩な記述が極めて少ないということで












                                                             
5  チベット訳 da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin de yang gang zhe 
na からの還梵である。 
6  本経において「般⾈三昧とは何か」da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes bya ba'i ting 
nge 'dzin de yang gang zhe na/ が説明されるのは、既に参照した 3A と 2D の⼆箇所のみである。
8A の⽤例では「この菩薩摩訶薩の三昧（i.e. 般⾈三昧）をどのように修習すべきか」de la byang 







byang chub sems dpa' de lha'i mig thob pas de bzhin gshegs pa mthong ba yang ma yin/ lha'i rna ba'i 
khams thob pas dam pa'i chos nyan pa yang ma yin/ rdzu 'phrul gyi stobs thob pas 'jig rten gyi khams der 
skad cig tu 'gro ba yang ma yin gyi/ bzang skyong/ byang chub sems dpa' de 'jig rten gyi khams 'di nyid na 
gnas bzhin du/ bcom ldan 'das de bzhin gshegs pa tshe dpag med de mthong zhing bdag nyid 'jig rten gyi 
khams de na 'dug pa snyam du shes la/ chos kyang nyan to// 'chad pa thos nas kyang chos de dag kun 'dzin 
to// kun chub par byed do// 'dzin par byed do// bcom ldan 'das de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag 
par rdzogs pa'i sangs rgyas tshe dpag med de la bkur stir byed do// bla mar byed do// ri mor byed do// 
mchod par byed do// byang chub sems dpa' de ting nge 'dzin de las langs nas kyang ji skad du thos pa 
dang/ ji ltar bzung ba dang/ ji ltar kun chub par byas pa'i chos de dag gzhan dag la yang rgya cher yang 
dag par 'chad do//  








                                                             
7  T 13, 904a29–b01. T 418以外では、T 416: ⼜亦不於此世界沒⽣彼佛前。⽽實但在此世界中（T 13, 




に仏を⾒て、教えを聞く......三昧とは何でしょうか」byang chub sems dpa' de rnams 'jig rten gyi khams 
'di nas shi 'phos te sangs rgyas kyi zhing de dag na gnas pa yang ma lags la/ byang chub sems dpa' de rnams 
'jig rten gyi khams 'di nyid na gnas bzhin du sangs rgyas rnams kyang mthong la chos kyang nyan cing [...] 






















de phyi phyir zhing yid la byed pas de bzhin gshegs pa de mthong ngo// da ltar gyi sangs rgyas mngon sum 
du bzhugs pa'i byang chub sems dpa'i ting nge 'dzin de la gnas te/ des de bzhin gshegs pa de mthong nas/ 
bcom ldan 'das/ chos gang dang ldan na/ byang chub sems dpa' sems dpa' chen po 'jig rten gyi khams 'dir 
skye bar 'gyur/ zhes zhu ba zhu'o// de bzhin du sangs rgyas kyi zhing gang dang gang du skye bar 'dod pa 
de'i tshe de bzhin gshegs pa la zhu'o// de skad zhus nas bcon ldan 'das de bzhin gshegs pa tshe dpag med 
des byang chub sems dpa' de la 'di skad ces bka' stsal to// rigs kyi bu/ sangs rgyas rjes su dran pa kun tu 
bsten/ nges par bsten cing bsgoms la mang du byas na/ 'jig rten gyi khams 'dir skye bar byed do// sangs 
rgyas rjes su dran pa kun tu bsten/ nges par bsten cing bsgoms la mang du byas na/ sangs rgyas kyi zhing 
'dir skye bar 'gyur ro// rigs kyi bu/ de la sangs rgyas rjes su dran pa de gang zhe na/ 
                            PSS 3E–3F. cf. Harrison（1978b, 45）. 
                                                             






















bzang skyong/ de la byang chub sems dpa' sems dpa' chen po'i ting nge 'dzin 'di ji ltar bsgom par bya zhe 
na/ bzang skyong/ 'di lta ste dper na nga da ltar khyod kyi mdun na 'dug cing chos ston pa de bzhin du/ 
bzang skyong/ byang chub sems dpas de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par rdzogs pa'i sangs 
rgyas de dag sangs rgyas kyi gdan la bzhugs shing chos ston par yang yid la bya'o// des rnam pa thams 
cad kyi mchog dang ldan pa/ gzugs bzang ba/ mdzes pa/ blta na sdug pa/ sku yongs su grub pa dang ldan 
par de bzhin gshegs pa rnams yid la bya'o// de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par rdzogs pa'i 
sangs rgyas kyi skyes bu chen po'i mtshan re re yang bsod nams brgyas bskyed par blta'o// 
                              PSS 8A. cf. Harrison（1978b, 45）. 







bzang skyong/ de bzhing du byang chub sems dpa' sems dpa' chen po khyim pa'am rab tu byung ba yang 
rung/ phyogs gang dang gang na de bzhin gshegs pa bzhug par thos pa'i phyogs de dang de longs su dran 
pa dang ldan zhing sems g-yeng ba med pas sangs rgyas mthong ba thob par bya ba'i phyir de bzhin gshegs 
pa de yid la bya 'o// de ltar byang chub sems dpa' des de bzhin gshegs pa bai dū rya'i sku gzugs bzang por 
gnas pa mthong bar 'gyur ro// 






や思惟を意味する。例えば前者は経典にみるsādhu ca suṣṭhu ca manasikuruという定型句に、
後者は如理作意（yoniśo(/so)-manasikāra）という⽤語に代表される。特に阿毘達磨は前者の意
味で理解することが知られる。阿毘達磨における作意の定義を⾒ると「⼼を曲げること」
cetasa ābhogaḥ（AKBh 54, 23）とあるが、これは所縁に対して⼼を向けることを⾔い、⼗⼤
地法の中に含められるから、この語が⽇常的にはたらく注意作⽤として理解されているこ











                                                             
9  see also 3H and 3J. 
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ekavyūhaṃ samādhim avatartukāmena kulaputrena kuladuhitrā vā viviktāni śayanāsanāni kartavyāni 
asaṃsargārāmena ca bhavitavyam, sarvanimittāmanasikāreṇa paryaṅkam baddhvā niṣīditavyam. tatra 
tathāgato manasikartavyaḥ sarvadharmāś ca manasikartavyā, anupalaṃbhayogenāyaṃ ca tathāgataṃ 
manasikuryāt*, tasya nāmadheyam gṛhītavyam tac ca nāmadheyam śrutvopalabhya yasyāṃ diśi sa 
tathāgatas tām diśam āmukhīkṛtya niṣīditavyam, tam eva tathāgataṃ manasikurutāṃ**. 
*em. SŚP: manasikuryat. **em. SŚP: manasikurvatāṃ.              SŚP 134, 33–39. 
 ⽤語からして⼀⾏三昧の説明が般⾈三昧と類似していることがわかる。⽐較する上で重
要なのは、この三昧が同じく⾒仏と関わっており、尚且つ、その記述に作意の語が確認で
きる点である。ここまで還梵扱いとしてきたチベット訳 yid la byed pa の原語も manasi-Kṛ
であると認めてよいだろう。続いては《修習次第》を参照する。カマラシーラ（Kamalaśīla）
は⽌観を説明する中で般⾈三昧に⾔及している。 
                                                             
1 0  「⼀⾏三昧」（ekavyūha-samādhi）という名称は曼陀羅仙訳（T 232）による。ekavyūhasamādhi に
ついて『⼗万頌』（SSP, 1423, 3–5）では以下のように解説されている。 
そのうち⼀⾏という三昧は何か。その三昧の中にとどまれば、いかなる法にも対〔なるもの〕
を⾒出さない。これが⼀⾏〔三昧〕と呼ばれる。 
tatra katama ekavyūho nāma samādhir yatra samādhau sthitvā na kasyacid dharmasya dvayaṃ* 
samanupaśyaty ayam ucyate ekavyūhaḥ. 
*SSP: dvayataṃ. em. acc. Bidyabinod（1927, 15）. 










tatra prathamaṃ tāvad yogī yathādṛṣṭaśrute tathāgatavigrahe cittaṃ sthāpayitā śamathaṃ niṣpādayet. tañ 
ca tathāgatavigraham uttaptakanakāvadātaṃ lakṣaṇānuvyañjanālaṃkṛtaṃ parṣanmaṇḍalamadhyagataṃ 
nānāvidhair upāyaiḥ sattvārthaṃ kurvantaṃ prābandhikena manasikāreṇa, tadguṇābhilāṣaṃ 
samupādāya layauddhatyādīn vyupaśamayya tāvad dhyāyed yāvat sphuṭataraṃ puro 'vasthitam iva taṃ 
paśyet. [...] ayaṃ ca samādhiḥ pratyutpannabuddhasaṃmukhāvasthitasamādhir nirdiṣṭaḥ. 
















































                                                             
1 2  ting nge 'dzin 'di la gnas pa'i byang chub sems dpa' ni sangs rgyas kyi mthu dang/ rangs gis dge ba'i rtsa 
ba'i stobs bskyed pa dang/ ting nge 'dzin thob pa'i byin dang/ 'di dag gsum tshogs shing 'dus pas des de 
bzhin gshegs pa rnams mthong zhing snang bar 'gyur ro// 
1 3  de gal te nyin mo bcom ldan 'das de ma mthong na/ de nyal ba'i rmi lam du bcom ldan 'das de bzhin gshegs 


















ye cānanda kecit sattvās taṃ tathāgataṃ punaḥ punar ākārato manasikariṣyanti, bahuparimitaṃ ca 
kuśalamūlam avaropayiṣyanti, bodhāya cittaṃ pariṇāmya tatra ca lokadhātāv upapattaye praṇidhāsyanti, 
teṣāṃ so 'mitābhas tathāgato 'rhan samyaksaṃbuddho maraṇakālasamaye 
pratyupasthite 'nekabhikṣugaṇaparivṛtaḥ puraskṛtaḥ sthāsyati.  







                                                             
1 4  cf. 『⼤阿弥陀経』（T 12, 309c24–310a06）, 『平等覚経』（T 12, 291c17–c25）, 『無量寿経』（T 12, 
272b15–b19）, 『無量寿如来会』（T 11, 97c26–c29）, 『無量寿荘厳経』（T 12, 323b14–b16）. 
1 5  但し『無量寿荘厳経』を除く。cf. 『⼤阿弥陀経』⾄誠願欲往⽣阿彌陀佛國。常念⾄⼼不斷絶者
（T 12, 310a02–a03）、『無量寿経』⼀向專念無量壽佛。修諸功徳願⽣彼國（T 12, 272b18–b18）. 
see also『平等覚経』（T 12, 291c21–c22）,『無量寿如来会』（T 11, 97c26–c28）. 
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yaḥ kaścic chāriputra kulaputro vā kuladuhitā vā tasya bhagavato 'mitāyuṣas tathāgatasya nāmadheyaṃ 
śroṣyati, śrutvā ca manasikariṣyati. ekarātraṃ vā dvirātraṃ vā trirātraṃ vā catūrātraṃ vā pañcarātraṃ 
vā ṣaḍrātraṃ vā saptarātraṃ vāvikṣiptacitto manasikariṣyati. yadā sa kulaputro vā kuladuhitā vā kālaṃ 
kariṣyati, tasya kālaṃ kurvataḥ so 'mitāyus tathāgataḥ śrāvakasaṃghaparivṛto 
bodhisattvagaṇapuraskṛtaḥ purataḥ sthāsyati.  







bzang skyong/ byang chub sems dpa' khyim pa 'am rab tu byung ba yang rung gcig pu dben par song ste 
'dug la/ de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par rdzogs pa'i sangs rgyas tshe dpag med ji skad du 
thos pa'i rnam pas yid la byas te/ tshul khrims kyi phung po la skyon med cing dran pa g-yeng ba med par 
nyin zhag gcig gam/ gnyis sam/ gsum mam/ bzhi 'am/ lnga 'am/ drug gam/ nyin zhag bdun du yid la bya'o// 
de gal te nyin zhag bdun du sems mi g-yeng bar de bzhin gshegs pa tshe dpag med yid la byed na/ de nyin 
zhag bdun yongs su tshang ste 'das nas/ bcom ldan 'das de bzhin gshegs pa tshe dpag med mthong ngo// 
                                        PSS 3B. 
                                                             














ろうし、臨終時には千もの仏がかれの⾯前に現れるだろう」yaś ca avikṣiptena manasikāreṇa 
likhiṣyati tasya buddhasahasraṃ hastam upanāmayiṣyati maraṇakāle cāsya buddhasahasraṃ 






197 から引⽤2 1。旧字は新字に改めた。〔〕は筆者による補い）。 
                                                             
1 7  cf. ⾚沼（1927b, 59）, 望⽉（1930, 311–312）, ⾊井（1978, 361–363）, 眞野（1966）. 
1 8  manasi-Kṛについて『称讃浄⼟経』では「（聞已）思惟」（T 12, 350a09）、『阿弥陀経』では「執
持名号」（T 12, 347b11）と訳されている。⽞奘訳の思惟の原語が manasi-Kṛの場合があること
は確認できる（cf. 『平川索引 II 』174–175⾴）。⼀⽅で羅什訳の執持名号は難解であるが、こ
れは仏の名を聞き、それを作意することを取意して訳したものとみられている。cf. 望⽉（1930, 
783–784）, ⾊井（1978, 359–360）. 





2 0  cf. 藤⽥（1970, 538–544）. 






























                                                             
2 2  この他に般⾈三昧（経）の先⾏性を説いた研究として⾹川（1958）がある。 





ya ānandākāṃkṣata kulaputro vā kuladuhitā vā kim ity ahaṃ dṛṣṭa eva dharme tam amitābhaṃ tathāgataṃ 
paśyeyam iti tenānuttarāyāṃ samyaksaṃbodhau cittam utpādyādhyāśayapatitayā saṃtatyā tasmin 
buddhakṣetre cittaṃ saṃpreṣyopapattaye kuśalamūlāni ca pariṇāmayitavyāni. 









                                                             
2 4  臨終来迎願は臨終⾒仏の記述（L.Sukh, 48, 8–13）とよく似た内容になっているが、臨終⾒仏の記
述で作意とあった所がここでは随念になっている。そしてこれら⼆語は同義語として理解され




















sacen me bhagavan bodhiprāptasya, ye sattvā anyeṣu lokadhātuṣv anuttarāyāḥ samyaksaṁbodheś cittam 
utpādya, mama nāmadheyaṁ śrutvā, prasannacittā mām anusmareyus, teṣāṁ ced ahaṁ 
maraṇakālasamaye pratyupasthite bhikṣusaṁghaparivṛtaḥ puraskṛto na puratas tiṣṭheyam, yad idaṃ 
cittāvikṣepatāyai mā tāvad aham anuttarāṃ samyaksaṃbodhim abhisabuddheyam. 













                                                             
れることはない。この点に鑑みると、たとえ後代に同義語的な扱いになったとしても、その根底
には何かしらの区別があったとみる⽅がよい。 
2 5  引⽤したサンスクリット本では第⼗⼋願、最も初期の資料では第七願となる。以下に『⼤阿弥陀






読んで、欲⽣我国を念の対象とみる解釈もある（cf. ⾊井 1978, 294–295）。しかし直前の第六願
では「⼀⼼念我三本、晝夜⼀⽇不斷絶三本、皆令來⽣我国」（T 12, 301b25）となっていることや、
『平等覚経』の対応箇所に「常念我淨潔⼼」（T 12, 281c03）とあるのに鑑みると、念の対象とし
て我（i.e. 阿弥陀仏）が省略されているとみる⽅がよい。cf. 藤⽥（1990, 132）, ⼤⽥（1983, 153）. 
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byang chub sems dpa' de lha'i mig thob pas de bzhin gshegs pa mthong ba yang ma yin/ lha'i rna ba'i 
khams thob pas dam pa'i chos nyan pa yang ma yin/ rdzu 'phrul gyi stobs thob pas 'jig rten gyi khams der 
skad cig tu 'gro ba yang ma yin gyi/ bzang skyong/ byang chub sems dpa' de 'jig rten gyi khams 'di nyid na 
gnas bzhin du/ bcom ldan 'das de bzhin gshegs pa tshe dpag med de mthong zhing bdag nyid 'jig rten gyi 
khams de na 'dug pa snyam du shes la/ chos kyang nyan to// 
















                                                             





















atha khalu bhagavān āyuṣmate subhūtaye sādhukāram adāt. sādhu sādhu subhūte, yas tvaṃ bodhisattvān 
mahāsattvān imāḥ saṅgakoṭīr bodhayasi. tena hi subhūte anyān api sūkṣmatarān saṅgān ākhyāsyāmi. tān 
śṛṇu sādhu ca suṣṭhu ca manasikuru bhāṣiṣye 'haṃ te. sādhu bhagavan ity āyuṣmān subhūtirbhagavataḥ 
pratyaśrauṣīt. bhagavān etad avocat. iha subhūte śrāddhaḥ kulaputro vā kuladuhitā vā tathāgatam 
arhantaṃ samyaksaṃbuddhaṃ nimittato manasi karoti. yāvanti khalu punaḥ subhūte nimittāni tāvantaḥ 
saṅgāḥ. tat kasya hetoḥ, nimittato hi subhūte saṅgaḥ.  

































                                                             
2 7  対照的な例として本経（15M–15N）には次のような⼀節が⾒られる。 
無相の⼊⼝（*animitta-praveśa）に⼊らなければならない。バドラパーラよ、それはなぜか
というと、実体の想（*saṃjñā）を具えた者は仏を⾒ることがないからである。 
mtshan ma med pa'i 'jug pa la 'jug par bya'o// bzang skyong/ de ci'i phyir zhe na/ 'di ltar dngos po'i 

























                                                             
1  禅観経典とは禅経と観仏経典を合わせた総称である。この範囲に含まれる経典を⽰しておく。 
禅  経: 『達摩多羅禅経』（佛陀跋陀羅訳）, 『坐禅三昧経』（鳩摩羅什訳）, 『禅法要解』（鳩
摩羅什訳）, 『思惟略要法』（不明*）, 『五⾨禅経要法』（曇摩蜜多訳）, 『禅秘要法
経』（鳩摩羅什/曇摩蜜多訳**）, 『治禅病秘要法』（沮渠京聲訳）, 『梵⽂瑜伽書』
（Yogalehrbuch***）. 
観仏経典: 『観仏三昧海経』（仏陀跋陀羅訳）, 『観弥勒菩薩上⽣兜率天経』（沮渠京聲訳）, 『観
普賢菩薩⾏法経』（曇摩蜜多訳）, 『観虚空蔵菩薩経』（曇摩蜜多訳）, 『観薬王薬上
⼆菩薩経』（畺良耶舍訳）, 『観無量寿経』（畺良耶舍訳）. 




の三つには、それぞれチベット訳（Derge No. 199, Lhasa No. 200）、ウイグル語訳（橘 1912, 22–
41. see also ⽻⽥ 1958, 546–553）、ソグド語訳（Reichelt 1928. see also Weller 1936–1937, 1938）が
発⾒されているが、いずれも漢語からの訳出とされている。禅観経典は漢語資料が原典的存在と
なるものが⼤半であり、所説の念仏観などが中国や中央アジア成⽴とみなされる⼤きな要因と
なっている。cf. 藤⽥（1970, 121–136）, 末⽊（1986，165–179）, 春⽇井（1953）, Fujita（1990）, 

























                                                             
2  ここで⾔う念仏三昧というのは五⾨禅のうちの念仏観として規定されたものを指す。念仏三昧の
































                                                             
3  勒⽐丘に関して Yamabe（1999a, 79. fn. 62）は Pārśva の可能性を指摘する。 
4  原⽂には「羅陀」とのみ記されているが、その直前に「究摩羅羅陀」（T 55, 65a27–a28）とある。 
5  この序⽂に登場する諸師のうち、僧伽羅叉に関しては『修⾏道地経』「分別相品」に⽰される⼗
九輩の始めの三輩との対応が指摘されており（cf. 『国訳⼀切経』経集部四 271 ⾴）、⾺鳴に関
しては松濤（1981, 158–181）によって Saundarananda との対応箇所が指摘されている。 








る。Yamabe（1999a, 11–14）はこれと同じ⼿順が『五⾨禅経要法』（T 15, 325c18–c24）や『観


















                                                             
7  したがって『思惟略要法』が誰の撰かは不明ということになるが、その内容には『五⾨禅経要法』
（曇摩蜜多訳）と⼀致する部分が広範囲に渡って確認されており、『五⾨禅経要法』からの抄出
である可能性が指摘されている（cf. 藤堂 1960, 399, 同 1960b, 478–480, ⽉輪 1971, 55–56. see also 
池⽥（1937, 103–106）, 安藤（1962, 204）, 境野（1935, 460–463）, Yamabe（1999a, 98–100）。尚、
本⽂で引⽤した箇所は『五⾨禅経要法』（T 15, 327a13–a17）に対応が⾒られる。 
8  この表現はサンスクリット語の定型句pratimukhīṃ smṛtim upa-Sthāに対応するとみられており（cf. 






































tena yoginā tasmiṃ sarīre yathāvuttanimittaggāhavasena suṭṭhu nimittaṃ gaṇhitabbaṃ, satiṃ supaṭṭhitaṃ 
katvā āvajjitabbaṃ, evaṃ punappunaṃ karontena sādhukaṃ upadhāretabbañ ceva vavatthapetabbañ ca. 
sarīrato nātidūre nāccāsanne padese ṭhitena vā nisinnena vā cakkhuṃ ummīletvā oloketvā nimittaṃ 
gaṇhitabbaṃ uddhumātakapaṭikkūlaṃ uddhumātakapaṭikkūlan ti satakkhattuṃ sahassakkhattum pi 
ummiletvā oloketabbaṃ, nimmiletvā āvajjitabbaṃ. evaṃ punappunaṃ karontassa uggahanimittaṃ 
suggahitaṃ hoti. kadā suggahitaṃ hoti. yadā ummīletvā olokentassa nimmīletvā āvajjentassa ca 
ekasadisaṃ hutvā āpāthaṃ āgacchati, tadā suggahitaṃ nāma hoti. 








śmaśānādy upasaṃkramya vinīlakād vā nimittam udgṛhāṇa, yāvad asthīnāṃ vā asthiśaṃkalikānāṃ vā, no 
cec chmaśānād api tu citrakṛtād vā kāṣṭhāśmaśādakṛtād vā nimittam udgṛhāṇa, udgṛhya śayanāsanam 
upasaṃkrama, upasaṃkramyāraṇyagato vā vṛkṣamūlagato vā śūnyāgāragato vā, mañce vā pīṭhe vā 
tṛṇasaṃstarake vā nisīda, paryaṅkam ābhujya pādau prakṣālya ṛjuṃ kāyaṃ praṇidhāya pratimukhāṃ 
smṛtim upasthāpya niṣadya, tatprathamata ekāgratāyāṃ cittāvikṣepe smṛtyupanībandhaṃ kuru. 







                                                             













































１ mah(ā)rajasya huveṣkas[y]a (saṃ)20 6 va 2 di 20 6 
２ (etaye pu[r]vaye) sax-cakasya satthavahasya p[i]t[-x](ṇ)[-x] balakattasya śreṣṭhasya nāttikena 
３ buddha(pi)la(na) putra(ṇ)a nāgarakṣitena bhagavato buddhasya amitābhasya pratimā 
pratiṣṭh(a)pi[tā](...) 
４ [sa](rva)buddhapujāye im(e)na k(u)śalam(ū)lena sar(va)(sat)[v]ā anut(t)ara(ṃ) bud(dh)ajñānam 
prā(ptnva)ṃ(tu)(...) 
                                                             






る（cf. 島⽥ 2011, 136）。 
1 1  この他に阿弥陀仏の可能性がある像としては、Brough（1982）が指摘したガンダーラの三尊像が
ある。しかしこれに関しては Salomon（2002）による反論が提出されており、この像を阿弥陀仏
とみるか否かについては意⾒が分かれる。Salomon（2002）以降の研究については宮治（2010, 








紀元 78 年説に基づいて算出されたものであるが、近年では 127 年説が有⼒視されること

















                                                             
1 2  引⽤の和訳は藤⽥（2007, 276）からの借⽤である。またこれは Schopen（1987, 101）の読みに基
づいている。この銘⽂の翻刻は多くの研究者が⼿掛けており、他の研究者のテキストと読みの
違いに関しては杉本（1999, 83–86）を参照。 
1 3  104年説: Schopen（1987, 99）. 
 156年説: 中村（1980, 493–495）. 
 171年説: 肥塚（1985, 272–273）.  
cf. 杉本（1999, 85）, 藤⽥（2007, 276–277）. 
1 4  127年説は Falk（2001, 2004）による。カニシカ紀元に関しては諸説あるが、近年ではこの 127




bzang skyong/ gzhan yang chos bzhi dang ldan na/ byang chub sems dpa' sems dpa' chen po ting nge 'dzin 
'di 'thob bo// bzhi gang zhe na/ 'di lta ste/ ting nge 'dzin 'di 'dod pas de bzhin gshegs pa'i sku gzugs byed du 
gzhug ste/ tha na ri mor yang 'brir 'jug pa dang/ ting nge 'dzin 'di 'dod pas ting nge 'dzin 'di yun ring du 
gnas par bya ba'i phyir ci nas kyang ting nge 'dzin 'di 'dzin par legs par bris shing glegs bam sbyin pa 
dang/ mngon pa'i nga rgyal can gyi gang zag rnams mngon pa'i nga rgyal med pa'i chos 'di lta ste bla na 
med pa yang dag par rdzogs pa'i byang chub la 'jog pa dang/ de bzhin gshegs pa'i bstan pa bsrung ba 
dang/ sba ba dang/ yang dag par gzung ba'i phyir gnas pa ste/ bzang skyong/ chos bzhi po de dag dang 
ldan na/ byang chub sems dpa' sems dpa' chen po ting nge 'dzin 'di 'thob bo// 
                                    PSS 4D. 
 仏像への⾔及といっても、禅観経典に⾒たような明確な規定の中で登場するわけではな
い。上記引⽤は般⾈三昧の会得について述べたものとなっているが、例えば《迦葉品》（KP 











des ji skad du thos pa'i rnam pas sangs rgyas kyi zhing 'di nas nub phyogs logs su sangs rgyas kyi zhing 
bye ba phrag 'bum 'das pa na 'jig rten gyi khams bde ba can na bcom ldan 'das de bzhin gshegs pa dgra 
bcom pa yang dag par rdzogs pa'i sangs rgyas tshe dpag med de da ltar byang chub sems dpa'i tshogs kyis 
yongs su bskor cing mdun du bdar te bzhugs so// 'tsho'o// gzhes so// chos kyang ston to/ snyam du yid la 
byed de/  






bzang skyong/ byang chub sems dpa' khyim pa 'am rab tu byung ba yang rung gcig pu dben par song ste 
'dug la/ de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par rdzogs pa'i sangs rgyas tshe dpag med ji skad du 
thos pa'i rnam pas yid la byas te/  

























                                                             
1 5  cf. pp. 28–30. 
1 6  cf. pp. 32–33. 











zang skyong/ 'di lta ste dper na skyes bu zhig rgyal po'i khab kyi gron khyer chen po na 'dug pa las yangs 
pa can gyi grong khyer na smad 'tshong ma yid bzang zhes bya ba zhig yod par thos so// skyes bu gnyis 
pas ni smad 'tshong ma a mra skyong zhes bya ba zhig yod par thos so// skyes bu gsum pas ni sngon gyi 
smad 'tshong ma u tpa la'i mdog ces bya ba yod par thos so// de rnams kyis de dag thos nas so sor so so la 
sems chags par gyur mod kyi/ skyes bu de rnams kyis smad 'tshong ma de rnams mthong ba ni ma yin te/ 
ming dang gzugs dang kha dog tsam zhig thos pas 'dod chags kyi sems skyed par gyur to// de dag phyi 
phyir zhing de yid la byed bzhin du nyal ba dang/ rmi lam du yang smad 'tshong ma de dag gi drung du 
bdag cag dong ba snyam du shes te/ ji ltar skyes bu de dag rgyal po'i khab kyi grong khyer chen po na 
'khod cing sngon ma nyal bar de lta de ltar 'dod chags dang ldan pa'i sems bskyed pa de bzhin du skyes bu 
de dag nyal nas kyang rmi lam na smad 'tshong ma de dag mthong zhing phan tshun sprad de/ 'khrig pa'i 
chos la bsten nas/ 'khrig pa la dad pa de dang yang bral bar gyur pa yang rims so// [...] de dag sad nas ji 
ltar mthong ba dang/ thos pa dang/ shes pa dang/ rtogs pa'i rmi lam na myong ba rjes su dran nas/  




                                                             































1 9  語義解釈としては manasi-Kṛの manasi を場所を⽰す於格とみる。この解釈の可能性を⽀持する
⽤例として、チャンドラキールティ（Candrakīrti）の《中観五蘊論》を挙げることができる。作
意の項⽬（D 246a4–7, P 281b6–282a3, cf. BK-IV 103–104）を参照すると「意を作るから作意であ
り、ある対象に⼼を留めさせるという意味である。あるいは対象を意の中に作るから作意であ
り...」yid la byed pas na yid la byed pa ste/ yul 'ga' zhig la sems gnas par byed pa zhes bya ba'i don nam/ 





























                                                             






bzang skyong/ di lta ste dper na skyes pa 'am bud med gang la la zhig nyal ba'i rmi lam du gzugs kyi 




bzang skyong/ 'di lta ste dper na skyes bu la la zhig rangs skyes pa'i yul nas ljongs kyi phyogs gzhan 
zhig tu song ste phying pa dang/ rang skyes pa'i yul de rjes su dran nas/ ji ltar mthong ba dang/  
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de phyi phyir zhing yid la byed pas de bzhin gshegs pa de mthong ngo// da ltar gyi sangs rgyas mngon sum 
du bzhugs pa'i byang chub sems dpa'i ting nge 'dzin de la gnas te/ des de bzhin gshegs pa de mthong nas/ 
bcom ldan 'das/ chos gang dang ldan na/ byang chub sems dpa' sems dpa' chen po 'jig rten gyi khams 'dir 
skye bar 'gyur/ zhes zhu ba zhu'o// de bzhin du sangs rgyas kyi zhing gang dang gang du skye bar 'dod pa 
de'i tshe de bzhin gshegs pa la zhu'o// de skad zhus nas bcon ldan 'das de bzhin gshegs pa tshe dpag med 
des byang chub sems dpa' de la 'di skad ces bka' stsal to// rigs kyi bu/ sangs rgyas rjes su dran pa kun tu 
bsten/ nges par bsten cing bsgoms la mang du byas na/ 'jig rten gyi khams 'dir skye bar byed do// 


























































































bzang skyong/ de la da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin de gang 
zhe na/ 'di lta ste/ sangs rgyas la dmigs pa'i sems yid la byed pa/ sems mi g-yeng ba/ dran pa nye bar gnas 
pa/ shes rab thob pa/ brton 'grus mi gtong ba/ dge ba'i bshes gnyen rnams la bsnyen bkur byed pa/ stong 
pa nyid kun tu sten pa/ sgom pa/ mang du byed pa/ sgrib pa rnams spong ba/ rmugs pa dang gnyid rnam 
par spong ba/ gtam yongs su spong ba/ sdig pa'i grogs po rnams rnam par spong ba/ dge ba'i bshes gnyen 
rnams la nges par sten pa/ dbang po rnams mi g-yeng ba/ zas kyi tshad shes pa/ nam gyi cha stod dang/ 
cha smad la mi nyal ba'i brtzon 'grus dang ldan pa/ gos dang/ zas dang/ mal stan dang/ na ba'i gsos sman 
dang/ yo byad rnams la mi chags pa/ dgon pa la gnas pa mi gtong ba/ lus la ched che bar mi byed pa/ srog 
la mi lta ba/ lus gtong pa/ sems can la phan 'dogs pa/ [...] chos kyi dbyings la 'jug pa/ nam mkha'i khams 
yongs su shes pa/ sems can gyi khams la mngon par mi chags pa/ mi skye ba/ mi 'gag pa/ gnas pa med pa/ 
mya ngan las 'das pa'i dbyings mngon sum du gyur pa/ shes rab kyi mig rnam par sbyong ba/ chos thams 
cad la gnyis su med pa/ byang chub kyi sems la mtha' dang dbus med pa/ sems kyi rgyud gcig tu gyur pa/ 
sangs rgyas thams cad dang thogs pa med pa'i ye shes la 'jug pa/ ye shes la sgrib pa med pa/ byang chub 
kyi phyir sems yongs su smin pa/ sangs rgyas kyi ye shes gzhan la rag ma lus pa/ dge ba'i bshes gnyen 
rnams la ston par 'du shes pa/ byang chub sems dpa' rnams la mi 'byed pa/ bdud kyi las rnams rnam par 
spong ba/ 'gro ba thams cad sprul pa dang mtshungs pa/ de bzhin gshegs pa blta ba la mig yor dang 
mtshungs pa/ byang chub kyi sems yongs su tshol ba/ pha rol tu phyin pa rnams la sems mnyam pa/ de 
bzhin gshegs pa rnams blta ba la yang dag pa'i mtha' dang mnyam pa/ sangs rgyas thams cad la yon tan 
gyi chos thams cad mnyam pa 'di ni/ bzang skyong/ da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes 
bya ba'i ting nge 'dzin ces bya'o//  
                                      PSS 2D–2J. 
 この説明では多くの項⽬を列挙して般⾈三昧とは何かを定義する。下線で⽰した「○○三
昧とは何か」（*katamaś ca sa... nāma samādhiḥ）、「以上が○○三昧と呼ばれる」（*ayaṃ sa ucyate... 
nāma samādhiḥ）という⼆句と共に項⽬を列挙するのが定型となっており1、このような項⽬
                                                             
1  定型句の原語は《三昧王経》（SRS I 15, 9–23, 5）から回収することができる。 
katamaś ca sa kumāra sarvadharmasvabhāvasamatāvipañcito nāma samādhiḥ. yaduta kāyasaṃvaraḥ, 




ができる。上記引⽤に関して漢訳資料を参照しておくと、T 418 は「何等爲定意」（T 13, 
904b24–905a05）として冒頭の句を訳している。T 417 における該当箇所は⼀句三字の偈頌へ
と改変されてしまっているが（T 13, 898b10–899a08）、特に T 419 を参照すると、冒頭のみな
らず末尾の句に関しても「是爲現在佛⾯住定意」（T 13, 921b17–921c29）と訳出していること
























                                                             























                                                             
2  (22)gnyen rnams yongs su spong ba/ (23)skyes pa'i sa ring du byed pa/ [...] (34)nga rgyal tsar gcod pa/ (35)gzhan 
gyis rnyed pa la phrag dog med pa/ (36)sems can la phan pa'i gzhir gyur pa/ (37)sems can thams cad la sems 
mnyam pa/ [...] (41)sems can thams cad la mar 'du shes pa/ phar 'du shes pa/ bur 'du shes pa/ gnyen du 'du 
shes pa/ (42)sems can thams cad la nyon mongs pa med par 'du shes pa/ [...] (50)sangs rgyas dang mthun pa/ 
(51)chos mi spong ba/ (52)dge 'dun mi 'byed pa/ [...] (59)snyen pa rnams smra ba/ (60)sgrib pa lnga spong ba/ 
[...] (63)mi dge ba bcu'i las kyi lam rnam par spong ba/ (64)dge ba bcu'i las kyi lam sgom pa/ [...] (73)'phags pa'i 
lam yan lag brgyad pa dang mthun pa/ (74)bsam gtan la mi chags pa/ [...] (86)sems can du 'du shes pa spong 
ba/ (87)srog tu 'du shes pa mi dmigs pa/ (88)gang zag tu 'du shes pa yongs su spong ba/ [...] (95)khams rnams 
la sprul gdug par 'du shes pa/ (96)skye mched rnams la grong stong bar 'du shes pa/ (97)khams gsum la mi 
bde bar 'du shes pa/ (98)mya ngan las 'das pa la phan yon du lta ba/ [...] (112)lhag pa'i bsam pas dge ba/ 
















bzang skyong/ chos de rnams ni ting nge 'dzin de yongs su skyed par 'gyur te/ bzang skyong/ de la ting nge 
'dzin gang chos de rnams kyis yongs su skyed par 'gyur ba'i ting nge 'dzin de gang zhe na/ 'di lta ste/ da 
ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin to//  











                                                             
4  この dharma（複数）は難解であるが、ここでは「あり⽅」あるいは「徳⽬」といった意味で理解
する。先⾏訳を参照すると、梶⼭（1992, 269）は「諸徳」とし、T 416 に近い意味（功徳法: T 13, 
875b22）で訳している。林（1994, 19）は「諸法」としており、訳に理解は反映していない。Harrison
（1990, 31）は、英訳では“those dharmas”とするのみであるが、その解説（Harrison 1990, xxviii）
では特質（attributes）といった意味で理解している。 







れている。当該箇所に改変のある T 417 を除いて、T 418では「持是⾏法故致三昧。便得三


















nāyaṃ bhikṣavaḥ kāyo yuṣmākaṃ nāpy anyeṣām. ṣaḍ imāni sparśāyatanāni pūrvam abhisaṃskṛtāny 
abhisaṃcetitāni paurāṇaṃ karma veditavyam iti vadāmi. 
                                      NidSa 13.1.7 
                                                             
6  T 419 の原⽂は「亦⽤是法定意爲具來。何等定意具將是法來。所謂現在。現在佛⾯住定意爲何等...」
となっているが、下線部は「所謂現在（+佛⾯住定意）。現在佛⾯住定意爲何等...」と校訂して読
む。このようであればチベット訳対応箇所（3A）にある 'di lta ste/ da ltar gyi sangs rgyas mngon 
sum du bzhugs pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin to// bzang skyong/ da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du 
bzhugs pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin de yang gang zhe na/ とも対応する。 




















                                                             
8  cf. ⾈橋（1972, 1–11）, ⾈橋（1974, 45–65）, 藤⽥（1979, 131–144）. 
9  T 27, 465a22. cf. 『旧婆沙』如六⼊是業果。以業名説如此。六⼊是本業（T 28, 132c28）. 尚、この
解釈は《倶舎論》において“phale hetūpacāraḥ”（AKBh 25,13）と解説されることが知られる。 
1 0  この経典解釈例は《婆沙論》では常に例証として出る*。したがって《婆沙論》の編纂年代（⼆
世紀頃**）には周知されていたと考えてよいだろう。また北伝のみならず南伝でも⽤いられるこ
とが知られており***、経典解釈例として広く知られていたとみられる。 
*cf. 『旧婆沙』如經中説。六⼊是業。六⼊是業果。以業名説。（T 28, 123b18–b19）, 如六⼊是
業果。以業名説。如此六⼊是本業。（T 28, 132c28–c29）, 如説六⼊是舊業。（T 28, 242a5–a06）, 
『新婆沙』如六觸處是業果故亦名舊業。（T 27, 321a6–a07）, 如六觸處説名故業果⽴因名。（T 28, 
465a22–a23）. **⼆世紀頃というのは、『新婆沙』におけるカニシカ王の記述（T 27, 593a15, 
1004a05）から想定された年代である。cf. ⽊村（1968, 206–211）, Cox（1995, 33–34）, Dessein
（2009, 44）, Bronkhorst（2012, 493）. ***ブッダゴーサによる SN 12. 37 の注釈箇所に⾒られ
る。cf. ⾈橋（1972, 2）. 
























                                                             




説名斷智。（T 28, 132c23–c29）. 
1 2  『発智論』云何斷遍知。答諸貪永斷。瞋癡永斷。⼀切煩惱永斷。是謂斷遍知。（T 26, 924c02–c03）, 
『⼋犍度論』云何盡智。答⽈。婬怒癡盡無餘。⼀切結盡無餘。是謂盡智。（T 26, 778c28–779a01）. 
1 3  T 27, 334a20–21. 『旧婆沙』対応無し。cf. 『発智論』（T 26, 940c12–c13）. 
1 4  引⽤の最後にある「如飢渇名因彼因觸」というのは所触のうちの⼀つ（原因）を飢渇（結果）の
名前で呼ぶ例があることを述べたものであるが、この例証として、経典（Dhp 194）に「諸仏の
出現は楽である」buddhānāṃ sukha utpādaḥとあるのを「諸仏の出現（原因）は楽（結果）であ





















bzang skyong / da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin de yang gang 
zhe na/ [...] tshul khrims yongs su rdzogs par spyod par 'gyur la/ des gcig pu bden par song ste 'dug nas/ 
[...] des kyang sems ma g-yengs pas de bzhin gshegs pa yid la byed do// [...] nyin zhag gcig gam/ gnyis sam/ 
gsum mam/ bzhi 'am/ lnga 'am/ drug gam/ nyin zhag bdun du yid la bya'o//  
                                     PSS 3A–3B. 
                                                             










 前半も後半も同じ様に「般⾈三昧とは何か」da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa 















bdag cag gis dpa' bar 'gro ba'i ting nge 'dzin gyi ming tsam yang sngon ma thos na/ rgya cher rnam par 
phye zhing bshad pa lta ci smos te/  
















                                                             
1 6  三昧経典という分類に関する詳細は『⼤乗経典辞典』（235–256⾴）を参照。有名な経典として
は《般⾈三昧経》《集⼀切福徳三昧経》《三昧王経》《⾸楞厳三昧経》を挙げることができる。
これら四つは《摂⼤乗論》第七章（ラモット刊本による区分）の増上⼼学の解説に登場する三昧






theg pa chen po snang ba dang/ bsod nams thams cad yang dag par bsags pa dang, ting nge 'dzin gyi 
rgyal po bzang skyong dang/ dpa' bar 'gro ba la sogs pa'i ting nge 'dzin sna tshogs nyid tshad med 


































blo gros brtan pa/ de la dpa' bar 'gro ba'i ting nge 'dzin de gang zhe na/ 'di lta ste nam mkha'i khams bzhin 
du sems bskyed pa shin tu yongs su sbyang ba byas pa dang/ sems can thams cad kyi sems la rtog pa mngon 
sum du gyur pa dang/ sems can thams cad kyi dbang po mchog dang/ mchog ma yin pa shes pa dang gnas 
dang gnas ma yin pa la rnam par lta ba mngon sum du gyur pa dang/ [...] byang chub sems dpa' dag mngal 
du 'jug pa dang/ btsas pa dang/ mngon par 'byung ba dang/ dka' ba spyod pa dang/ byang chub kyi snying 
por 'gro ba dang/ bdud 'dul ba dang/ byang chub mngon par rdzogs par 'tshang rgya ba dang/ chos kyi 
'khor lo bskor ba dang/ mya ngan las 'da' ba chen po dang/ lus 'jig pa 'ang ston la/ byang chub sems dpa'i 
chos nyid de 'ang mi gtong zhing shin tu phung po med par yang mya ngan las mi 'da' ba/ 'di ni blo gros 
brtan pa/ dpa' bar 'gor ba'i ting nge 'dzin ces bya ste/ 





                                                             
1 7  この他に村上（1970）によって『観察諸法⾏経』（T 649）と『賢劫経』（T 425）が指摘されて
いる。また項⽬列挙型の説明に関しても「samādhi の説明として多くの善法や観法を列挙するの
は...samādhi を冠する経典等に共通」と指摘する（ibid., 868）。 
1 8  これまでにも実践などの詳細を⽰さない三昧経典の存在が指摘され問題視されている。cf. 







４ .５ .１ 実 態 の ない 三 昧 








don thams cad rtogs par 'tshal ba'i rigs kyi bu dang/ rigs kyi bu mo dpa' bar 'gro ba'i ting nge 'dzin 'di nyid 
mnyan par bgyi/ blang bar bgyi/ gzung bar bgyi/ bklag bar bgyi/ bshad par bgyi/ bsgom par bgyi'o// 
                             Śgs P 331a8–331b1, D 304b3–b4. 
 この記述には⾸楞厳三昧の記憶や暗唱が説かれているが、これは⾸楞厳三昧（＝経典）の
記憶や暗唱を説いたものと理解すべきであって20、般若経典などに⾒られる定型句 imāṃ 
prajñāpāramitāṃ śroṣyanty udgrahīṣyanti dhārayiṣyanti vācayiṣyanti...（ASP 485, 12–13 etc.）と同
                                                             

























yang bcom ldan 'das dpa' bar 'gro ba'i ting nge 'dzin 'di la ji ltar nan tan bgyi/ bcom ldan 'das kyis bka' 
stsal pa/ rgyal ba'i blo gros gang gi tshe na byang chub sems dpa' chos thams cad ma zhugs par mthong 
ba de'i tshe/ dpa' bar 'gro ba'i ting nge 'dzin 'di la zhugs pa yin no//  
                              Śgs P 331b1–b2, D 304b4–b5. 
 この記述では⾸楞厳三昧の実践が「⼀切法を⽣じないもの」とみることだと⾔う。しか
しこの後の話の内容は「実践は⼀つだけではない」dpa' bar 'gro ba'i tinh nge 'dzin 'di la ni nan 
tan gcig tu ma zad（Śgs P 331b4, D 304b6）という⽅向に展開する。なぜなら、ここでの仏陀の
意図が「この⾸楞厳三昧を実践するということが甚だ⾏い難いこと」dpa' bar 'gro ba'i tinh 









                                                             
2 1  cf. Śgs P 331a6–a8, D 304b1–304b3. 
2 2  チベット訳 rgyal ba'i blo gros からの還梵。ラモットは*Rājamati を想定し（Lamotte 1965/1998, 225. 







de phyi phyir zhing yid la byed pas de bzhin gshegs pa de mthong ngo// da ltar gyi sangs rgyas mngon sum 
du bzhugs pa'i byang chub sems dpa'i ting nge 'dzin la gnas te/ des de bzhin gshegs pa de mthong nas/ 
bcom ldan 'das/ chos gang dang ldan na/ byang chub sems dpa' sems dpa chen po 'jig rten gyi khams 'dir 
skye bar 'gyur/ zhes zhu ba zhu'o// [...] byang chub sems dpa' de ting nge 'dzin de bsgoms shing ting nge 
'dzin de la mnyam par bzhag nas/ ting nge 'dzin langs te/ bzang skyong/ khyod gang na ba der song nas 
phyin pa dang ting nge 'dzin de brjod do//  
















de nas bcom ldan 'das la byang chub sems dpa' blo gros brtan pas 'di skad ces gsol to// bcom ldan 'das/ de 
bzhin gshegs pa ni sngon byang chub sems dpa' gyur pa'i tshe/ dpa' bar 'gro ba'i ting nge 'dzin 'di la gnas 
rnam par 'phul ba'i bkod pa ji lta bu bstan pa/ bcom ldan 'das kyis spyod pa di'i phyogs tsam zhig bka' stsal 
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na legs so// 








blo gros brtan pa/ dpa' bar 'gro ba'i ting nge 'dzin 'di la gnas pa'i byang chub sems dpa' ni mthong ma thag 
tu 'ng sems can rnams 'dul bar byed do// thos pa dang/ spyod lam dang/ bshad pa dang/ mi smra bar 'dug 
pas kyang sems can dag 'dul bar byed do// 




blo gros brtan pa/ dpa' bar 'gro ba'i ting nge 'dzin la gnas pa'i byang chub sems dpa' de la ni pha rol tu 
phin pa drug po 'di dag ma bstan par tshe rabs thams cad tu rtag tu 'jug par'gyur ro// gom pa 'dor ba thams 
cad la'ng pha rol tu phyin pa drug po 'di dag 'jug par 'gyur ro// dbugs rngub pa dang/ 'byung ba thams cad 
la'ng pha rol tu phin pa drug po 'di dag 'jug par 'gyur ro// 






                                                             





















rigs kyi bu/ de'i tshe bdag 'di snyam du sems te/ rigs kyi bu/ 'di ltar 'dod pa la yongs su spyod cing rgyal 
srid kyang yongs su sdud la ting nge 'dzin kyang thob pa ni byang chub sems dpa' rnams kyi ting nge 'dzin 
gyi rtsal ngo mtshar to snyam mo// rigs kyi bu/ bdag gis de thos nas byang chub sems dpa' la shin tu ston 
par 'du shes mngon par bzhag go// bdag gis dad pa'ng rnyed nas bdag gis lhag pa'i bsam pas bla na med 
pa yang dag par rdzogs pa'i byang chub tu sems bskyed de/ bdag kyang ye shes dang/ yon tan gyi chos 'di 
lta bu dang ldan par gyur cig ces bgyis so//  
                             Śgs P 301b8–302a2, D 276b2–b4. 
 この他に独覚乗に退転しつつある菩薩たちの説話にも触れておく25。この説話は、仏果
を得るまでの⻑い道のりに⼼臆した菩薩たちが独覚乗に戻ろうとするのを、⽂殊師利が⽌
                                                             
2 4  see also 持須弥頂の説話（Śgs P 299a4–300b1, D 274a2–275a4）, 魔界菩薩の説話（Śgs P 319a5–310a8, 
D 293a3–294a5）, 弥勒菩薩の説話（Śgs P 332a4–333a1, D 305a5–306a1）. 
2 5  see also 獅⼦座の説話（Śgs P 280b52–282b5, D 257a7–258a4）. 
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de nas byang chub sems dpa' sems zhum pa rang gi rang bzhin la slar 'jug 'dod par gyur pa nyis brgya po 
de dag gis lha'i bu dag gi bshad pa 'di dang/ 'jam dpal gzhon nur gyur pa'i bsod nams bsam gyis mi khyab 
pa thos nas/ lhag pa'i bsam pas bla na med pa yang dag par rdzogs pa'i byang chub tu sems bskyed de/ 
                              Śgs P 330a7–a8, D 300b6–303b3. 
 これらの説話では仏菩薩が様々な奇蹟を起こしているが、例えば「⽂殊師利は⾸楞厳三
昧にとどまって、このような不可思議な本質を⽰している」'jam dpa'l gzhon nur gyur pa dpa' 
























































































































                                                             
1  cf. ⾚沼（1927ab）, Harrison（1978ab）, 末⽊（1989）, 末⽊（1992, 131）. 
2  cf. 櫻部（1991, 50）. 





























                                                             
4  cf. Schopen（1979）. 
5  Schopen（1975）以降に⼤乗仏教の起源を論じた研究として、Schopen （1979）, Harrison（1993, 
1995）, Nattier（2003）, Aramaki（2003）, Ruegg（2004）, Boucher（2008, 2013）, Allon&Salomon




























                                                             
6  150年: 藤⽥（1970, 222–223）. 
 179年からあまり遠く遡らない時期: ⾼⽥（1967, 427–428）. 
 ⼆世紀前半から⼀世紀: 平川（1969, 114–115）， 












付録 A は『般⾈三昧経』（T 418）の和訳と訳注である。訳出する範囲は本研究が対象とし






の翻訳研究としては次のようなものがある。まず T 418 の翻訳として Harrison（1998: 英訳
/完訳）がある。そして T 417 の翻訳には櫻部（1974, 557–578: 抄訳）、Inagaki（1989: 英訳/完
訳）、能仁（2018: 完訳）がある。またチベット訳からの翻訳として Harrison（1990: 英訳/完
訳）、林（1994: 完訳）、梶⼭（1992: 抄訳）がある。さらに漢訳諸本に共通する部分を抽出















                                                             
2  チベット訳 bzang skyong からの還梵。この Bhadrapāla が本経における対告者である。この⼈物の




普當學菩薩⾼⾏。得⾄如來⾄眞等正覺。（T 9, 122c29–123a01） 
sarvā yūyaṃ bodhisattvacaryāṃ caradhvaṃ bhaviṣyatha yūyaṃ tathāgatā arhantaḥ samyaksaṃbuddhāḥ.
（SP 378, 7） 
4  原⽂は「何等爲定意」。T 419 は「何等爲⼀法。⾒在佛定意名爲⽌定住者」、T 416 には「云何名
爲菩薩思惟⼀切諸佛現前三昧」とある。またチベット訳には de la da ltar gyi sangs rgyas mngon sum 
du bzhugs pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin de gang zhe na/ とある。 
5  原⽂は「從念佛因縁向佛」。チベット訳対応箇所には sangs rgyas la dmigs pa'i sems yid la byed pa/
とある。「念」の語は『道⾏経』に manasi-Kṛの訳語として出る。 




AS. 171.23 = R. 344.18 = AAA. 703.15. manasikāra~ (“mental concentration”); ZQ. 496a15. 念; Zfn. 
529a23. 念{般若波羅蜜}起; not found at Kj. 566b16.; not found at Xz(I). 829c7.; not found at Xz(II). 
903c6.; Sh. 644c15. 如理作意思惟; Tib.Pk. 204a7 = D. 189b7. yid la byed pa. 
Lk. 457a12. 是本無不増不減。常隨是念，不遠離，是即爲近阿耨多羅三耶三菩坐。(p) 
AS. 174.26 = R. 351.3 = AAA. 715.8. manasikāra~; ZQ. 496b15. 念; Zfn. 529c23. 念; Kj. 567a18. 念; 
Xz(I). 830c25. 作意; Xz(II). 904b28. 作意; Sh. 646a16. 作意; Tib.Pk. 208a6 = D. 193a7. yid la byed 
pa. 
6  原⽂は「念意不亂」。「念意」はチベット訳相当箇所に sems mi g-yeng ba/ dran pa nye bar gnas pa/ 
とあるのを鑑み、念（*citta）と意（*smṛti）の⼆つとして理解する。T 419 は「念意不邪冥不亂」
となっている。 
7  原⽂は「從得黠不捨精進」。チベット訳対応箇所には shes rab thob pa/ brtson 'grus mi gtong ba/ と
ある。「黠」の語は『道⾏経』にも出る。 











                                                             
HD. 12.1363a(1)(抱樸⼦, 後漢書 etc.); ZY 251(1996, No.2): 141(安世⾼譯, ⽀婁迦讖譯), Fang Yixin 
1997: 145f.(安世⾼譯, ⽀婁迦讖譯 etc.), Zhou/Wang 1998 : 32(顏⽒家訓) 
Lk. 447a16. 譬若男⼦得象，觀其脚。於須菩提意云何？是男⼦爲黠不？”須菩提⾔：“爲不黠。” (p) 
AS. 116.17 = R. 235.8 = AAA. 504.6. paṇḍita-jātīya~ (“intelligent” [cf. AsP.tr.II 163 = AsP.tr. 84]); ZQ. 
490c2. 黠(←點: a misprint of the Taisho Edition); not found at Zfn.; Kj. 556a19. 智; Xz(I). 810c16. 黠; 
not found at Xz(II). 891a28.; Sh. 625a22. 智; Tib.Pk. 139b5 = D. 129b7. mkhas pa'i rang bzhin can. 
Lk. 456a2. (An irreversible bodhisattva) …⼼⼤無有極，安隱堅住其地，無有能降之者。作是住，無有
能過是黠者。(p) 
AS. 168.9 = R. 337.13 = AAA. 689.19. .(asaṃhārya~) jñāna~ (“his cognition [becomes insuperable]” 
[AsP.tr.II 206 = AsP.tr. 128]); not found at ZQ. 495c13. (無能過者); not found at Zfn. 528b17. (無有能
過); Kj. 565c1. (不可壞)智慧; Xz(I). 828b12. (無動無退轉)智; Xz(II). 902c9 = Xz(I); Sh. 643b24. (不
壞)智; Tib.Pk. 200b2 = D. 186b2. (mi 'phrogs pa'i) ye shes. 
8  原⽂は「習等意得悲喜⼼護⾏」。チベット訳対応箇所には byams pa la kun tu sten pa/ snyin rje thob 
pa/ dga' ba la gnas pa/ btang snyoms sgom pa/ とあり、四無量⼼を説く部分となっている。また T 419
が upekṣāにあたる部分を「已⾏護⼼」と訳すことからも、原⽂の「護」が upekṣāとみるべきで
あろう。しかし『道⾏経』で「護」の語は muditāの訳語として出るようである。 
cf. Karashima 2010, 218–219: 護(hù)(1) “care, protection; takes care of, protects” (a translation of BHS. 
muditā“joy, sympathetic joy”) 
HD. 11.436b(2)(史記 etc.); 
Lk. 439b8. 三千⼤千國⼟⼈悉念慈、哀、護、等⼼，無過菩薩、摩訶薩上頭所施，是即爲極尊。(p) 
AS. 79.9 = R. 155.16 = AAA. 361.5. catur~ apramāṇa~ (“the four Unlimited” [AsP.tr.II 131 = AsP.tr. 
50]); ZQ. 487a8. 四等⼼; Zfn. 521a10. 慈、哀、等、護⼼; Kj. 549a7. 慈、悲、喜、捨⼼; Xz(I). 795b24. 
四無量; Xz(II). 882b11. 四無量; Sh. 611a16. 四無量⾏; Tib.Pk. 94a3 = D. 87b7. tshad med pa bzhi. 
Lk. 461c19. (The true bodhisattva-mahāsattvas) 是彼壞菩薩輩所在彼處，常當持慈⼼向，常當哀之，
令安隱，愍傷之，慈念之。常當⾃護，⾃念：“使我無得⽣是惡⼼。……” (p) 
≠AS. 196.10 = R. 395.14 = AAA. 784.4. mudita-citta~ (“a thought of joy in sympathy” [AsP.tr.II 235 = 
AsP.tr. 157]); ZQ. 499b4 = Lk; Zfn. 534c17. 護之; Kj. 571b12. 喜; Xz(I). 839b10. 喜; Xz(II). 910a17. 





                                                             
9  原⽂は「不受陰」。チベット訳相当箇所には rnam par 'jig pa とある。「受」の語は『道⾏経』に
pari-Grah の訳語として出る。 
cf. Karashima 2010, 454–456: 受(shòu)(1) “embraces, holds, grasps; perceives” 
HD. 2.880b(2)(詩經 etc. “receives”) 
Lk. 426a26~29. ⾊不受；痛痒、思想、⽣死、識不受。不受⾊者，爲無⾊。不受痛痒、思想、⽣死、
識者，爲無識。般若波羅蜜不受。何以故不受？如影無所取。無所得故，不受。(p) 
AS. 5.1f. = R. 8.13f. = AAA. 49.2f. a-parigṛhīta~ ... a-parigṛhīta ... a-parigṛhīta ... a-parigṛhīta ... a-
parigṛhīta~ (“is not appropriated” [AsP.tr.II 85 = AsP.tr. 3]); ps-ZQ. 479b1. 以不取(⾊)。不取(痛想⾏
識)。…(⾊)無彼受。(痛想⾏識)無有彼受。……(明度之道)無有彼受。…(吾[s.e. for 不?])受; Zfn. 
509a13f. 不受…不受…不受; Kj. 537c9f. 無受…無受…無受; Xz(I). 764b11f. 不可攝受…不可攝
受…不可攝受; Xz(II). 866b21f. 不應攝受…不應攝受…不應攝受…不可攝受; Sh. 588a6f. 不受…
不受…不受; Tib.Pk. 5a5f. = D. 4b6f. yongs su gzung ba ma mchis so ... yongs su gzung ba ma mchis so. 
Lk. 426b3. 復次，舍利弗！薩芸若不受。何以故？菩薩不當持想視薩芸若。設想視者，爲不了，爲
如餘道⼈，不信薩芸若。(p) 
AS. 5.6 = R. 8.20 = AAA. 50.6. a-parigṛhīta~; ps-ZQ. 479b9. 無彼受; Zfn. 509a18. 不受; not found at 
Kj. 537c13.; Xz(I). 764b18. 不攝受; Xz(II). 866b29. 不攝受; Sh. 588a12. 無所取; Tib.Pk. 5b2 = D. 
5a2. yongs su gzung ba ma mchis te. 
Lk. 426b7. 正使餘道⼈信佛，信佛已，反持⼩道⼊佛道中。⼊佛道中已，不受⾊。痛痒、思想、⽣
死、識不受。(p) 
AS. 5.9 = R. 9.1 = AAA. 50.18. parigṛhṇīte (“takes hold of [form, etc.]” [cf. AsP.tr.II 85 = AsP.tr. 3]); 
ps-ZQ. 479b12. 取; Zfn. 509a20. 受; Kj. 537c16. 受; Xz(I). 764b24. 取; Xz(II). 866c6. 取; Sh. 588a15. 
受; Tib.Pk. 5b3 = D. 5a3. yongs su (mi) 'dzin. 
1 0  原⽂は「不⼊衰」。チベット訳対応箇所には mngon par mi chags とある。「⼊」の語は『道⾏経』
に abhi-ni-Viśの訳語として出る。しかし「衰」の語は『道⾏経』において indriya の訳語として
出るようである。 
cf. Karashima 2010, 389: ⼊(rù)(3) “absorbs”(?) Lokakṣema rendered abhiniveśa (“strong attachment” 
[BHSD , s.v.]), which is a derivative of the verb √viś (“to enter”), literally as ⼊(“enters”). 
Lk. 451a23. ⾊、痛痒、思想、⽣死、識，不受不⼊；須陀洹、斯陀含、阿那含、阿羅漢、辟⽀佛、
薩芸若道，不受不⼊。(p) 
AS. 140.10 = R. 281.15 = AAA. 576.24. -abhiniveśa~ ... -abhiniveśa~ (“strong attachment” [BHSD , 
s.v.]); ZQ. 492b-3. ⼊……⼊; not found at Zfn.; Kj. 559c10. 著; Xz(I). 819a1. 執著……執著; Xz(II). 
896a29 = Xz(I); Sh. 633b8. 著; Tib.Pk. 168b8 = D. 156b3. mngon par (ma) zhen bar bya ba ... mngon 
par (ma) zhen bar bya ba. 
Lk. 451a26. 佛⾔：“云何，須菩提！若⾒(←⾒若)羅漢所⼊處不？” (p) 
T 418「⾏品」和訳と訳注 
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AS. 140.16 = R. 282.2 = AAA. 577.17. yatra parigrahaṃ vā 'bhiniveśaṃ vā kuryāḥ (“[Do you view 
Arhatship as a real dharma which] you could take hold of, or settle down in?” [cf. AsP.tr.II 182 = AsP.tr. 
103]); ZQ. 492c1. 所⼊; not found at Zfn.; Kj. 559c15. 可受可著; Xz(I). 819a9. 可攝受執著; Xz(II). 
896b5 = Xz(I); Sh. 633b13 = Kj; Tib.Pk. 169a5 = D. 156b6. gang la yongs su 'dzin pa'am mngon par 
zhen par byed pa. 
Lk. 451a27. 須菩提⾔：“不⾒。天中天！不⾒是法我所⼊處。” (p) 
AS. 140.18 = R. 282.4 = AAA. 577.23. yaṃ parigṛhṇīyām abhiniveśeyaṃ vā 'rhattvam (“[I do not view 
Arhatship as a real dharma which] one could take hold of, or settle down in” [cf. AsP.tr.II 182 = AsP.tr. 
103]); not found at ZQ. 492c1.; not found at Zfn.; Kj. 559c16. 可⽣著; Xz(I). 819a10. 可於其中攝受執
著; Xz(II). 896b6 = Xz(I); Sh. 633b15. 亦(不)可受亦(不)可著; Tib.Pk. 169a6 = D. 156b7. gang la yongs 
su 'dzin pa'am mngon par zhen par 'yur pa. 
cf. Karashima 2010, 312: 六衰(liù shuāi)“the six kinds of decay, decline, degeneration, calamities” 
not found at HD. 2.40.; cf. Soothill 638(“the six ruiners, i.e. the attractions of the six senses, idem 六塵, 六
賊”), Nakamura 1456a = Nakamura2 1769a (= 六塵 ṣaḍ viṣayāḥ “six spheres [of the senses]; 六⼊ ṣaḍ 
āyatanāni “the six senses [sense-organs and their respective objects]”, BHSD , s.v. āyatana) 
Lk. 427a24~26. 幻如⾊。⾊六衰、五陰。如幻痛痒、思想、⽣死、識。作是語，字六衰、五陰。(p) 
AS. 9.8., 10 = R. 17.3, 5 = AAA. 72.16, 19. ṣaḍ-indriya~ (“the six sense organs” [AsP.tr.II 88 = AsP.tr. 
6]); ps-ZQ. 480b18. 六根; Zfn. 510a15., 16. 六衰; Kj. 538c4. 六情; Xz(I). 766a15. 六根; Xz(II). 868a7. 
六根; Sh. 589b25. 六根; Tib.Pk. 10a5 = D. 9b7. dbang po drug. 
Lk. 474a2. 爾時，即於坐上得六萬三昧⾨。何等爲三昧⾨？…… 譬如⼤海⽔不可量多慧所⼊三昧、
在須彌⼭功徳莊飾三昧、五陰六衰無形觀三昧、………… (p) 
not found at AS. 255.6 = R. 516.15 = AAA. 977.10.; ZQ. 505c6. (五陰四⼤)六衰(無形觀定); not found 
at Zfn.; not found at Kj. 584c20.; not found at Xz(I).; not found at Xz(II).; not found at Sh. 674b24.; not 
found at Tib.Pk. 304b3 = D. 279a3. 
1 1  原⽂は「不念四⼤」。T 419 は「諸⼤」、T 416では「諸界」、チベット訳には khams rnams とあ
るが、この場合の諸界は六界（または、その中の四界）を指す。「四⼤」の語は『道⾏経』にも
出る。 
cf. Karashima 2010, 462: 四⼤(sì dà)“the four great (physical elements which constitute the material world, 
viz. earth, water, fire, and air[or wind])” 
HD. 3.570b(明報應論, 圓覺經); Krsh(2001). 253; 
Lk. 470a20. 四⼤本無形。菩薩隨般若波羅蜜教，當如是。(p) 
not found at AS. 235.4~29 = R. 475.6~477.8 = AAA. 893.20~900.22.; ZQ. 503b16. 四⼤; not found at 
Zfn.; not found at Kj. 579b15~c13.; not found at Xz(I). 859c-14~860c19.; not found at Xz(II).; not found 
at Sh. 667a17~b25.; not found at Tib.Pk. 279b3~281a1 = D. 257b5~258b6. 












                                                             
1 3  原⽂は「不貪性」。チベット訳対応箇所には rigs smra bas snyems par mi byed/ とある。「性」に
は kula, jāti, gotra などの原語が想定されている。cf. "性" Digital Dictionary of Buddhism, 
http://www.buddhism-dict.net/cgi-bin/xpr-ddb.pl?q=性. 
1 4  原⽂は「不欲受」。チベット訳対応箇所には yongs su mi 'dzin pa とある。「受」の語は pari-Grah
の訳語として『道⾏経』に出る。cf. fn. 9. 
1 5  原⽂は「不亂⽐丘僧」。「⽐丘僧」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 36: ⽐丘僧(bǐ qiū sēng; EH. bjiǝi[bjiǝi-] khju sǝng > QYS. bi4[bi-4] khjǝu sǝng a 
transliteration of Skt. bhikṣu-saṅgha (“a community of Buddhist monks”)) Cf. 摩訶⽐丘僧(mó hē bǐ qiū 
sēng). 
not found at HD. 5.262.; DK. 6.802b(清代) 
Lk. 432b2. 佛語釋提桓因：“云何，拘翼！閻浮利⼈中有幾所⼈，信佛，信法，信⽐丘僧(v.l. ⽐丘僧
者)？”(p) 
AS. 30.7 = R. 59.21 = AAA. 213.14. saṃgha~; ZQ. 484a23. ⽐丘僧; Zfn. 514c7. ⽐丘僧; Kj. 542c11. 
僧; Xz(I). 775b7. 僧; Xz(II). 873c20. 僧; Sh. 596b5. 僧; Tib.Pk. 35b3 = D. 33b5. dge 'dun. 
Lk. 441c13. 斷⽐丘僧者，爲受不可計阿僧祇之罪。(p) 
AS. 92.13 = R. 183.18 = AAA. 401.18. tathāgata-śrāvaka-saṃgha~ (“the community of the disciples of 
the Tathāgata” [cf. AsP.tr.II 141 = AsP.tr. 60]); ZQ. 488b1. ⽐丘僧; Zfn. 523b7 = Lk; Kj. 551a29. 僧寶; 
Xz(I). 801b25. 僧寶; Xz(II). 885a14. 僧; Sh. 615c20. 聲聞⼀切僧寶; Tib.Pk. 111a6 = D. 103b5. de 
bzhin gshegs pa'i nyan thos kyi dge 'dun. 
Lk. 451a12. 佛説是經時，五百⽐丘僧、⼆(←三)⼗⽐丘尼皆得阿羅漢。(p) 
AS. 139.26 = R. 280.13 = AAA. 575.3. bhikṣu- (“monk” [AsP.tr.II 181 = AsP.tr. 102]); ZQ. 492b-10.⽐
丘; not found at Zfn.;Kj. 559b24. ⽐丘; Xz(I). 818c2. 苾蒭; Xz(II). 896a13. 苾蒭; Sh. 633a20. 苾蒭; 
Tib.Pk. 168a5 = D. 156a1. dge slong. 
1 6  原⽂は「助道徳家」。チベット訳対応箇所には'phags pa rnams とある。「道徳」や「○○家」の語
は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 115: 道徳(dào dé)“the virtues of the (Buddha) Path” Cf. ⾄徳(zhì dé), 有徳⼈ yŏu dé 






                                                             
HD. 10.1084a(韓⾮⼦ etc.); DK. 11.134c(周易 etc.); Krsh(1998). 87; 
Lk. 440a14. 菩薩道徳之⼈，當([= mss.]←常)知：“過去、當來、今現在法無所取、……”(p) 
AS. 82.9 = R. 161.19 = AAA. 370.6. bodhisattva-yānika~ pudgala~ (“a person who belong to the vehicle 
of the bodhisattvas”); ZQ. 487b4. 求闓⼠道有徳⼈; Zfn. 521c14. 道徳之⼈; Kj. 549c3. 菩薩; Xz(I). 
796c17. 菩薩乘善男⼦等; Xz(II). 882c28. 菩薩; Sh. 612a25. 菩薩、摩訶薩; Tib.Pk. 98a1 = D. 91b1f. 
byang chub sems dpa'i theg pa can. 
Lk. 476a6. 是時薩陀波倫菩薩悉受五百⼥⼈及五百乘⾞珍寶，既受，⽤道徳故。既受已，薩陀波倫
菩薩欲持上師，……(p) 
not found at AS. 256.16 = R. 519.12 = AAA. 979.29.; not found at ZQ. 506c23.; not found at Zfn.; not 
found at Kj. 585a29.; not found at Xz(I).; not found at Xz(II).; not found at Sh. 675a9.; not found at Tib.Pk. 
306a5 = D. 280b2. 
cf. Karashima 2010, 248: 家(jiā)“one (or those) who ...”(used after a verb or adjective, or a verbal or 
adjective phrase, to indicate a specific class of persons). 
HD. 3.1458.*; Zhu 160f.(⽀謙譯 etc.), ZY 251(1996, No.2): 142(安世⾼譯, 道⾏般若經), Hu 2002 : 
271f.(論衡, 安世⾼譯); cf. also ZY 318(2007, No.3): 285f.. 
Lk. 461c4. 須菩提！菩薩當作是知：如擔死⼈種；無所復中直，反呼是菩薩有短；是爲菩薩怨家；
是爲厭菩薩。(p) 
∈AS. 195.27 = R. 394.16 = AAA. 783.1. bodhisattva-pratirūpaka (“a mere fake of a Bodhisattva” 
[AsP.tr.II 235 = AsP.tr. 157]); ZQ. 499a27. 闓⼠怨家; Zfn. 534c4 = Lk; Kj. 571b5. 似像菩薩; Xz(I). 
839a28. 雖似菩薩、摩訶薩相; not found at Xz(II). 910a9.; Sh. 653c5. 形像菩薩; Tib.Pk. 232a3 = D. 
215b4. byang chub sems dpa'i gzugs brnyan. 
Lk. 464b11. 若求菩薩道家與求羅漢道⼈共諍。爾時，弊魔⾃念：“菩薩離薩芸若遠。離遠，亦不⼤
遠。”菩薩⼜與菩薩共諍。爾時，弊魔念⾔：“兩離佛遠。”(p) 
AS. 207.30 = R. 420.3 = AAA. 812.12. bodhisattvo mahāsattvaḥ; ZQ. 500b22. 闓⼠; not found at Zfn.; 
Kj. 573c5. 求佛道者; Xz(I). 845a21. 菩薩、摩訶薩; Xz(II). 913a2. 菩薩; Sh. 657c21. 菩薩乘⼈; 
Tib.Pk. 246a2 = D. 228a3. byang chub sems dpa' sems dpa' chen po. 




ことである（see Harrison 1990, 27. fn. 5; Harrison 1998, 111. fn. 2; PTSD, s.v., –kathā "animal talk"; 
wrong or childish talk in general）。他の資料を参照すると、T 419 には「畜⽣⾳遠棄辟」とあるが、
すべての資料に畜⽣の語が⾒られるわけではない。T 416 は「雖聞語⾔。意不樂聽」、チベット









                                                             
gtam rgyud, ākhyāna, oral tradition, legend. see also Mvy No. 7128）でないものを棄てることを述べ
ている。このチベット訳には異読があり、プダク写本では byol song gis rgyud rnams spong ba/ と
なっている。したがってハリソンの想定通り、tiracchāna に相当する語が原典に記されていたと
みる⽅がよい。そしてこの語は畜⽣として理解することもできるが、⼀⽅で本筋から外れてい
る様⼦を表す場合がある（cf. PTS: tiraccha, (adv.)... across, obliquely; in °bhūta deviating, going wrong, 
swerving from the right direction）。以上を踏まえると、「〔伝承から〕はずれて伝わったものを
聞こうと望まない」というのが原意であった可能性が⾼い。 




写である可能性が指摘できる。また T 419 は対応箇所を「六堅法已習」と訳しており、訳語に
混乱が⾒られる。ハリソンはチベット訳対応箇所に dga' bar byed pa'i chos drug la brten pa とある
ことから、ここに sārāyaṇīya-dharma/saṃrañjanīya-dharma (see BHSD, s.v. )の語を想定し、T 419
に「六堅法」とあるのは、sārāyaṇīya を sāra と誤って理解したためとみる（Harrison 1990, 27. fn. 
6 ） 。 今 回 と 同 様 の 混 乱 は 《 維 摩 経 》 に も ⾒ ら れ る 。 す な わ ち 原 典 に
saṃrañjanīyadharmābhinirhṛto'dhyāśayaḥ（VN 43, 3）とある箇所が、羅什訳には「於六和敬起質直
⼼」（T 14, 543c20）とあるのに対し、⽀謙訳では「⾏六堅法不斷學意」（T 14, 525a22）となっ
ており同様の混乱が⾒られる。尚、これら⼆つは後代の注釈では同⼀視されることがある。cf. 
『瑜伽論記』「六堅法者。即六和敬也」（T 42, 815b02–b03）。 
1 9  原⽂は「為五習」。T 419 は「五度脱常當習」、T 416では「熏修五解脱法」となっている。チ
ベット訳対応箇所には rnam par grol ba'i skye mched lnga sten pa/ とある。 
2 0  原⽂は「爲習⼋便」。当該箇所は他の漢訳や『⼗住毘婆沙論』の対応箇所（cf. fn. 18）には存在
せず、チベット訳に zil gyis gnon pa'i skye mched brgyad la kun tu sten pa/ とあるのに相当する。し
たがって「⼋便」というのが⼋勝処（aṣṭāv abhibhvāyatana）の訳語であるとみなければならない。
尚、⾼麗本は「⼋便」、磧沙本などは「⼋使」とする。 
2 1  原⽂は「聞不貢⾼」。「貢⾼」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 187–188: 貢⾼(gòng gāo)“pride, arrogance; is proud, arrogant” (an alliterative 
compound?). 
HD. 10.81b(百喩經); DB 322f.(百喩經, 敦煌變⽂ etc.), DWYC 115f.(敦煌變⽂), ZHYL 166f.(中本起









                                                             




AS. 27.8 = R. 53.16 = AAA. 197.18. māna- (“pride”); ZQ. 483c22. 貢⾼; Zfn. 514a11. ⾃貢⾼; Kj. 
542a24. 我慢; Xz(I). 773c7. 諂誑矯; Xz(II). 872c28. 諂誑矯(v.l. 憍); Sh. 595b2. 我慢; Tib.Pk. 31b7 
= D. 30a6. nga rgyal. 
Lk. 431c2. ⽤學般若波羅蜜故，不受(read 愛?)⾃瞋恚，不受(read 愛?)⾃貢⾼，不受(read 愛?)⾃可。
(p) 
AS. 27.10 = R. 53.18 = AAA. 198.6. māna~; not found at ZQ. 483c23.; Zfn. 514a14. (不愛)貢⾼; not 
found at Kj. 542a25.; not found at Xz(I). 773c9.; not found at Xz(II). 873a1.; not found at Sh. 595b3.; 
Tib.Pk. 31b8 = D. 30a7. do. 
Lk. 441c20. 斷般若波羅蜜者，復有四事。何謂爲四？隨惡師所⾔，⼀；不隨順學，⼆；不承⾄法，
三；主⾏誹謗，{四}索⼈短，⾃貢⾼，<四>。(p) 
AS. 92.22 = R. 184.10 = AAA. 403.8. ātmotkarṣin~ (“one who exalts himself” [AsP.tr.II 141 = AsP.tr. 
61]); SC.11. [a]tmutk(a)[r]ṣak(o) (“do.”); ZQ. 488b5. ⾃⾼(v.l. ⾃貢⾼); Zfn. 523b14 = Lk; Kj. 551b5. 
⾃⾼其⾝; Xz(I). 801c3. 好⾃⾼舉; Xz(II). 885a21. ⾃讃; Sh. 615c29. 執著我相; Tib.Pk. 111b4 = D. 
104a3. bdag la bstod(D. stod) cing. 
2 2  原⽂は「求無爲不欲⽣死」。ここでは「涅槃（無為）を求める」とあるが、チベット訳対応箇所
には「涅槃を望まないこと」mya ngan las 'da' ba mi 'dod pa/ とある。「⽣死」は『道⾏経』に saṃsāra
の訳語として出る。 
cf. Karashima 2010, 421–422: ⽣死(shēng sǐ)“birth and death” (a translation of Skt. saṃsāra“passing from 
one state of existence to another, transmigration.” In older Chinese translations, the word ⽣死 often 
corresponds to Skt. saṃskāra, which indicates that its Middle Indic form saṃkhāra was confused with 
saṃsāra.) Cf. 牢獄(láo yù) 
HD. 7.1493b(7)(晉代道安《＜⼈本欲⽣經＞序》 etc.) 
Lk. 456b14. 菩薩念深般若波羅蜜，如是⼀⽇⼼不轉者，却⽣死若⼲劫。(p) 
AS. 171.8 = R. 343.19 = AAA. 700.20. saṃsāra~; not found at ZQ. 496a10.; Zfn. 529a13. ⽣死; Kj. 
566b2. ⽣死之難; Xz(I). 829b21. ⽣死流轉; Xz(II). 903b18 = Xz(I); Sh. 644b27. 輪迴; Tib.Pk. 203b4 













                                                             
2 3  原⽂は「意無有異」。チベット訳対応箇所には sems las su rung ba とある。この項⽬は T 419 と
T 416 には存在しない。 
2 4  原⽂は「⼀切滅思想」。「思想」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 459: 思想(sī xiăng)“perception, recognition”# (a translation of Skt. saṃjñā) Cf. 念思
想(niàn sī xiăng) 
HD. 7.444a(*[公⽺傳 etc.]) 
Lk. 426a19. 菩薩⾏般若波羅蜜，⾊不當於中住；痛痒、思想、⽣死、識不當於中住。(p) 
AS. 4.27 = R. 8.5 = AAA. 47.4. saṃjñā~ (“perception”); ps-ZQ. 479a24. 想; Zfn. 509a10. 思想; Kj. 
537c5. 想; Xz(I). 764b1. 想; Xz(II). 866b12. 想; Sh. 588a1. 想; Tib.Pk. 5a1 = D. 4b2. 'du shes. 
Lk. 427c18. ⾊無著，無縛，無脱。痛痒、思想、⽣死、識無著，無縛，無脱。(p) 
AS. 11.11 = R. 22.1 = AAA. 91.8. do.; ps-ZQ. 481a3. 想; Zfn. 510c6. 思想; Kj. 539a10. 想; Xz(I). 
767a4. 想; Xz(II). 868c1. 想; Sh. 590b2. 想; Tib.Pk. 13a1 = D. 12b1. do.. 
Lk. 437a18. ⾏般若波羅蜜者，不壞⾊無常視，不壞痛痒、思想、⽣死、識無常視。何以故？本無故。
(p) 
AS. 57.20 = R. 113.9 = AAA. 299.22. do.; ZQ. 486a5. 五陰; Zfn. 518c26. 思想; Kj. 546c8. 想; Xz(I). 
785a6. 想; Xz(II). 879b18. 想; Sh. 605a18. 想; Tib.Pk. 67b3 = D. 64a2. 'du shes. 
2 5  原⽂は「常念諸佛功徳」。チベット訳対応箇所には sangs rgyas thams cad rjes su dran pa/ とある。 
2 6  原⽂は「⾃歸爲依佛」。「⾃歸」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 666: ⾃歸(zì guī)“puts one’s trust in, relies upon” 
HD. 8.1337a(史記 etc.); DK. 9.406a(漢書 etc.) 
Lk. 452b13. 菩薩謙苦安隱於世間護，爲世間⾃歸，爲世間舍，爲世間度，爲世間臺，爲世間導。(p) 
AS. 146.27 = R. 293.18 = AAA. 595.27. śaraṇa~ (“refuge” [AsP.tr.II 188 = AsP.tr. 108]); ZQ. 493b5. 
⾃歸; not found at Zfn.; Kj. 561a-4. 歸; Xz(I). 821a10. 歸依; Xz(II). 897b26. 歸依; Sh. 635c22. 歸向; 
Tib.Pk. 176a1 = D. 163a2. skyabs (Pk. skyobs [s.e.]). 










                                                             
AS. 147.3 = R. 294.7 = AAA. 596.18. do.; ZQ. 493b7. ⾃歸; not found at Zfn.; Kj. 561b7. 歸; Xz(I). 
821b5. 歸依; Xz(II). 897c10. 歸依; Sh. 636a7. 歸向; Tib.Pk. 176a8 = D. 163b1. skyabs. 
Lk. 478b5. 書時，當得好筆，書好素上。當⾃歸，承事，作禮，供養<好華>、好⾹、成搗雜⾹、澤
⾹、繒綵、華蓋、旗幡。(p) 
AS. 260.18f. = R. 528.4f. = AAA. 990.3f. satkartavyā gurukartavyā mānayitavyā pūjayitavyā 'rcayitavyā 
'pacāyitavyā (“one should honour, revere, adore and worship it” [AsP.tr.II 299 = AsP.tr. 224]); ZQ. 508b6 
= Lk ; not found at Zfn.; Kj. 586b18f. 供養恭敬、尊重、讃歎; not found at Xz(I).; not found at Xz(II).; 
Sh. 676b18. 尊重恭敬; Tib.Pk. 311a4f. = D. 285a5. bkur stir bya bla mar bya rjed par bya mchod par 
bya ri mor bya bsnyen bkur bya ste. 
2 7  原⽂は「從佛地度得可法中」。難読箇所である。T 419 は「隨如來住地利得忍辱」、T 416 は「窮
盡⼀切如來道地得勝上忍」とあり、チベット訳対応箇所には「出離の道に関して、如来〔への〕




「可」が kṣānti に相当するとみるべきか。 
2 8  原⽂は「法中得下」。難読箇所である。チベット訳対応箇所には chos kyi dbyings la 'jug pa/ とあ
り、T 416 は「⼊眞法界」と訳している。また T 419では「已下⼊法⾝」となっているが、この
「法⾝」は dharmakāyaではなく dharmadhātu の訳語であるとみなければならない。T 419では、
チベット訳の chos kyi dbyings（法界）、nam mkha'i khams（虚空界）、sems can gyi khams（衆⽣
界）に対応する語を、それぞれ「法⾝」、「空⾝」、「⼈⾝」と訳しており、dhātu に「⾝」を
対応させる特徴がある。他の資料の⽰唆するところが dharmadhātuで⼀致することに鑑みると、
原⽂の「法中」というのが dharmadhātu の訳であったか。 
2 9  原⽂は「以了空意(→我?)」。チベット訳相当箇所は nam mkha'i khams yongs su shes pa/ となって
いるが、ここでの「意」が khams（界）にあたるとは思えない。原⽂の「意」は「我」（ātman）
の誤写の可能性がある。 
cf. Karashima 2010, 580: 意(yì) (s.e. for 我?) 














                                                             
AS. 13.9f. = R. 25.21f. = AAA. 111.20f. ātman~ ... ātman ... ātman; ps-ZQ. 481b8. 我; Zfn. 511a11. 我; 
Kj. 539b12. 我; Xz(I). 767c16. 我; Xz(II). 869a18. 我; Sh. 591a12. 我; Tib.Pk. 15a8 = D. 14b7. bdag 
bdag ... bdag. 
Lk. 428b2. 何所爲意？意誰字意？⾄本本意⽣；意是無形。(p) 
not found at AS. 13.14 = R. 26.6 = AAA. 112.22. (cf. AS. 13.9f. ātman~ ... ātman ... ātman); not found 
at ps-ZQ. 481b13.(cf.481b8. 我); Zfn. 511a18.我; Kj. 539b17.我; Xz(I). 767c27.我; Xz(II). 869a18. 我; 
not found at Sh. 591a17.(cf. 591a12. 我); not found at Tib.Pk. 15b2 = D. 15a3. 
3 0  原⽂は「⼀切佛爲⼀念」。T 419 は「⼀切於佛⼀其⾏」、T 416 には「⼀切諸佛體無差異」とあ




3 1  原⽂は「⼀切⼈如鏡中像」。T 419 は「⼀切世所有如幻」、T 416 は「⼀切衆事皆悉如化」、チ
ベット訳では'gro ba thams cad sprul pa dang mtshungs pa/ となっており、*nirmita を⽀持する訳語
が⽤いられている。原⽂に「鏡中像」とあることについて、例えば『佛所⾏讃』に「⼀切衆⽣ 
如觀鏡中」（T 4, 27a05）とあり、対応箇所は dadarśa nikhilaṃ lokam ādarśa iva nirmale.（Buddhacarita 
14. v. 8d）となっている。T 418 の訳した原語はあるいは nirmalaであったか。 
3 2  原⽂は「⼀切從法⾏」。この「法⾏」というのは列挙された 105 項⽬を指す。チベット訳相当箇
所には chos de rnams とある。T 418ではこの他にも「問事品」の終わりに「何等爲第⼀法⾏。
是三昧名現在佛悉在前⽴三昧」（T 13, 904b21–b23）とあり、チベット訳対応箇所には chos gcig 
po gang zhe na/ 'di lta ste/ da ltar gyi sangs rgyas mngon sum du bzhugs pa zhes bya ba'i ting nge 'dzin te/ 
とあるから、「法⾏」は dharma の訳語であるとみてよい。尚、dharma を「法⾏」と訳す例は
⽀謙訳にもみられる。すなわち⽀謙訳『仏説維摩詰経』に、「有⼋法⾏。菩薩為無瘡痏從此忍








ut-Pad3 4）。〔そして〕聞いた内容に従って作意しなければならない（*yathāśrutaṃ manasi-Kṛ3 5）。
                                                             
samanvāgato bodhisatvaḥ sahāl lokadhātoś cyutvākṣaṭo 'nupahataḥ pariśuddhaṃ buddhakṣetraṃ gacchati.
（VN 97, 16–18）となっている。 
3 3  漢訳はすべて「阿弥陀」と⾳写する。チベット訳は tshe dpag med とする。 
3 4  原⽂は「⼼念」。チベット訳対応箇所には sems bskyed par bya'o//とある。「⼼念」の語は『道⾏
経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 543: ⼼念(xīn niàn) “thought” 
HD. 7.377b(⽔經注 etc.); 
Lk. 457a9. 菩薩求般若波羅蜜，…… 求之，若守者，發⼼念，持是功徳施與作阿耨多羅三耶三菩。
(p) 
AS. 174.22 = R. 350.18 = AAA. 714.16. manasikāra~ ... cittotpāda~ (“the mental activities, the 
productions of thought” [AsP.tr.II 212 = AsP.tr. 133]); ZQ. 496b13. 念發⼼; Zfn. 529c19. 發⼼; Kj. 
567a14. (是)念、(是)⼼; Xz(I). 830c17. 作意…起⼼; Xz(II). 904b21 = Xz(I); not found at Sh. 646a9.; 
Tib.Pk. 208a3 = D. 193a5. yid la byed pa ... sems bskyed pa. 








                                                             
3 6  原⽂は「去是間千億萬佛刹」。「是間」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 441–442: 是間(shì jiān)“here” Cf. 彼間(bǐ jiān), 此間(cǐ jiān), 彼所(bǐ suŏ), 是中
(shì zhōng); 
not found at HD. 5.661.; Chen Wenjie 1999: 17f. ≒ 2002a: 110f.(道⾏般若經 etc.), Hu 2002: 114(阿闍世
經), Long 2004 : 33(摩訶般若抄經), YY 24.2(2004): 95(⼗誦律), YL 35(2007): 313(⽀婁迦讖譯); 
Lk. 428a18. 菩薩亦不念彼間，亦不於是間念，亦不無中央念。(p) 
AS. 12.30 = R. 25.6f. = AAA. 109.13f. pūrvāntato ... aparāntato (“from where it begins, ... where it ends” 
[AsP.tr.II 92 = AsP.tr. 10]); ps-ZQ. 481b1. 於始…於終; Zfn. 511a4. 本…當來; Kj. 539b6. 過去世…
未來; Xz(I). 767c2. 前際…後際; Xz(II). 869a10. 前際、後際; Sh. 590c27. 前、後、(中)際; Tib.Pk. 
14b8 = D. 14b1. sngon gyi mthar ... phyi ma'i mthar. 
Lk. 429c5. 阿羅漢道不動成就，不當於中住。阿羅漢道成已，不當於中住。何以故？阿羅漢道成已，
便盡是間，無處所，於泥洹中般泥洹。是故阿羅漢道不當於中住。(p) 
AS. 18.29 = R. 36.16 = AAA. 143.4. iha (“here”); not found at ZQ. 482c6.; Zfn. 512a30. 是間; Kj. 




not found at AS. 44.10 = R. 88.3 = AAA. 257.16.; not found at ZQ. 485a8.; Zfn. 516c29. 是間; not found 
at Kj. 544c22.; Xz(I). 780b15. 此; Xz(II). 876c15. 此; not found at Sh. 600c27.; not found at Tib.Pk. 
52b8 = D. 50a3. 
3 7  原⽂は「其國名須摩提」。チベット訳対応箇所には'jig rten gyi khams bde ba can とある。この「須
摩提」から原語が suhamadi のようなガンダーラ語の⾳韻で記されていたことが想定されている
（cf. 藤⽥ 1970, 432–433, ⾟嶋 2010, 33–34）。尚、これと同じ⾳写語は T 419 にも⾒られる。 
3 8  原⽂は「譬如⼈臥出」。「臥出」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 506: 臥出(wò chū)“sleeps, falls into a (deep) sleep” 
not found at HD. 8.722.; ZY 282(2001, No.3): 260f.(安世⾼譯，道⾏般若經 etc.), Cao Xiaoyun 2001 : 80 
= 2005a: 590 = 2005b: 155f.(六度集經), Chen Wenjie 2002a: 86f.(道⾏般若經, 内藏百寶經 etc.), Li 






















                                                             
not found at AS. 238.6 = R. 481.9 = AAA. 927.11.; ZQ. 503c-2. 臥出; not found at Zfn.; not found at Kj. 
580a-4.; not found at Xz(I).; not found at Xz(II).; not found at Sh. 668a27.; not found at Tib.Pk. 283b7 = 
D. 261a6. 
3 9  原⽂は「無輩(←背)」。チベット訳対応箇所には mi mthun pa med pa とある。 
4 0  原⽂は「念夢中所⾒」。チベット訳対応箇所には de rmi lam gyi mtshan ma rjes su dran pas...とあ
る。 
4 1  原⽂は「⼀⼼念。若⼀晝夜。若七⽇七夜」。チベット訳対応箇所には nyin zhag gcig gam/ [...] nyin 
gzhag bdun du yid la bya'o//とある。 
4 2  原⽂は「⼼當作是念時」。チベット訳相当箇所には de ltar de ltar sems bskyed de/ とある。 






tadyathāpi nāma bho jinaputrā dvayor lokadhātvoḥ saṃkliṣṭaviśuddhāyāś ca lokadhātor 
ekāntapariśuddhāyāś ca lokadhātor lokāntarikā duratikramānyatra mahato 'bhijñābalādhānāt.  












                                                             
4 4  「墮舍利」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 142–143: 墮舍利(duò shè lì; EH. hjiwei śja- ljiǝi- > QYS. xjwie śja- li-) a transliteration 




* 墮: only Kr reads 墮 (= Zfn. 516a19), while other editions, incl. J, read 隨 instead。For 墮, 
corresponding to Skt. vai, ve in the Eastern Han Chinese translations, see Coblin 1983: 69. For the 
confusion of 墮/隨, cf. HX 2(2002): 40. 
≠AS. 39.19 = R. 78.15 = AAA. 243.20. Licchavi; ZQ. 484c6. 維耶利; Zfn. 516a19. 墮舍利; Kj. 544a10. 
黎⾞; not found at Xz(I). 778b26.; not found at Xz(II). 875b27.; not found at Sh. 599b7.; Tib.Pk. 47a6. 





                                                             
4 5  原⽂は「往到其所」。「往到」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 490–491: 往到(wăng dào) “visits, goes over” Cf. 來到(lái dào) 
not found at HD. 3.937; Hu 2002: 294(道⾏般若經), HX 5(2005): 283(⽀婁迦讖譯), Cui 2005: 94(道⾏




AS. 42.26 = R. 85.7 = AAA. 254.12. (tatra) āgantavyaṃ (“[they] will come [there]”); ZQ. 485a14. 往; 
Zfn. 516c20. 到(彼所); Kj. 544c6. 來⾄(般若波羅蜜所); Xz(I). 780b6. 來(此處); Xz(II). 876c7 = 
Xz(I); Sh. 600c4. 往詣(其所); Tib.Pk. 51a4 = D. 48a7. (der) 'ong ba. 
Lk. 435a4. 兜術陀天上諸天⼈索佛道者，往到彼所，問訊，聽受般若波羅蜜。(p) 
AS. 43.12 = R. 86.5 = AAA. 255.10. do.; ZQ. 485a14. 往; Zfn. 517a2. 到(彼所); Kj. 544c9. 來⾄(般若
波羅蜜所); Xz(I). 780b6. 來(此處); Xz(II). 876c7 = Xz(I); Sh. 600c11. 往詣 (其所); Tib.Pk. 51b5 = 
D. 49a1. do.. 
Lk. 455a15. 復有弊魔，化作異⼈，往到菩薩所，作是語：“若(“you”)所求爲勤苦⽿。……” (p) 
AS. 164.11 = R. 329.14 = AAA. 676.3. upasaṃkramya (“having come to”); ZQ. 495a20. 往到; Zfn. 
527b16. 到; Kj. 564c8. ⾄; Xz(I). 827a7. 來⾄; Xz(II). 901b27. 來詣; Sh. 642a20. 來; Tib.Pk. 195b8 = 
D. 182a4. 'ongs nas. 
4 6  「羅閲祇」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 316: 羅閲祇(luó yuè qí; EH. la źjwat gjiei[tśjei] > QYS. lâ jiwät gjie[tśje]) a 
transliteration of Skt. Rājagṛha (name of the ancient capital city of Magadha) 
Krsh(2001).418(STF). 
Lk. 425c4. 佛在羅閲祇耆闍崛⼭中。摩訶⽐丘僧不可計──諸弟⼦舍利弗、須菩提等；摩訶 {薩}菩
薩無央數──彌勒菩薩、⽂殊師利菩薩等。⽉⼗五⽇説戒時。(p) 
AS. 1.4 = R. 3.12 = AAA. 2.1. Rājagṛha~; ps-ZQ. 478b-7. 王舍(國); Zfn. 508b.-9 = Lk ; Kj. 537a-5. 王
舍(城); Xz(I). 763b5 = Kj; Xz(II). 865c5 = Kj; Sh. 587a7 = Kj; Tib.Pk. 1b4 = D. 1b2. rGyal po'i khab. 
Lk. 478b9. 佛説是《般若波羅蜜》時，在羅閲祇耆闍崛⼭中，在衆弟⼦<中>央坐。佛年三⼗得佛。
⼗⼆⽉⼗五⽇過⾷後，説經。(p) 
not found at AS. 261.5 = R. 529.9 = AAA. 991.4.; ZQ. 508b9. 王舍; not found at Zfn.; not found at Kj. 
586c3.; not found at Xz(I).; not found at Xz(II).; not found at Sh. 676c10.; not found at Tib.Pk. 311b6 = 
D. 285b6. 












                                                             
4 8  原⽂は「其覺已各⾃念之」。チベット訳相当箇所には de dag sad nas ji ltar mthong ba dang/ thos pa 
dang/ shes pa dang/ rtogs pa'i rmi lam na myong ba rjes su dran nas/ とある。 








5 0  原⽂は「使解此慧」。「慧」の語は『道⾏経』で artha を意味する場合があると報告されている。 
cf．Karashima 2010, 230–231: 慧(huì)“wisdom” or “meaning” (?; a translation of Skt. artha~ [“matter, 
thing; wealth, property; advantage, use; sense, meaning, notion”]) Cf. 事(shì) 
Lk. 451b22. 若復有菩薩從兜術天上來⽣是間，或從彌勒菩薩聞是深經中慧，今來⽣是間，持是功
徳今逮得深般若波羅蜜。(p) 
AS. 142.20 = R. 285.9 = AAA. 582.23. prajñāpāramitā~; ZQ. 492c16. 慧; not found at Zfn.; Kj. 560a13. 
般若波羅蜜; Xz(I). 819c3. 深般若波羅蜜多; Xz(II). 896c9 = Xz(I); Sh. 634a18. 甚深般若波羅蜜多
正法; Tib.Pk. 171a1 = D. 158a7. shes rab kyi pha rol tu phyin pa. 
Lk. 451b25. 若復有菩薩前世佛時，聞深般若波羅蜜，不問中慧，來⽣是間，聞深般若波羅蜜，⼼便
有疑，不信樂，不問中慧。(p) 
not found at AS. 142.22f. = R. 285.11f. = AAA. 583.2f.; ZQ. 492c18f. 中慧…中事; not found at Zfn.; 
Kj. 560a15. 其義; Xz(I). 819c7. 甚深義趣; Xz(II). 896c12 = Xz(I); Sh. 634a23. 其義; not found at 
Tib.Pk. 171a2f. = D. 158b1f.. 
Lk. 451b27. 若復有菩薩，前世聞深般若波羅蜜，問中慧⼀⽇、⼆⽇、三⽇若⾄七⽇，持是功徳今復
逮得深般若波羅蜜，…… (p) 
AS. 142.29 = R. 285.19 = AAA. 583.17.; ZQ. 492c20 = Lk; not found at Zfn.; Kj. 560a20. 其中事; Xz(I). 
819c12. 甚深義趣; Xz(II). 896c16. 其中義趣; Sh. 634a29. 其義; not found at Tib.Pk. 171a6 = D. 158b4. 









                                                             
5 2  原⽂は「常當守念」。この場合の「守」は修するという意味で理解する。 
cf. Karashima 2010, 448–453: 守(shŏu)“cultivates, develops; practises” Cf. 守⼊(shŏu rù), ⼊(rù)(2), ⾃
守(zì shŏu) 
HD. 3.1296a(11)(尚書 etc.); DK. 3.902d(2)(イ)(左傳 etc.); 
Lk. 426a7. 當聞般若波羅蜜，當學，當持，當守。欲學辟⽀佛法，當聞般若波羅蜜，當學，當持，
當守。欲學菩薩法，當聞般若波羅蜜，當學，當持，當守(p) 
AS. 4.2 = R. 6.15 = AAA. 41.22. yogam āpattavyaṃ (“one should ... exert oneself” [AsP.tr.II 84 = AsP.tr. 
2]); ps-ZQ.479a7.-; Zfn. 508c27 = Lk; Kj. 537b23. 如説修⾏; Xz(I). 764a4. 修(學); Xz(II). 866a26 = 
Kj; Sh. 587b28 = Kj; Tib.Pk. 3b8 = D. 3b3. rnal 'byor du bya'o. 
Lk. 426c8. 作是守⾏者，爲不守般若波羅蜜，爲不⾏般若波羅蜜，若想⾏者。菩薩護⾏，當莫隨其
中。(p) 
≠ AS. 6.26f. = R. 12.8f. = AAA. 57.27f. evaṃ carati sa prajñāpāramitāyāṃ carati sa prajñāpāramitāṃ 
bhāvayati (“he who courses thus, courses in perfect wisdom and develops it.” [AsP.tr.II 86 = AsP.tr. 4]); 
ps-ZQ. 479c15. 如是⾏，如是惟，爲惟⾏此道; Zfn. 509b24. ⾏是守⾏般若波羅蜜，爲不⾏般若波
羅蜜; Kj. 538a19. 能如是⾏者，是⾏般若波羅蜜; Xz(I). 765a22f. 若能如是⾏，是修⾏般若波羅蜜
多; Xz(II). 867a24f. 能如是⾏者，是修⾏般若波羅蜜多; Sh. 588c8. 如是⾏，乃名⾏般若波羅蜜多; 
Tib.Pk. 7b1f. = D. 7a2. gang de ltar spyod pa de ni shes rab kyi pha rol tu phyin pa la spyod pa ste de ni 
shes rab kyi pha rol tu phyin pa sgom par byed pa yin no. 
Lk. 437b22. 其⼈當從是學，深⼊般若波羅蜜中，學智慧(= v.l.←惠)般若波羅蜜，轉増多守，無有極
智悉成就，得其福轉倍多。(p) 
AS. 65.19f. = R. 129.2 = AAA. 315.27f. (pajñāpāramitāṃ) bhāvayan vṛddhiṃ virūḍhiṃ vipulatāṃ gataḥ 
(“While developing [the perfection of wisdom], he obtained the growth, increase, and abundance [of it]” 
[cf. AsP.tr.II 122 = AsP.tr. 41]); not found at ZQ. 486a12.; Zfn. 519b3. 轉増益多守; Kj. 547a20f. 當能
修習(般若波羅蜜)……増廣流布; Xz(I). 786c5f. 修(般若波羅蜜多)，疾得圓滿; Xz(II). 879c17. 修⾏
(般若波羅蜜多)，疾得圓滿…廣⾏流布; Sh. 607b2f. 修學相應，堅固，増⻑，廣⼤，圓滿; Tib.Pk. 
77b5 = D. 72b7. sgom pa dang 'phel ba dang rgyas pa dang yangs par gyur pas. 
5 3  原⽂は「常念我數數。常當守念。莫有休息。如是得來⽣我國」。チベット訳相当箇所には sangs 
rgyas rjes su dran pa kun tu bsten/ nges par bsten cing bsgoms la mang du byas na/ 'jig rten gyi khams 'dir 
skye bar byed do// sangs rgyas rjes su dran pa kun tu bsten/ nges par bsten cing bsgoms la mang du byas 










                                                             
5 4  原⽂は「如是爲念佛」。チベット訳対応箇所には de ni sangs rgyas rjes su dran pa zhes bya ste/ と
ある。 
5 5  原⽂は「於三昧中誰當證者」。「證」の語は pra-Āp と sākṣāt-Kṛの訳語である可能性がある。こ
こでは後者の意味で理解する。 
cf. Karashima 2010, 634–635: 證(zhèng)(1) “realisation, actualisation, attainment of the fruit”Cf. 證得
(zhèng dé) 
HD. 11.429b(6)(唐代); DK. 10.583b(8)(唐代); Krsh(2001). 362(“realises, attains, reaches”) 
Lk. 429c25. 已得須陀洹道證，若於中住不樂，因出去。已得斯陀含道證，若於中住不樂，因去。(p) 
AS. 20.1 = R. 38.21 = AAA. 156.22. srotaāpatti-phalaṃ (R. śrotaāpatti-phalaṃ) prāptu-(kāma~) 
(“[wants] to attain the fruit of a Streamwinner”); ZQ. 482c24. 溝港; Zfn. 512b19. 得須陀洹道證; Kj. 
540c2.證須陀洹果; Xz(I). 770c21. 證…預流; Xz(II). 870c28 = Xz(I); Sh. 593a13. 得須陀洹果; Tib.Pk. 
23b1f. = D. 22b2. rgyun tu zhugs pa'i 'bras bu thob par ('dod pa) 
Lk. 429c29. 已([v.l.]←以)得佛道證，若於中住不樂，因去。(p) 
AS. 20.5 = R. 39.4 = AAA. 156.28. anuttarāṃ samyaksaṃbodhiṃ prāptu-(kāma~) (“[wants] to attain 
unsurpassed, perfect enlightenment”); ZQ. 482c25. 無上正眞道; Zfn. 512b25. 得佛道證; Kj. 540c5.證
佛法; Xz(I). 770c21f. 證……諸佛無上正等菩提; Xz(II). 870c28f. = Xz(I); Sh. 593a17. 得阿耨多羅
三藐三菩提果; Tib.Pk. 23b4 = D. 22b4. bla na med pa yang dag par rdzogs pa'i byang chub thob par 
('dod). 
證(zhèng)(2) “realisation, assurance” 
HD. 11.429.* 
Lk. 457c11f. 舍利弗⾔：“彌勒菩薩！所説爲得證？”彌勒⾔：“不也。我所説法不得證。” (p) 
AS. 178.8 = R. 360.7 = AAA. 736.8. sākṣāt-kṛta~ ... sākṣāt-kṛta~ (“[Maitreya, have you then perhaps 
really] witnessed [those dharmas in the way in which you teach?]” [AsP.tr.II 216 = AsP.tr. 138]); ZQ. 
496c25. 有證…得證; Zfn. 530c8. 已得證…得證; Kj. 567c23. 證…證得; Xz(I). 832b26. 所證…所證; 
Xz(II). 906a3 = Xz(I); Sh. 647b11. 證…證; Tib.Pk. 212b2 = D. 197b1. mngon sum du byas ... mngon 
sum du (ma) byas te. 
Lk. 458b-7. 須菩提⾔：“佛所説：‘不於空中作證’。云何菩薩於三昧中住，於空中不得證？” (p) 
AS. 183.9 = R. 370.13 = AAA. 750.4. śūnyatā na sākṣātkaroti (“[How does a Bodhisattva ....] not realise 









                                                             
568c18. 不證空; Xz(I). 834a23. 不作證; Xz(II). 907a16 = Xz(I) ; Sh. 649a20. 不證空耶; Tib.Pk. 217b7 
= D. 202b3. stong pa nyid mngon sum du mi bgyid. 









5 7  「須波⽇」と呼ばれる仏に関して、これは T 416 にも同じ⾳写語で出ている。しかし T 419 なら
びにチベット訳には⾔及されていない。 
5 8  原⽂は「⼊⼤空澤中」。「空澤」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 294: 空澤(kòng zé)“a vast vacant marsh”Cf. 空閑處(kòng xián chù) 
not found at HD. 8.425.; not found at DK. 8.649. 
Lk. 445a27. 譬如男⼦⾏萬⾥。天中天！若數萬⾥者，到⼤空澤中。(p) 
AS. 107.17 = R. 215.19 = AAA. 471.8. aṭavī-kāntāra~ (“a huge wild forest” [AsP.tr.II 156 = AsP.tr. 76]); 
ZQ. 489c17. ⼤深澤; not found at Zfn.; Kj. 554b7. 險道; Xz(I). 806c18. 曠野……嶮道; Xz(II). 888c1. 
曠野……險道; Sh. 621b12. 曠野險路; Tib.Pk. 129a5 = D. 120a3. 'brog dgon pa. 
Lk. 448b9. 其處無穀，有⻁狼、多賊、⼤(?←五)空澤。我樂往⾄彼間。(p) 
AS. 122.13 = R. 247.19 = AAA. 522.2. pānīya-kāntāra~ durbhikṣa-kāntāra~ (“a wild place where there 
is neither food nor water” [cf. AsP.tr.II 169 = AsP.tr. 90]); ZQ. 491a18. 五空澤間; not found at Zfn.; Kj. 
557a26. 無⽔之處; not found at Xz(I). 813b-12.; not found at Xz(II). 892b8.; Sh. 627b21.飢饉、枯涸、
險難等處; Tib.Pk. 146b5 = D. 136b2. chu'i dgon pa dang mu ge'i dgon gang na yod pa. 
Lk. 461b10. 是無有漚惒拘舍羅菩薩正使於百千踰(←由)旬空澤中，在其中⾏，……… 不知是遠離
法，會無所益。(p) 
AS. 195.5 = R. 393.5 = AAA. 781.15. aṭavī-kāntāra~ (“deserted forests” [AsP.tr.II 234 = AsP.tr. 156]); 
ZQ. 499a15 = Lk ; Zfn. 534b15 = Lk ;Kj. 571a16. 空曠之處; Xz(I). 838c19. 曠野; Xz(II). 909c19. 深












                                                             
5 9  原⽂は「逮得無所從⽣法樂」。チベット訳対応箇所には mi skye ba'i chos la bzod pa thob par gyur 
to// とある。「無所從⽣法樂」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 513: 無所從⽣法樂(wú suŏ cóng shēng fă lè)“the delight of (the principle of) non-
arising dharmas” (樂 is a translation of BHS. kṣānti [“intellectual receptivity; predilection, preference; 
delight”]) Cf. 樂(lè). 
not found at HD. 7.119.; not found at DK. 7.441.; cf. Krsh(1998). 472. 無所從⽣法忍. 
Lk. 451a14. 佛説是經時，……⼆(←三)⼗菩薩皆逮得無所從⽣法樂，皆當於是婆羅劫中受決。(p) 
AS. 139.29 = R. 280.17 = AAA. 575.8. anutpattikeṣu dharmeṣu kṣāntiḥ (“the acceptance of [the principle 
of] non-arising dharmas” [cf. AsP.tr.II 181 = AsP.tr. 102]); ZQ. 492b.-8 = Lk; not found at Zfn.; Kj. 
559b26. 無⽣法忍; Xz(I). 818c5 = Kj; Xz(II). 896a16 = Kj; Sh. 633a23 = Kj; Tib.Pk. 168a7 = D. 156a3. 
mi skye ba'i chos la bzod pa. 
Lk. 453c1. 五百諸天⼈皆逮無所從⽣法樂，於中⽴。(p) 
AS. 155.3 = R. 310.2 = AAA. 644.2. .do.; ZQ. 494a12 = Lk; Zfn. 525c3. 無所從⽣法樂忍; Kj. 562c29. 
無⽣法忍; Xz(I). 823c28 = Kj; Xz(II). 899b19 = Kj; Sh. 639a8 = Kj; Tib.Pk. 185b4 = D. 172b2. do. 
Lk. 456a21. 如是菩薩逮無所從⽣法樂，於中⽴。(p) 
AS. 169.13 = R. 339.18 = AAA. 692.8. do.; ZQ. 495c22 = Lk; Zfn. 528c16. 無所從⽣法樂忍; Kj. 
565c25. 無⽣忍; Xz(I). 828c24 = Kj; Xz(II). 903a11 = Kj; Sh. 643c27. 無⽣法忍; Tib.Pk. 202a1 = D. 
187b5. do. 
6 0  原⽂は「菩薩其所向⽅聞現在佛。常念所向⽅」。チベット訳相当箇所には phyogs gang dang gang 
na de bzhin gshegs pa bzhugs par thos pa'i phyogs de dang de logs su de bzhin gshegs pa de yid la byas 
na/ とある。 
6 1  原⽂は「我所⽴如想空」。チベット訳相当箇所を参照すると「その〔菩薩は〕虚空の想（*saṃjñā）
を確⽴しつつ、仏の想をよく作意することによって」de nam mkha'i 'du shes la shin tu gnas shing 
sangs rgyas kyi 'du shes shin tu yid la byas pas/ とある。 
6 2  原⽂は「當念佛⽴如以珍寶倚琉璃上」。この譬えは難解である。琉璃の台の上に珍しい宝⽯を置
いた様⼦を⾔っているのか。T 419 は「淨如琉璃寶中尊」、T 416 には「得⾒彼佛光明清徹如淨



















                                                             
39. fn. 17）のように美しい如来を、その菩薩は⽬の当たりに⾒ることができるだろう」de bzhin 




（T 13, 905c09）と「請佛品」（T 13, 916a13–14）にも⾒られる。 
6 3  原⽂は「念本郷⾥家室親屬財産」。チベット訳相当箇所には rang skyes pa'i yul de rjes su dran nas/ 
とある。 
6 4  原⽂は「菩薩其所向⽅聞現在佛。常念所向⽅」。チベット訳相当箇所には byang chub sems dpa' 
sems dpa' chen po khim pa 'am rab tu byung ba yang rung/ phyogs gang dang gang na de bzhin gshegs pa 
bzhugs par thos pa'i phyogs de dang de logs su dran pa dang ldan zhing sems g-yeng ba med pas sangs 
rgyas mthong ba thob par bya ba'i phyir de bzhin gshegs pa de yid la bya'o// とある。 
6 5  原⽂は「持佛威神⼒」。チベット訳対応箇所には sangs rgyas kyi mthu とある。「威神」の語は
『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 491: 威神(wēi shén)“imposing, supernatural dignity” Cf. 威神⼒(wēi shén lì); 
HD. 5.221b(漢書); DK. 3.703c(漢書); Krsh(2001). 276. 
Lk. 425c10. 舍利弗⼼念⾔：“今使須菩提爲諸菩薩説般若波羅蜜。⾃⽤⼒説耶？持佛威神説乎？”(p) 
AS. 2.6 = R. 4.3 = AAA. 28.3. (buddha-)anubhāva~ (“[through the Buddha’s] might” [AsP.tr.II 83 = 







                                                             
神之⼒; Xz(II). 865c14. (如來)威神之⼒; Sh. 587a-11. (佛)威神及加持⼒; Tib.Pk. 2a6 = D. 2a3. (sangs 
rgyas kyi) mthus. 
Lk. 426c21. 持佛威神須菩提説是語：“菩薩皆得阿惟越致字，前過去佛時：‘得作佛’。……”(p) 
AS. 7.14 = R. 13.12 = AAA. 60.21. do.; ps-ZQ. 480a7. (佛)聖旨; Zfn. 509c8 = Lk; Kj. 538b1 = Lk; Xz(I). 
765b11. (佛)神⼒; Xz(II). 867b11 = Xz(I); Sh. 588c29 = Lk; Tib.Pk. 8a5 = D. 7b5. do. 
Lk. 430b17. 釋提桓因問尊者須菩提：“持何威神恩，當學知？”(p) 
AS. 22.18 = R. 44.6 = AAA. 172.10. anubhāva~ ...adhiṣṭhāna~ (“might ... authority” [AsP.tr.II 100 = 
AsP.tr. 19]); ZQ. 483b3 = Lk; Zfn. 513a13 = Lk; Kj. 541a20. 神⼒; Xz(I). 771c11. 神⼒爲依持; Xz(II). 
871c2 = Xz(I); Sh. 593c28. 神⼒所加持; Tib.Pk. 26b1 = D. 25a5. mthu ... byin gyi rlabs. 
6 6  原⽂は「端正姝好莊嚴」。「姝好」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 457: 姝好(shū hăo)“beautiful” 
HD. 4.342b(法華經); Krsh(1998). 417, Krsh(2001). 249, 422(STF) 
Lk. 470b6. 譬如⽉盛滿姝好。菩薩隨般若波羅蜜教，當如是。(p) 
not found at AS. 235.31~237.7 = R. 477.11~479.20 = AAA. 901.13~913.5.; ZQ. 503b22. 好([= v.l.]←
如); not found at Zfn.; not found at Kj. 579c14~580a15.; not found at Xz(I). 860c21~865a14.; not found 
at Xz(II).; not found at Sh. 667b27~668a8.; not found at Tib.Pk. 281a2~283a4 = D. 258b7~260b4. 
Lk. 473a20. 是何等臺？交露七寶服飾姝好乃爾。(p) 
not found at AS. 250.10 = R. 507.3 = AAA. 955.21.; ZQ. 505a29. 姝好; not found at Zfn.; not found at 
Kj. 583b26.; not found at Xz(I).; not found at Xz(II).; not found at Sh. 673a4.; not found at Tib.Pk. 299a5 
= D. 274a7. 
Lk. 473b9. 是時薩陀波倫菩薩及五百⼥⼈……遙⾒曇無竭菩薩在⾼座上坐，爲⼈幼少，顏貌姝好，
光耀明照，爲數千巨億⼈中説般若波羅蜜。(p) 
not found at AS. 250.27 = R. 508.6 = AAA. 956.24.; cf. AS. 249.23 = R. 505.18 = not found at AAA. 
954.18.; ; ZQ. 505b11. 端正; not found at Zfn.; not found at Kj. 583c10.; not found at Xz(I).; not found 
at Xz(II).; not found at Sh. 673a29.; not found at Tib.Pk. 300a1 = D. 275a2. 
6 7  原⽂は「持淨器盛好⿇油」。「⿇油」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 316: ⿇油(má yóu)“sesame oil” or “hemp-seed oil”Cf. 油⿇(yóu má) 
HD. 12.1273b(三國志); Krsh(1998). 280, Wang Weihui 2007b : 257(⿑⺠要術) 
Lk. 460b20. (Māra) 或⾒⾃守(←字)，或⾒乞⾷，……，或時在樹間⽌，或時有受請者，或時不受請，
或時少多取⾜，或時⿇油不塗⾝，…… (p) 
AS. 192.7 = R. 387.9 = AAA. 774.4. (apagata-pāda-)mrakṣaṇa~ (“[one who does not use] oil [for 









                                                             
Xz(I). 837b27.; not found at Xz(II). 909b4.; Sh. 652b4. (不受塗⾜)油; Tib.Pk. 227b7 = D. 211b6. (rkang 
pa) skud pa (dang bral ba). 
6 8  原⽂は「不也。天中天」。「天中天」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010: 天中天(tiān zhōng tiān)“the god of gods, the god surpassing all other gods, i.e. a 
buddha” 
HD. 2.1408a(梁代); DK. 3.502d(法華經); Krsh(1998). 444, Nattier 2003 : 234. 
Lk. 427a4. 舍利弗⽩佛⾔：“天中天！菩薩學如是，爲學般若波羅蜜？”(p) 
AS. 7.30 = R. 14.16 = AAA. 64.11. bhagavan; ps-ZQ. 480a18. 佛; Zfn. 509c21. 天中天; Kj. 538b12. 
世尊; not found at Xz(I). 765c2.; not found at Xz(II). 867b29.; Sh. 589a18. 世尊; Tib.Pk. 8b6f. = D. 8a7. 
bcom ldan 'das. 
Lk. 427a16. 須菩提⾔：“天中天！若有問者：'是幻爲學佛，得作佛?'或作是問，當何以教之？”(p) 
AS. 8.23 = R. 16.2 = AAA. 69.20. .do.; ps-ZQ. 480b8. 世尊; Zfn. 510a6 = Lk; Kj. 538b23 = ZQ; not 
found at Xz(I). 766a2.; Xz(II). 867c24 = ZQ; Sh. 589b13 = ZQ; Tib.Pk. 9b3 = D. 9a4. bcom ldan 'das. 
Lk. 428a4; (not found at AS. 12.11 = R. 23.21 = AAA. 105.3.; not found at ps-ZQ. 481a17.; not found at 
Zfn. 510c21.; not found at Kj. 539a22.; not found at Xz[I]. 767b10.; Xz[II]. 868c25.; not found at Sh. 
590b28.; not found at Tib.Pk. 14a4 = D. 13b5.) 
6 9  原⽂は「⽤⿇油⽔精⽔鏡淨潔故」。「淨潔」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 276–277: 淨潔(jìng jié)(1) “clean” 
not found at HD. 5.1180.; DK. 7.26b(墨⼦); 
Lk. 454c8. 阿惟越致(an irreversible bodhisattva) …… 時徐擧⾜蹈地，安隱顧視。所裴(←斐)服⾐被
淨潔，無垢坋(v.l. 圿)，無塩貭。(p) 
not found at AS. 162.24 = R. 326.12 = AAA. 671.11.; ZQ. 494c21. 清淨; Zfn. 527a5. 淨潔; not found 
at Kj. 564b1.; Xz(I). 826b9. ⾹潔; Xz(II). 901a14 = Xz(I) ; Sh. 641c2. 清淨⾹潔; not found at Tib.Pk. 
194a3 = D. 180b1. 
Lk. 455b21. 與婦⼈交接，念之：“惡露臭處，不淨潔，⾮我法也。盡我壽命，不復與相近。”當脱是
惡露中去。(p) 
not found at AS. 166.4 = R. 332.20 = AAA. 682.4.; ZQ. 495b19. 淨; not found at Zfn. 527c28.; not found 
at Kj. 565a17.; not found at Xz(I). 827c5.; not found at Xz(II). 902a11.; not found at Sh. 642c19.; not 



















                                                             
AS. 190.3 = R. 384.1 = AAA. 768.4. pariśuddha~ (“perfectly pure”); not found at ZQ. 498b20.; not found 
at Zfn. 533a17.; not found at Kj. 570a18.; Xz(I). 836c22. 清淨; Xz(II). 909a1. 清淨; Sh. 651c4. 清淨; 
Tib.Pk. 225b7 = D. 210a2. yongs su dag. 
7 0  原⽂は「我所念即⾒」。チベット訳対応箇所には bdag ji lta ji ltar rnam par rtog pa de lta de ltar 
snang ngo// とある。 
7 1  すべての漢訳に 3M 対応箇所は存在しない。またチベット訳に 3N 対応箇所は存在していない。 
7 2  原⽂は「⼼是怛薩阿竭」。「怛薩阿竭」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 98: 怛薩阿竭(dá sà ā jié;) EH. tat sat ʔa gjiat > QYS. tât sât ʔâ gjɒt[gjät3]) a 
transliteration of Gāndhārī *tasa-agada (< Skt. *tathā-āgata); cf. Gāndhārī tasagada (< Skt. tathāgata); cf. 
also Karashima 2006 : 356 = 2007: 294. 
not found at HD. 7.475.; 
Lk. 429a27. 過去時，怛薩阿竭、阿羅呵、三耶三佛皆使諸弟⼦爲諸菩薩説般若波羅蜜。(p) 
AS. 17.22 = R. 34.10 = AAA. 135.12. tathāgata~; ZQ. 482b-9. 如來; Zfn. 512a1 = Lk; Kj. 540a23. 佛; 
Xz(I). 769c27. 佛; Xz(II). 870b16. 佛; Sh. 592b7. 如來; Tib.Pk. 20b2 = D. 19b4. de bzhin gshegs pa. 
Lk. 429c14; (AS. 19.12 = R. 37.14 = AAA. 151.13. do.; ZQ. 482c13. 如來; Zfn. 512b9 = Lk; Kj. 540b23. 
如來; Xz(I). 770b21. 如來; Xz(II). 870c15. 如來; Sh. 592c25. 如來; Tib.Pk. 22b6 = D. 21b5. do.. 
Lk. 464c12. 佛語須菩提：“……於須菩提意云何？是怛薩阿竭本無隨因縁得怛薩阿竭。本無字寧有
盡時不？”(p) 
AS. 210.11 = R. 424.16 = AAA. 817.21. do.; ZQ. 500c11. 如來; not found at Zfn.; Kj. 574a8. 如來; 






  ⼼は⼼を知らない。⼼は⼼を⾒ない。 
  ⼼が表象を起こせば無明であり、表象がなければ涅槃である。 
  この〔三界に属する〕ものに堅固さはなく、常に思考の中にとどまっている。 






                                                             
7 3  原⽂は「設有念者亦了無所有」。「無所有」の語は『道⾏経』にも出る。 
cf. Karashima 2010, 516: 無所有 (“does not exist”) 
Lk. 475a22. 譬如佛現⾶，<無所有>。般若波羅蜜現，無所有如是。(p) 
not found at AS. 259.4f. = R. 525.4f. = AAA. 985.26f.; not found at ZQ. 506b15. (如佛現⾶，本無所
有，明度亦然); not found at Zfn.; Kj. 586a6f.-; not found at Xz(I).; not found at Xz(II).; not found at Sh. 
675c21f.; not found at Tib.Pk. 309a3f. = D. 283a7f.. 
Lk. 475a23. 前於愛欲中相娯樂，計之，無所有。般若波羅蜜計之，亦無所有如是。(p) 
not found at AS. 259.4f. = R. 525.4f. = AAA. 985.26f.; ZQ. 506b16 = Lk; not found at Zfn.; not found at 
Kj. 586a6f.; not found at Xz(I).; not found at Xz(II).; not found at Sh. 675c21f.; not found at Tib.Pk. 
309a3f. = D. 283a7f.. 
Lk. 475a24. ⼈名及聲無所有。怛薩阿竭亦無所有。於前⾒者，念所作，因⾒。般若波羅蜜念所作，
本無所有如是。(p) 
not found at AS. 259.4f. = R. 525.4f. = AAA. 985.26f.; ZQ. 506b16 = Lk; not found at Zfn.; not found at 












 付録 B は諸本対照表となっている。表に先⽴って凡例を⽰す。 
 
⼀、 付録 Aで和訳した T 418 を筆頭に、諸本（Tib., T 416, T 417, T 419）を対照させた。 
⼆、 各⾴の冒頭に付した英数字は PSS の区分であり、対照表の区分は PSS による。 
三、 漢訳諸本および脚注は『⼤正新脩⼤蔵経』による。但し句読点は筆者の読みを反映する。 
四、  漢訳テキストにみる A(←B)などは異本に基づく訂正を⽰し、A(→B?)などは根拠を⽋き、
訂正に確信がない場合を⽰す1。 
五、 チベット訳テキストは基本的に PSS に基づく。PSS はデルゲ版を底本とし、北京版、ナ





                                                             









1) (意)+向＜知＞. 2) 眠=臥＜三＞＜知＞＜磧＞. 
T 417 DIFFERS FROM THE OTHERS. see pp.  142‒143.  
T 419, 921b17–b24: 
何等爲⼀法。⾒在佛定意名爲⽌定住者。所謂因縁佛意作。念意不邪冥不亂。已默(→黠?)得持精進不
跌。無形有待遇 1)。常興空(→罕?)厚睡臥。爲劇怨且遠避 2)。衆會⾝常隱。避 3)惡知識莫親。隨善政
友可法道。直根莫妄 4)占。近饜欲少⾷。不願貪好法⾐。不願壽⻑隨本命慧。⾝無所愛。 
1) 遇=過＜宋＞＜元＞＜宮＞＜聖＞. 2) 避=辟＜聖＞. 3) 避=辟＜宮＞＜聖＞. 4) 妄=忘＜宮＞. 













PSS 21–22, D 9a5, N 15a1, P 9b3, L 13b3, S 307a4, Pha 130b3, U 262a4: 
བཟང་སོྐྱང༌།1) དེ་ལ་ད་ལྟར་གིྱ་སངས་རྒྱས་མངོན་སུམ་དུ་བཞུགས་པ་ཞེས་བྱ་བའི་ཏིང་ངེ་འཛིན་དེ་གང་ཞེ་ན། འདི་ལྟ་སྟེ།2) སངས་རྒྱས་ལ་དམིགས་པའི་
སེམས་ཡིད་ལ་བྱེད་པ། སེམས་མི་གཡེང་བ། དྲན་པ་ཉེ་བར་གནས་པ། ཤེས་རབ་ཐོབ་པ།3) བརོྩན་འགྲུས་མི་4)གཏོང་བ། དགེ་བའི་བཤེས་གཉེན་
རྣམས་ལ་བསེྙན་བཀུར་5)བྱེད་པ། སྟོང་པ་ཉིད་ལ་6)ཀུན་ཏུ་སྟེན་7)པ། སོྒམ་པ། མང་དུ་བྱེད་པ། སིྒྲབ་པ་རྣམས་སྤོང་8)བ། རྨུགས་པ་དང་གཉིད་རྣམ་
པར་9)སྤོང་བ། གཏམ་10)ཡོངས་སུ་སྤོང་བ11)། སྡིག་པའི་གོྲགས་པོ་རྣམས་12)རྣམ་པར་སྤོང་བ། དགེ་བའི་བཤེས་13)གཉེན་རྣམས་ལ་ངེས་པར་སྟེན་
14)པ། དབང་པོ་རྣམས་མི་གཡེང་བ། ཟས་ཀིྱ་ཚོད་ཤེས་པ། ནམ་གིྱ་ཆ་སྟོད་དང༌ཆ་སྨད་15)ལ་མི་ཉལ་བའི་བརོྩན་འགྲུས་དང་ལྡན་པ། གོས་དང༌། ཟས་
དང༌། མལ་སྟན་དང༌།16) ན་བའི་གསོས་17)སྨན་དང༌། ཡོ་བྱད་རྣམས་ལ་མི་18)ཆགས་པ། དགོན་པ་ལ་གནས་པ་མི་གཏོང་བ། ལུས་ལ་ཆེད་ཆེར་
19)མི་བྱེད་པ། སྲོག་ལ་མི་ལྟ་བ། ལུས་གཏོང་པ། སེམས་ཅན་ལ་ཕན་འདོགས་པ། 
1) PhaU omit ། (hereafter not noted). 2) Pha omits འདི་ལྟ་སྟེ། 3) Pha སམེས་མ་ིགཡེང་བ་ཤེས་རབ་ཐོབ་པ། for སེམས་མི་གཡེང་བ། དྲན་
པ་ཉེ་བར་གནས་པ། ཤེས་རབ་ཐོབ་པ།, DU གནས་པ་དང་ཤེས་རབ་ཐོབ་པ། 4) Pha མ་ 5) Pha བསྐུར་ 6) NPL omit ལ་ 7) Pha བསྟན་ 8) Pha སྤོངས་ 
9) U omits པར་ 10) Pha inserts རྒྱུད་ 11) Pha སྤངས་པ་ 12) Pha omits རྣམས་ 13) Pha གཤེས་ 14) Pha བསྟོན་, U བསྟེན་ 15) Pha སྲོད་
དང་ཐོ་རངས་ for ནམ་གྱི་ཆ་སྟོད་དང༌ཆ་སྨད་ 16) Pha གོས་དང༌ཟས་དང༌མལ་བསྟན་དང༌། 17) Pha ནད་ཀིྱ་ for ན་བའི་གསསོ་ 18) PhaU མ་ 19) NPLPhaU 





T 417, 898b10–899a08: 
佛告陀和。菩薩欲疾得是定者。常⽴⼤信。如法⾏之則可得也。勿有疑想如⽑髮許。是定意法。名
爲菩薩超衆⾏。 
   ⽴⼀念  信是法  隨所聞     
   念其⽅  宜⼀念  斷諸想     
   ⽴定信  勿狐疑  精進⾏     
   勿懈怠  勿起想  有與無     
   勿念進  勿念退  勿念前     
   勿念後  勿念左  勿念右     
   勿念無  勿念有  勿念遠     
   勿念近  勿念痛  勿念痒     
   勿念飢  勿念渇  勿念寒     
   勿念熱  勿念苦  勿念樂     
   勿念⽣  勿念⽼  勿念病     
   勿念死  勿念⾝  勿念命     
   勿念壽  勿念貧  勿念富     
   勿念貴  勿念賤  勿念⾊     
   勿念欲  勿念⼩  勿念⼤     
   勿念⻑  勿念短  勿念好     
   勿念醜  勿念惡  勿念善     
   勿念瞋  勿念喜  勿念坐      
   勿念起  勿念⾏  勿念⽌     
   勿念經  勿念法  勿念是     
   勿念⾮  勿念捨  勿念取     
   勿念想  勿念識  勿念斷     
   勿念著  勿念空  勿念實     
   勿念輕  勿念重  勿念難     
   勿念易  勿念深  勿念淺     
   勿念廣  勿念狹  勿念⽗     
   勿念⺟  勿念妻  勿念⼦      
   勿念親  勿念踈  勿念憎     





   勿念成  勿念敗  勿念清     
   勿念濁  斷諸念  ⼀期念     
   意勿亂  常精進  勿懈怠     
   勿歳計  勿⽇倦  ⽴⼀念     
   勿中忽  除睡眠  精其意     
   常獨處  勿聚會  避惡⼈     
   近善友  親明師  視如佛     
   執其志  常柔弱  觀平等     
   於⼀切  避郷⾥  遠親族     
   棄愛欲  履清淨  ⾏無爲     
   斷諸欲  捨亂意  習定⾏     
   學⽂慧  必如禪  除三穢     
   去六⼊  絶婬⾊  離衆受     
   勿貪財  多畜積  ⾷知⾜     
   勿貪味  衆⽣命  愼勿⾷     
   ⾐如法  勿綺飾  勿調戲     
   勿憍慢  勿⾃⼤  勿貢⾼     
   若説經  當如法  了⾝本     
   猶如幻  勿受陰  勿⼊界     
   陰如賊  四如蛇  爲無常     
   爲恍惚  無常主  了本無     
   因縁會  因縁散  悉了是     
   知本無  加慈哀  於⼀切     
   施貧窮  濟不還  是爲定     





T 418, 904b29–c04: 
⼦(←孑 1))⾝避親屬。離郷⾥。習等意得悲意(←喜 2))⼼護⾏。棄蓋習禪。不隨⾊。不受陰。不⼊衰。
不念四⼤。不失意。不貪性。解不淨。不捨⼗⽅⼈ 3)。活⼗⽅⼈ 4)。 
1) ⼦=孑＜三＞＜磧＞. 2) 意=喜＜三＞＜知＞＜磧＞. 3) (⼈)−＜宋＞. 4) (⼗⽅⼈)−＜宋＞. 




1) 顧=雇＜聖＞. 2) 意=愍＜宮＞. 3) 想=相＜宮＞. 








PSS 22, D 9b2, N 15b1, P 9b6, L 14a1, S 307b2, Pha 130b8, U 262b2: 
གཉེན་རྣམས་ཡོངས་སུ་སྤོང་བ། སེྐྱས་པའི་ས་རིང་དུ་བྱེད་པ། བྱམས་པ་1)ལ་ཀུན་ཏུ་2)སྟེན་3)པ། སིྙང་རྗེ་ཐོབ་པ། དགའ་བ་ལ་གནས་པ། བཏང་
4)སོྙམས་སོྒམ་པ། ཉེ་བའི་ཉོན་མོངས་པ་རྣམས་5)ཡོངས་སུ་གཏོང་6)བ། བསམ་གཏན་རྣམས་7)སྒྲུབ་8)ཅིང་དེ་དག་གི་རོ་9)མྱོང་10)བར་མི་བྱེད་པ། 
གཟུགས་ཀིྱ་འདུ་ཤེས་རྣམ་པར་འཇིག་པ11)། མི་སྡུག་12)པའི་འདུ་ཤེས་13)རེྙད་པ། དྲན་པ་མི་14)གཡེང་བ།15) ཕུང་པོ་རྣམས་ཡོངས་སུ་མི་འཛིན་པ། 
ཁམས་རྣམས་ལ་རོླམ་སེམས་མེད་པ། སེྐྱ་མཆེད་16)རྣམས་ལ་མངོན་པར་མི་ཆགས་པ།17) རིགས་སྨྲ་18)བས་སེྙམས་པར་མི་བྱེད་པ། ང་རྒྱལ་ཚར་
གཅོད་པ། གཞན་གིྱ་19)རེྙད་པ་ལ་ཕྲག་དོག་མེད་པ། སེམས་ཅན་ལ་ཕན་པའི་གཞིར་20)གྱུར་པ། སེམས་ཅན་ཐམས་ཅད་ལ་སེམས་མཉམ་པ། སེམས་
ཅན་ཐམས་ཅད་མི་གཏོང་བ། སེམས་ཅན་ཐམས་ཅད་ཡོངས་སུ་གོྲལ་བར་བྱེད་པ། 
1) Pha omits པ་ 2) Pha omits ཏུ་ 3) NL བརེྟན་, Pha བསྟན་ 4) Pha གཏང་ 5) Pha inserts ལ་ 6) D སྤོང་, Pha གཏང་ 7) Pha 
omits རྣམས་ 8) Pha བསྒྲུབ་, U གྲུབ་ 9) Pha omits གི་རོ་ 10) U མྱང་ 11) Pha སལེ་བ་ 12) Pha དགའ་མི་སྡིག་ for མི་སྡུག་ 13) Pha inserts 





T 418, 904c04–c10: 
⼗⽅⼈ 1)計爲是 2)我所。⼗⽅⼈計爲⾮我所。⼀切(+不 3))欲受。不貿戒 4)。習空(←定 5）)⾏。欲諷經。
不中犯戒。不失定意。不疑法。不諍佛。不却法。不亂⽐丘僧。離妄語。助道徳家。避癡⼈。世間語
不喜不欲聞。道語具欲聞亦喜。從因縁畜⽣⽣ 6)不欲聞。 
1) (⼗⽅⼈)−＜宋＞. 2) (是)−＜元＞＜明＞＜磧＞. 3) 切+(不)＜三＞＜知＞. 4) 戒=誡＜三＞＜磧＞. 5) 空=定＜三＞. 
6) (⽣)−＜三＞＜知＞＜磧＞. 















PSS 22–23, D 9b5, N 15b5, P 19a2, L 14a6, S 307b6, Pha 131a5, U 262b6: 
སེམས་ཅན་ཐམས་ཅད་ལ་བདག་ཏུ་འདུ་ཤེས་པ། སེམས་ཅན་ཐམས་ཅད་ལ་མར་འདུ་ཤེས་པ། ཕར་འདུ་ཤེས་པ། བུར་འདུ་ཤེས་པ། གཉེན་དུ་འདུ་ཤེས་པ། 
སེམས་ཅན་ཐམས་ཅད་ལ་ཉོན་མོངས་པ་མེད་པར་འདུ་ཤེས་པ། དངོས་པོ་ཐམས་ཅད་ཡོངས་སུ་མི་1)འཛིན་པ། ཚུལ་ཁིྲམས་མཆོག་ཏུ་མི་འཛིན་པ2)། ཏིང་
ངེ་འཛིན་ལ་ངེས་པར་སྟེན་3)པ། མང་དུ་ཐོས་པ་4)འདོད་ཅིང་དེས་ཀྱང་རོླམ་སེམས་སུ་མི་བྱེད་པ། ཚུལ་ཁིྲམས་ཀིྱ་5)ཕུང་པོ་ལ་སོྐྱན་མེད་པ། ཏིང་ངེ་འཛིན་
གིྱ་6)ཕུང་པོ་ལ་གཡོ་བ་མེད་པ། ཆོས་རྣམས་ལ་ཐེ་ཚོམ་7)མེད་པ། སངས་རྒྱས་དང་འཐུན་8)པ། ཆོས་མི་སྤོང་9)བ། དགེ་འདུན་མི་10)འབྱེད་པ། ཕྲ་
མའི་ཚིག་སྤོང་11)བ། འཕགས་པ་རྣམས་12)ཀིྱ་13)དྲུང་དུ་ཉེ་བར་འགོྲ་ཞིང་དེ་དག་ལ་བསེྙན་བཀུར་བྱེད་པ། བྱིས་པ་རྣམས་14)རྣམ་པར་སྤོང་15)བ། 
འཇིག་རྟེན་པའི་གཏམ་16)ལ་མངོན་པར་མི་དགའ་ཞིང་17)མི་འདོད་ལ་18)རིང་དུ་བྱེད་པ19)། འཇིག་རྟེན་ལས་འདས་པའི་གཏམ་ལ་མངོན་པར་
20)དགའ་ཞིང་21)འདོད་ལ་22)འདུན་ཅིང་སྟེན་པ།23) གཏམ་རྒྱུད་མ་ཡིན་པ་རྣམ་པར་24)སྤོང་བ།25) 
1) Pha མ་ 2) Pha མི་སེྙམས་ལ་ for མཆོག་ཏུ་མི་འཛིན་པ་ 3) U བསྟེན་ 4) Pha inserts ། 5) Pha ཀིྱས་ 6) Pha གྱིས་ 7) U ཙོམ་ 8) NLU མཐུན་ 
9) Pha སྤོངས་ 10) Pha omits མི་ 11) Pha སྤོངས་ 12) U རྣམ་ 13) Pha ཀིྱས་ 14) Pha inserts ལ་ 15) Pha སྤོངས་ 16) Pha ཏམ་ 17) Pha 
inserts རང་དུ་ 18) U inserts ། 19) Pha omits པ་ 20) Pha inserts མ་ི 21) Pha inserts མི་ 22) PhaU inserts ། 23) Pha 





T 418, 904c10–c14: 
六味(→咊?)1)習。爲五習。爲離⼗惡。爲習⼗善。爲曉九惱。⾏⼋精進。捨⼋懈怠。爲習⼋便 2)。爲習
九思⼋道家 3)念。⼜不著禪 4)。聞不貢⾼。棄⾃⼤。聽説法。欲聞經。欲⾏法不隨歳計。 
1) 六味=六昧＜知＞. 2) 便=使＜三＞＜磧＞. 3) 道家=⼤⼈＜三＞＜知＞. 4) ⼜不著禪=⽂不若禪＜知＞. 












PSS 23, D 10a1, N 16a4, P 10a6, L 14b4, S 308a5, Pha 131b3, U 263a4: 
དགའ་བར་བྱེད་པའི་ཆོས་དྲུག་ལ་སྟེན་1)པ། སྙན་པ་རྣམས་སྨྲ་བ། སིྒྲབ་པ་ལྔ་སྤོང་བ། རྣམ་པར་གོྲལ་བའི་སེྐྱ་མཆེད་ལྔ་ལ་སྟེན་2)པ། ཕུང་པོ་ལྔ་ཡོངས་སུ་
ཤེས་པ། མི་དགེ་བ་བཅུའི་ལས་ཀིྱ་3)ལམ་རྣམ་པར་སྤོང་བ། དགེ་བ་བཅུའི་ལས་ཀིྱ་4)ལམ་5)སོྒམ་པ། སྟོབས་6)བཅུ་སྒྲུབ་7)པ། ཀུན་ནས་མནར་སེམས་
ཀིྱ་8)དངོས་པོ་དགུ་རྣམ་པར་སྦྱོང་བ། འདུ་ཤེས་དགུ་རྣམ་པར་འཇིག་9)པ། ལེ་ལོའི་10)དངོས་པོ་བརྒྱད་རྣམ་པར་སྤོང་བ། བརྩམས་11)པའི་དངོས་པོ་
བརྒྱད་12)ལ་ངེས་པར་སྟེན་13)པ།14) ཟིལ་གིྱས་15)གནོན་པའི་སེྐྱ་མཆེད་16)བརྒྱད་17)ལ་ཀུན་ཏུ་སྟེན་18)པ། རྣམ་པར་གོྲལ་བ་བརྒྱད་སོྒམ་པ། སེྐྱས་
བུ་ཆེན་པོའི་19)རྣམ་པར་རྟོག་པ་20)བརྒྱད་ཐོབ་པ། འཕགས་པའི་ལམ་ཡན་ལག་བརྒྱད་པ་དང་འཐུན་པ21)། བསམ་གཏན་ལ་མི་ཆགས་པ། ཐོས་པས་
རོླམ་སེམས་མི་བྱེད་པ།22) ང་23)རྒྱལ་24)བཅོམ་པ། ཆོས་ཉན་པར་འདོད་པ། ཆོས་འདོད་པ། ཆོས་དོན་དུ་གཉེར་བ། ཆོས་ལ་འདུན་25)པ། ཆོས་
ལ་ཕྱོགས་པ། ཆོས་ལ་འབབ་པ། ཆོས་ལ་གཞོལ་བ། ཆོས་ལ་བརོྩན་པ། 
1) NL བརེྟན་, P རེྟན་, Pha བསྟན་ 2) NLPha བརེྟན་, U རེྟན་ 3) Pha ཀིྱས་ 4) Pha ཀིྱས་ 5) PhaU insert རྣམས་ 6) Pha སྟོབ་ 7) Pha 
བསྒྲུབས་ 8) Pha གོད་པའ་ི for ཀུན་ནས་མནར་སེམས་ཀིྱ་ 9) Pha སོྒམ་ for འཇིག་ 10) Pha ལེ་ལོག་གིས་ for ལེ་ལོའི་ 11) NL བརྩམ་, P བརྩོམ་, U 
བཙམ་ 12) Pha དགུ་ 13) NL བརེྟན་པ་, Pha རེྟན་, U བསྟེན་ 14) U omits ། 15) Pha ཀིྱས་ 16) Pha འཆེད་ 17) Pha རྒྱད་ 18) NL བརེྟན་, Pha 
རེྟན་ for ཀུན་ཏུ་སྟེན་ 19) Pha པོ་ for པོའི་ 20) U inserts ། 21) NL མཐུན་ (hereafter not noted), U འཐུན་པ་ 22) Pha omits ། 23) 





T 418, 904c14–c19: 
不受⾝想 1)。離⼗⽅⼈不欲受。不貪壽。爲了陰不隨。惑(←或 2）)爲不隨 3)所有。求無爲不欲⽣死。
⼤畏⽣死。計陰如賊。計四⼤如蛇。⼗⼆衰計空。久在三界不安隱。莫忘得 4)無爲。不欲貪欲。願 5)
棄⽣死。 
1) 想=相＜三＞. 2) 惑=或＜三＞＜知＞＜磧＞. 3) 隨=墮＜知＞. 4) (得)−＜知＞. 5) 願+(欲)＜三＞. 














PSS 23–24, D 10a5, N 16b3, P 10b2, L 15a2, S 308b3, Pha 131b8, U 263b1: 
བདག་ཏུ་འདུ་ཤེས་པས་རོླམ་སེམས་སུ་མི་བྱེད་པ། སེམས་ཅན་1)དུ་འདུ་ཤེས་པ་2)སྤོང་བ། སྲོག་ཏུ་འདུ་ཤེས་པ་མི་3)དམིགས་པ། གང་ཟག་ཏུ་འདུ་ཤེས་
པ་ཡོངས་སུ་སྤོང་བ། ཕུང་པོར་4)འདུ་ཤེས་པ་རྣམ་པར་5)སེལ་བ། དངོས་པོར་6)འདུ་ཤེས་པ་7)ལ་8)མི་9)གནས་པ། མྱ་ངན་ལས་འདའ་བ་མི་10)འདོད་
པ། ཕུང་པོ་རྣམས་མི་འདོད་པ།11) འཁོར་བ་ལ་མི་བཟད་12)པའི་འཇིགས་པར་འདུ་ཤེས་པ། ཕུང་པོ་རྣམས་ལ་གཤེད་མར་13)འདུ་ཤེས་པ། ཁམས་
རྣམས་ལ་སྦྲུལ་གདུག་པར་14)འདུ་ཤེས་པ། སེྐྱ་མཆེད་རྣམས་ལ་གོྲང་སྟོང་བར་འདུ་ཤེས་པ། ཁམས་གསུམ་ལ་མི་བདེ་བར་འདུ་ཤེས་པ། མྱ་ངན་ལས་
འདས་པ་ལ་ཕན་ཡོན་15)དུ་ལྟ་བ། འདོད་པ་རྣམས་ལ་མཆིལ་མའི་ཐལ་བ་16)ལྟར་སྤོང་17)བར་འདུ་ཤེས་པ།18) ཟས་ལ་མི་འཐུན་19)པར་འདུ་ཤེས་པ། 
མངོན་པར་འབྱུང་བ་ལ་གཞོལ་བ།20) ཁིྱམ་ན་གནས་པ་ལ་མངོན་པར་མི་དགའ་བ།21) བུ་དང་བུ་མོ་རྣམས་ལ་དགྲར་22)འདུ་ཤེས་པ། ཆུང་མ་ལ་
23)སྲིན་24)མོར་འདུ་ཤེས་པ། 
1) Pha omits ཅེན་ 2) Pha inserts ། 3) Pha མ་ 4) Pha པོ་ལ་ for པརོ་ 5) DP རྣམས་ for རྣམ་པར་ 6) Pha པོ་ for པོར་ 7) Pha inserts 
རྣམས་ 8) U omits ལ་ 9) Pha omits མི་ 10) Pha omits མི་ 11) Pha omits ཕུང་པོ་རྣམས་མི་འདོད་པ།, U omits ། 12) NLPha ཟད་ 13) 
Ph བཤད་པར་ for གཤེད་མར་ 14) Ph དུྲག་དྲག་པོར་ for སྦྲུལ་གདུག་པར་ 15) Pha ཡོན་ཏན་ for ཕན་ཡོན་ 16) Pha ངར་སྣབས་ཀིྱས་ཕུང་པོ་ for མཆིལ་མའི་
ཐལ་བ་ 17) Pha སྤང་ 18) U omits ། 19) LPU མཐུན་ 20) Pha omits མངོན་པར་འབྱུང་བ་ལ་གཞོལ་བ། 21) Pha འབྱུང་བ་ཕོྱགས་པ་ཁྱིམ་ན་གནས་པ་









1) 墮=隨＜知＞. 2) 常=尚＜知＞. 













PSS 24–25, D 10b1, N 17a1, P 10b5, L 15a7, S 309a1, Pha 132a6, U 263b6: 
སངས་རྒྱས་ཀིྱ་བསྟན་1)པ་ལ་མི་ཕྱེད་པར་དད་པ2)། སེམས་ཅན་ཐམས་ཅད་དང་མི་འཐུན་3)པ་མེད་པ། འཇིག་རྟེན་གིྱ་4)ཁམས་ཐམས་ཅད་དུ་གནས་པ་
མེད་པ། སངས་རྒྱས་ཐམས་ཅད་མངོན་སུམ་དུ་གྱུར་པ། ལེགས་པར་བསེྙན་པར་5)རོྫགས་ཤིང་ཚངས་པ་6)ལེགས་པར་7)སྤྱད་པ། ལུས་ཐམས་ཅད་རྟོགས་
8)པ། མོས་པས་9)ཡོངས་སུ་དག་པ།10) ལྷག་པའི་11)བསམ་པས་12)དགེ་བ13)། སེམས་ལས་སུ་རུང་བ། མི་14)རིགས་པ་15)ལ་བརོྩན་པ་རྣམས་
16)རྣམ་པར་སྤོང་བ། རིགས་པར་17)བརོྩན་པ་རྣམས་ལ་བརོྩན་པ18)། མཚན་མ་ཐམས་ཅད་རྣམ་པར་སེལ་བ། དུས་གསུམ་མཉམ་པ། སངས་རྒྱས་
ཐམས་ཅད་རྗེས་སུ་དྲན་པ། དགེ་བའི་རྩ་བ་ཐམས་ཅད་སེྐྱད་19)པ།20) སངས་རྒྱས་ཐམས་ཅད་ཀིྱས་21)བྱིན་གིྱས་བརླབས་པ22)། ཏིང་ངེ་འཛིན་ཐམས་
ཅད་ལ་དབང་བ། སངས་རྒྱས་ཀིྱ་23)སྐུའི་མཚན་ལ་24)མངོན་པར་མི་25)ཆགས་པ། ཆོས་ཐམས་ཅད་ལ་མཉམ་པ། འཇིག་རྟེན་དང་མི་རོྩད་པ།26) བྱ་
བ་རྣམས་ལ་མི་འཐུན་27)པ་མེད་པ། རྟེན་ཅིང་འབྲེལ་བར་འབྱུང་བ་རྟོགས་པ། ངེས་པར་འབྱུང་བའི་ལམ་28)དེ་བཞིན་གཤེགས་པའི་ས་ལ་29)བཟོད་པ་ཐོབ་
པ། 
1) P སྟན་ 2) Pha དང་བ་ for དད་པ 3) LPPhaU མཐུན་ 4) Pha གྱིས་ 5) Pha པ། for པར་ 6) Pha པར་ 7) Pha omits ལེགས་པར་ 8) Pha 
རོྟག་ 9) SU མོས་པ་ 10) U omits ། 11) Pha omits ལྷག་པའི་ 12) DSPhaU པ་ 13) Pha དག་པ་ for དགེ་བ་ 14) Pha མ་ 15) Pha omits 
པ་ 16) Pha omits རྣམས་ 17) Pha omits པར་ 18) D རྣམ་པར་སྟོན་, SU རྣམ་པར་སྟེན་པ་, Pha རྣམས་ལ་རེྟན་པ་ for རྣམས་ལ་བརྩོན་པ་ 19) U 
བསེྐྱད་ 20) Pha སངས་རྒྱས་ཐམས་ཅད་ལ་བསེྐྱད་པ། for སངས་རྒྱས་ཐམས་ཅད་རེྗས་སུ་དྲན་པ། དགེ་བའི་རྩ་བ་ཐམས་ཅད་སེྐྱད་པ། 21) NPDU ཀིྱ་ 22) Pha omits 
པ་, U རླབས་པ་ 23) Pha omits ཀིྱ་ 24) P པ་ for ལ་ 25) Pha མ་ 26) Pha འཇིགས་རེྟན་ལ་བརྩོན་པ་མེད་པ། for འཇིག་རེྟན་དང་མི་རྩོད་པ། 27) PL 










1) 疑=癡＜三＞＜知＞. 2) 晝=畫＜知＞. 





1) 爲業=佛乘＜三＞. 2) (世)−＜宮＞. 3) 億=憶＜三＞＜宮＞. 










PSS 25, D 10b4, N 17b1, P 11a1, L 15b5, S 309a7, Pha 132b4, U 264a4: 
ཆོས་ཀིྱ་1)དབྱིངས་ལ་འཇུག་པ།2) ནམ་མཁའི་ཁམས་ཡོངས་སུ་ཤེས་པ།3) སེམས་ཅན་གིྱ་4)ཁམས་ལ་མངོན་པར་མི་ཆགས་པ། མི་སེྐྱ་བ།5) མི་
འགག་པ། གནས་པ་མེད་པ།6) མྱ་ངན་ལས་འདས་པའི་དབྱིངས་མངོན་སུམ་དུ་གྱུར་པ། ཤེས་རབ་ཀིྱ་མིག་རྣམ་པར་སྦྱོང་7)བ། ཆོས་ཐམས་ཅད་ལ་
གཉིས་སུ་མེད་པ། བྱང་ཆུབ་ཀིྱ་སེམས་ལ་མཐའ་དང་དབུས་8)མེད་པ། སེམས་ཀིྱ་རྒྱུད་གཅིག་9)ཏུ་གྱུར་པ10)། སངས་རྒྱས་ཐམས་ཅད་དང་ཐོགས་པ་མེད་
པའི་ཡེ་ཤེས་ལ་11)འཇུག་པ། ཡེ་ཤེས་ལ་12)་སིྒྲབ་པ་13)མེད་པ། བྱང་ཆུབ་ཀིྱ་14)ཕྱིར་སེམས་ཡོངས་སུ་སྨིན་པ། སངས་རྒྱས་ཀིྱ་15)ཡེ་ཤེས་གཞན་ལ་
རག་མ་ལས་16)པ། དགེ་བའི་བཤེས་17)གཉེན་རྣམས་ལ་སྟོན་པར་འདུ་ཤེས་པ། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་རྣམས་ལ་མི་18)འབྱེད་པ། བདུད་ཀིྱ་ལས་རྣམས་
19)རྣམ་པར་སྤོང་བ། འགོྲ་བ་ཐམས་ཅད་སྤྲུལ་པ་དང་མཚུངས་20)པ། དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་བལྟ་21)བ་ལ་22)མིག་ཡོར་23)དང་མཚུངས་པ། བྱང་ཆུབ་
ཀིྱ་སེམས་ཡོངས་སུ་ཚོལ་24)བ། ཕ་རོལ་ཏུ་ཕྱིན་པ་རྣམས་ལ་སེམས་མཉམ་པ།25) དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་རྣམས་བལྟ་བ་ལ་ཡང་དག་པའི་མཐའ་དང་
མཉམ་པ། སངས་རྒྱས་ཐམས་ཅད་ལ་ཡོན་ཏན་གིྱ་26)ཆོས་ཐམས་ཅད་མཉམ་པ་འདི་ནི།27) བཟང་སོྐྱང༌།28) ད་ལྟར་གིྱ་སངས་རྒྱས་མངོན་སུམ་29)དུ་
བཞུགས་པ་30)ཞེས་བྱ་བའི་ཏིང་ངེ་འཛིན་ཅེས་བྱའོ།། 
བཟང་སོྐྱང་གིས་ཞུས་པའི་ཏིང་ངེ་འཛིན་གིྱ་31)ལེའུ་སྟེ་གཉིས་པའོ།། །། 
1) Pha ཀིྱས་ 2) Pha omits ། 3) Pha ནམ་མཁའི་དབིྱངས་ལ་འཇུག་པ་ནམ་མཁའི་དབིྱངས་སུ་ཤེས་པ། for ནམ་མཁའི་ཁམས་ཡོངས་སུ་ཤེས་པ། 4) Pha གྱསི་ 
5) Pha omits ། 6) Pha omits གནས་པ་མེད་པ། 7) Pha སྦྱོངས་ 8) DSU དབུང་ 9) Pha ཅིག་ 10) Pha omits པ་ 11) Pha omits ལ་ 12) 
Pha ཀིྱ་ for ལ་ 13) Pha སིྒྲབས་ལ་ for སིྒྲབ་པ་ 14) Pha ཀིྱས་ 15) Pha ཀིྱས་ 16) NLPhaU ལུས་ 17) Pha གཤེས་ 18) Pha མ་ 19) Pha 
omits རྣམས་ 20) Pha ཚུངས་ 21) Pha ལྟ་ 22) Pha omits ལ་ 23) Pha གཟུགས་བསེྙན་ for མིག་ཡོར་ 24) N འཚོལ་ 25) Pha omits པ། 26) 


































PSS 26, D 11a2, N 18a2, P 11a7, L 16a6, S 309b7, Pha 133a4, U 264b3: 
བཟང་སོྐྱང༌། ཆོས་དེ་རྣམས་ནི།1) ཏིང་2)ངེ་འཛིན་དེ་ཡོངས་སུ་སེྐྱད་3)པར་འགྱུར་ཏེ། བཟང་སོྐྱང༌། དེ་ལ་ཏིང་4)ངེ་འཛིན་གང་ཆོས་དེ་རྣམས་ཀིྱས་
5)ཡོངས་སུ་སེྐྱད་6)པར་འགྱུར་བའི་ཏིང་ངེ་འཛིན་དེ་7)གང་ཞེ་ན། འདི་ལྟ་སྟེ། ད་ལྟར་གིྱ་8)སངས་རྒྱས་མངོན་སུམ་9)དུ་བཞུགས་པ་ཞེས་བྱ་བའི་ཏིང་ངེ་
འཛིན་ཏོ། །བཟང་སོྐྱང༌། ད་ལྟར་གིྱ་སངས་རྒྱས་མངོན་སུམ་10)དུ་བཞུགས་པ་ཞེས་བྱ་བའི་ཏིང་ངེ་འཛིན་དེ་ཡང་11)གང་ཞེ་ན། བཟང་སོྐྱང༌། དེ་ལ་དགེ་





32)ད་ལྟར་བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའི་ཚོགས་ཀིྱས་33)ཡོངས་སུ་34)བསོྐར་ཅིང་མདུན་35)དུ་བདར་ཏེ་བཞུགས་སོ། །36)འཚོའོ། །37)གཞེས་སོ། །38)ཆོས་
ཀྱང་སྟོན་ཏོ།39) སྙམ་དུ་ཡིད་ལ་བྱེད་དེ40)། དེས་ཀྱང་སེམས་མ་གཡེངས་པས་དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་ཡིད་ལ་བྱེད་དོ།། 
1) PhaU omit ། 2) Pha བཏིང་ 3) Pha བསེྐྱད་ 4) Pha བཏིང་ 5) P ཀིྱ་, Pha ཀིྱ། 6) Pha བསེྐྱད་ 7) SPha omit དེ་ 8) Pha གྱིས་ 9) Pha 
omits སུམ་ 10) Pha omits སུམ་ 11) L དེ་འང་ for དེ་ཡང་ 12) Pha omits དགེ་སོླང་ངམ། 13) P omits དག་ེསོླང་མ་འམ། 14) P གྱུར་ 15) 
Pha དེ་ཅིག་བུ་ for དེས་གཅིག་པུ་ 16) Pha inserts ། 17) Pha inserts ། 18) Pha omits ། 19) PLPha insert ཏུ་ 20) Pha པ་ for དེ་ 21) 
U inserts ། 22) Pha སྤྱོད་ཅིང་མཆོ་གཞེས། for གནས་ཏེ་འཚོ་ཞིང་གཞེས་ལ་ 23) NL པ་འདི་, P པ་ for ། 24) Pha omits རྣམ་པས་ 25) Pha ཀིྱས་ 
26) U inserts ། 27) Pha བེྱ་བ་ཁྲག་ཁྲགི་ཕྲག་བརྒྱས་འདས་པ་ན། for འདི་ནས་ནུབ་ཕོྱགས་ལོགས་སུ་སངས་རྒྱས་ཀིྱ་ཞིང་བེྱ་བ་ཕྲག་འབུམ་འདས་པ་ན་, U inserts ། 
28) Pha གྱིས་ 29) PhaU insert ། 30) P omits པ་ 31) P omits པར་ 32) LU insert །, Pha ཚེ་དཔག་ཏུ་མེད་ང་ for ཚེ་དཔག་མེད་དེ་ 33) 
Pha བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་མང་པོས་ for བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའི་ཚོགས་ཀིྱས་ 34) Pha omits ཡོངས་སུ་ 35) P འདུན་ 36) PhaU omit །། 37) PhaU 





T 418, 905a10–a17: 
佛告颰陀和。譬如⼈臥出於夢中⾒所有⾦銀珍寶⽗⺟兄弟妻⼦親屬知識相與娯樂喜樂無輩(←背 1))。
其覺以 2)爲⼈説之。後 3)⾃涙出念夢中所⾒。如是颰陀和菩薩。若沙⾨⽩⾐。所聞⻄⽅阿彌陀佛刹。
當 4)念彼⽅佛。不得缺戒。⼀⼼念。若⼀ 5)晝夜。若七⽇七夜。過七⽇以 6)後。⾒阿彌陀佛。於覺不
⾒。於夢中⾒之。 
1) 輩=背＜三＞ . 2) 以=已＜三＞＜知＞ . 3) 後=復＜知＞ . 4) 當=常＜三＞ . 5) ⼀+(⽇)＜三＞＜知＞ .        
6) 以=已＜三＞＜知＞. 
T 417 - 





1) 愛=受＜聖＞. 2) 饜=厭＜三＞＜宮＞. 3) 聞=問＜三＞＜宮＞＜聖＞. 4) 可=亦＜元＞＜明＞. 













PSS 27, D 11a7, N 18b2, P 11b4, L 16ba6, S 310a7, Pha 133b3, U 265a3: 
བཟང་སོྐྱང༌། འདི་ལྟ་སྟེ་དཔེར་ན་1)སེྐྱས་པའམ།2) བུད་མེད་གང་ལ་ལ་ཞིག་ཉལ་བའི་རྨི་3)ལམ་དུ་4)གཟུགས་ཀིྱ་5)རྣམ་པ་མཐོང་སྟེ། དངུལ་ལམ།6) 
གསེར་རམ།7) མཛའ་བཤེས་སམ8)། ཉེ་དུའམ།9) སྣག་གི་10)གཉེན་མཚམས་སམ། མཛའ་བོ11)འམ་12)། ཡིད་དུ་འོང་13)བ་དང༌། སྡུག་པ་
དང༌།14) མི་འཐུན་15) པ་མེད་པ་དག་མཐོང་ལ། དེ་16)རྨི་ལམ་ན་17)དེ་དག་དང་ལྷན་ཅིག་ཏུ་རེྩ་ཞིང་18)དགའ་ལ་19)དགའ་དགུར་20)སྤྱོད་ཅིང་སྨྲ་
བ་21)ཀུན་ཏུ་སྨྲ་བར་22)རྨིས་པ་ལས་23)དེ་24)སད་ནས་ཇི་ལྟར་མཐོང་བ་དང༌།25) ཐོས་པ་དང༌།26) བྱེ་བྲག་ཕྱེད་པ་དང༌། རྣམ་པར་ཤེས་པ་དང༌།27) 
སྨྲས་པ་དང༌།28) ཀུན་ཏུ་སྨྲས་པ་དེ་ཐམས་ཅད་གཞན་དག་29)ལ་ཡང་བརྗོད་30)ཅིང༌།31) དེ་རྨི་ལམ་གིྱ་32)མཚན་མ་རྗེས་སུ་དྲན་པས་མཆི་33)མ་བླག་
34)པར་བྱེད་པ་35)དེ་བཞིན་དུ།36) བཟང་སོྐྱང༌། 37)བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་38)ཁིྱམ་པའམ།39) རབ་ཏུ་བྱུང་བ་ཡང་40)རུང་41)གཅིག་པུ་42)དབེན་
པར་སོང་སྟེ་43)འདུག་ལ། དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་དགྲ་བཅོམ་པ་ཡང་དག་པར་རོྫགས་པའི་སངས་རྒྱས་ཚེ་དཔག་44)མེད་45)ཇི་སྐད་དུ་46)ཐོས་པའི་རྣམ་
པས་ཡིད་ལ་བྱས་ཏེ།47) ཚུལ་ཁིྲམས་ཀིྱ་ཕུང་པོ་ལ་སོྐྱན་48)མེད་ཅིང༌49)དྲན་པ་གཡེང་50)བ་མེད་པར་ཉིན་ཞག་གཅིག་གམ། གཉིས་སམ། གསུམ་




1) Pha omits དཔེར་ན་, U inserts ། 2) Pha omits ། 3) Pha སྨི་ 4) Pha ན་ for དུ་ 5) Pha ཀིྱས་ 6) Pha འམ་ for ལམ། 7) Pha འམ་ 
for རམ། 8) Pha བྱམས་པའམ། for མཛའ་བཤེས་སམ། 9) Pha གཉེན་ནམ་ for ཉེ་དུའམ། 10) Pha གྱིས་ 11) Pha འཛའོ་ for མཛའ་བོ་ 12) 
DNPLPha དང་ 13) Pha འོངས་ 14) Pha omits ། 15) PLU མཐུན་ 16) Pha inserts ལ་ 17) Pha དུ་ for ན་ 18) Pha omits ཞིང་ 19) 
Pha omits ལ་ 20) L མགུར་, Pha ཡོངས་སུ་ for དགའ་དགུར་ 21) DSU omit བ་, Pha བར་ 22) Pha omits ཀུན་ཏུ་སྨྲ་བར་ 23) PhaU 
insert ། 24) P ད་ 25) PhaU omit ། 26) U omits ། 27) Pha ཤེས་པ་དང་རོྟག་པ་དང་། for བེྱ་བྲག་ཕེྱད་པ་དང༌། རྣམ་པར་ཤེས་པ་དང༌། 28) PhaU 
omits ། 29) NPL omit དག་ 30) P རོྗད་ 31) PhaU omit ། 32) Pha གྱསི་ 33) Pha འཆི་ 34) em. DNPLSPhaU ཀོླག་ 35) Pha བེྱད་
དོ།། 36) Pha omits དེབཞིན་དུ། 37) Pha inserts དེ་ 38) N inserts མ།, PL insert འམ་ 39) Pha omits ། 40) L འང་ 41) PhaU 
inserts ། 42) NPL ཏུ་, Pha བུར་ 43) Pha inserts ། 44) Pha inserts ཏུ་ 45) Pha inserts པ་ 46) Pha omits སྐད་དུ་ 47) Pha སྟེ། 
48) Pha སེྐྱན་ 49) PhaU insert ། 50) Pha གཡེངས་ 51) P འམ།, Pha འམ་ for མམ། 52) Pha omits ། 53) Pha འམ། 54) Pha inserts 
ཏུ་ 55) NPL པ་, U omits ། 56) U omits དེ་ 57) Pha omits ཡོངས་སུ་ 58) P ནང་ 59) L omits ། 60) Pha inserts ཏུ་ 61) Pha 






T 418, 905a17–a27: 




1) (⼈)−＜三＞＜知＞. 2) 内+(亦)＜三＞. 3) 弊=蔽＜知＞. 4) 國+(境)＜三＞＜知＞. 5) 闢 =避＜知＞ .     
6) 弊=蔽＜知＞. 7) (爾)+乃＜知＞. 
























PSS 28, D 11b5, N 19a5, P 12a2, L 17a7, S 311a1, Pha 134a4, U 265b3: 
བཟང་སོྐྱང༌། འདི་ལྟ་སྟེ1)དཔེར་ན་2)བུད་མེད་དམ་3)སེྐྱས་པ་ཉལ་བའི་རྨི་ལམ་ན་བདག་ཉིད་ཁིྱམ་ན་འདུག་པར་ཡང་མི་ཤེས། ཕྱོགས་ན་འདུག་པར་ཡང་
མི་ཤེས་ཤིང༌4)། དེའི་མིག་གི་5)དབང་པོ་ལ་རིྩག་6)པས་སིྒྲབ་7)པར་ཡང་8)མི་བྱེད། མུན་པ་དང༌9)རབ་རིབ་ཏུ་ཡང་10)མི་བྱེད་པ་དེ་བཞིན་དུ།11) 
བཟང་སོྐྱང༌། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པོ་དེ་ཡང་12)ཇི་ལྟར་འཇིག་རྟེན་གིྱ་13)བར་དག་གིས་སིྒྲབ་14)པར་ཡང་མི་བྱེད15)། རིའི་





40)ཤེས་ལ། ཆོས་ཀྱང་ཉན་ཏོ། །འཆད་པ་ཐོས་ནས་ཀྱང་ཆོས་དེ་དག་ཀུན་འཛིན་ཏོ། །ཀུན་ཆུབ་པར་བྱེད་དོ། །འཛིན་པར་བྱེད་དོ། །བཅོམ་ལྡན་འདས་དེ་
བཞིན་གཤེགས་པ་དགྲ་བཅོམ་པ་ཡང་དག་པར་རོྫགས་པའི་སངས་རྒྱས་ཚེ་དཔག་41)མེད་42)དེ་43)ལ་44)བཀུར་སྟིར་45)བྱེད་དོ། །བླ་མར་བྱེད་དོ། །རི་
མོར་བྱེད་དོ། །མཆོད་པར་བྱེད་དོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་46)དེ་47)ཏིང་ངེ་འཛིན་དེ་ལས་ལངས་ནས་ཀྱང་ཇི་48)སྐད་དུ་ཐོས་པ་དང༌། ཇི་ལྟར་བཟུང་བ་
དང༌། ཇི་ལྟར་ཀུན་ཆུབ་པར་བྱས་པའི་49)ཆོས་དེ་དག་གཞན་དག་50)ལ་51)ཡང་52)རྒྱ་ཆེར་ཡང་དག་པར་འཆད་དོ།། །། 
1) Pha inserts ། 2) U insert ། 3) U inserts ། 4) Pha ཤིག 5) Pha གྱསི་ 6) NP བརྩིག་ 7) Pha བསིྒྲབས་ 8) U omits ཡང་ 9) Pha 
inserts ། 10) L འང་, Pha དང་། འམ་ for ཏུ་ཡང་ 11) Pha omits ། 12) L འང་ 13) Pha གྱིས་ 14) U བསིྒྲབ་ 15) Pha ཤེས་ 16) U དེའི་ 
for རིའི་ 17) U omits ། 18) Pha འཁོར་ 19) Pha འཁོར་ 20) Pha གྱསི་ 21) U པ་ 22) Pha omits མི་ 23) Pha omits དེ་ལྟར་ 24) U 
inserts ། 25) L འང་ 26) Pha བས་ 27) Pha inserts ། 28) Pha ཉམ་ 29) L འང་ 30) Pha inserts དེ་ལ་ 31) Pha omits གྱི་ 32) Pha 
omits དེར་ 33) L འང་ 34) Pha གྱིས་ 35) Pha གྱིས་ 36) Pha inserts ཏུ 37) Pha inserts པ་ 38) U inserts ། 39) Pha གྱིས་ 40) 
PhaU insert ཡང་ 41) Pha insert ཏུ 42) Pha inserts པ་ 43) NPLS omit དེ་ 44) Pha inserts ། 45) Pha ཏི་, U བསྟིར་ 46) Pha 










持三⼈以 5)付。若持是事爲⼈ 6)説經。使解此慧⾄不退轉地得 7)無上正眞道。然後得佛號⽈善覺。 
1) 若=如＜三＞＜知＞. 2) 梨=利＜三＞＜知＞. 3) 陂=婆＜三＞＜知＞. 4) 各各思念之=三⼈皆在羅閲念＜三＞,  
各各思念＜知＞. 5) 以=已＜三＞＜知＞. 6) (⼈)−＜三＞＜知＞. 7) (得)−＜三＞＜知＞. 









習婬 3)法。曉 4)竟便寤故。識如問(←聞 5))如知。拔陂。爲汝説如是。從是因縁如是法説。從是不還受
別 6)於無上覺道。我復爲其説。當來於後久遠。當名爲善寤如來無所著正覺。其⼈但得恣意⾒。想如
是正⾒如是菩薩。 
1) 隨=墮＜三＞＜宮＞. 2) 婬=淫＜聖＞. 3) 婬=淫＜聖＞. 4) 曉=燒＜聖＞. 5) 問=聞＜三＞. 6) 別=莂＜元＞＜明＞. 























དེ་དང་ཡང་47)བྲལ་བར་གྱུར་པར་48)རྨིས་སོ། །དེ་དག་སད་ནས་ཇི་ལྟར་མཐོང་བ་དང༌།49) ཐོས་པ་དང༌། ཤེས་པ་དང༌།50) རྟོགས་51)པའི་རྨི་ལམ་





1) S omits བམ་པོ་གཉསི་པ།, Pha ད་ལྟར་གྱསི་སངས་རྒྱས་མངོན་དུ་བཞག་པའི་ཏིང་ངེ་འཛིན། །བམ་པོ་གཉིས་པའོ།། 2) Pha inserts ། 3) PhaU inserts ། 
4) PhaU insert ། 5) Pha གྱསི་ 6) U inserts ། 7) LPha ཚོང་ 8) NL བཟང་ 9) P ཤེས་ 10) Pha རྨད་ 11) LPha ཚོང་ 12) Pha འབྲ་ 
13) Pha གྱསི་ 14) Pha རྨད་ 15) LPha ཚོང་ 16) L ཨུཏྤ་ལའི་, Pha ཨུད་དཔ་ལའི་ 17) Pha བར་ 18) Pha omits དེ་དག་ 19) PhaU inserts ། 
20) Pha ར་ེརེ་ for སོ་སོ་ 21) Pha འགྱུར་ 22) Pha གྱི། 23) Pha inserts བུ་དེ་རྣམས་ཀིྱས་ 24) LPha ཚོང་ 25) Pha omits ནི 26) Pha omits 
དང་ 27) U ཀིྱ་ for དང་ 28) Pha inserts ། 29) Pha ཀིྱས་ 30) NPL བསེྐྱད་, Pha སེྐྱས་ 31) Pha omits ཕིྱ་ 32) PhaU omit དེ་ 33) 
LPha འང་ 34) LPha ཚོང་ 35) Pha གྱིས་ 36) Pha སྙམས་ 37) Pha inserts ། 38) Pha བསེྐྱད་ 39) U inserts ། 40) Pha omits སེྐྱས་བུ་ 
41) Between ཀྱང་ and རིྨ་ P inserts two circles rather like the symbol for Skt. visarga, PhaU insert ། 42) Pha རྨད་ 
43) LPha ཚོང་ 44) Pha ཏེ། 45) NPL བརེྟན་, Pha བསྟན་ 46) U omits ། 47) Pha inserts མ་ 48) D inserts ཡང་ 49) Pha omits ། 
50) Pha omits ། 51) N རོྟག་ 52) Pha omits ན་ 53) PhaU omit ། 54) P རོྗད་ 55) N ཀིྱ་ 56) U inserts ། 57) N omits ཀིྱས་ 58) 
Pha inserts ལུང་འདི་ཉིད་ཀིྱས་ཅི་ནས་ 59) Pha དེ་དག་ for དེ་ལྟ་དེ་ལྟར་ 60) Pha སྟོན་ 61) Pha སེྐྱ་བོ་ for སེྐྱས་བུ་ 62) Pha པ་ 63) U inserts ། 









T 417, 899a27–a29: 
佛⾔。菩薩於此間國⼟。念阿彌陀佛專念故得⾒之。即問。持何法得⽣此國。 
 




















དཔའི་ཏིང་ངེ་འཛིན་དེ་22)ལ་གནས་ཏེ། དེས་དེ་23)བཞིན་གཤེགས་པ་དེ་མཐོང་ནས། བཅོམ་ལྡན་འདས། ཆོས་24)གང་དང་ལྡན་ན།25) བྱང་ཆུབ་
སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པོ་འཇིག་རྟེན་གིྱ་26)ཁམས་འདིར་སེྐྱ་བར་འགྱུར།27) ཞེས་ཞུ་བ་ཞུའོ། །དེ་བཞིན་དུ་སངས་རྒྱས་ཀིྱ་28)ཞིང་གང་དང་
29)གང་དུ་སེྐྱ་བར་འདོད་པ་30)དེའི་ཚེ་31)དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་ལ་ཞུའོ།། 
1) Pha དེ་ 2) Pha གྱིས་ 3) Pha omits སུམ་ 4) U inserts ། 5) Pha གྱིས་, U omits གྱི་ 6) U omits ཁམས་ 7) U inserts ། 8) Pha 
omits པ་ 9) Pha inserts ཏུ་ 10) Pha inserts པ་ 11) Pha omits དེས་ 12) U inserts ། 13) U inserts ། 14) Pha གྱེངས་པར་ for 
གཡེང་བར་ 15) NP འོད་ 16) Pha omits རྫོགས་པའི་སངས་རྒྱས་ཚེ་དཔག་མེད་དེ་ཡང་དག་པར་ 17) NPL དེའི་ 18) Pha omits ཕིྱ་ 19) Pha གྱིས་ 
20) Pha omits སུམ་ 21) Pha པ་ཞེས། for པའི་ 22) DSPhaU omit དེ་ 23) Pha omits དེ་ 24) Pha ཚོགས་ 25) Pha omits ། 26) Pha 











1) (當)−＜三＞＜知＞. 2) 痒=癢＜三＞. 









1) 珞＝絡＜聖＞. 2) 如+(如)＜宮＞. 















PSS 31–32, D 13a1, N 21a4, P 13a5, L 19a3, S 312b4, Pha 136a1, U 267a3: 
དེ་སྐད་ཞུས་ནས་1)བཅོམ་ལྡན་འདས་དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་ཚེ་2)དཔག་མེད་3)དེས་4)བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་དེ་ལ་འདི་སྐད་ཅེས་བཀའ་སྩལ་ཏོ། །རིགས་ཀིྱ་
བུ།5) སངས་རྒྱས་རྗེས་སུ་དྲན་པ་6)ཀུན་ཏུ་བསྟེན།7) ངེས་པར་བསྟེན་8)ཅིང་བསོྒམས་ལ་མང་དུ་བྱས་ན།9) འཇིག་རྟེན་གིྱ་10)ཁམས་འདིར་སེྐྱ་བར་བྱེད་
དོ། །སངས་རྒྱས་རྗེས་སུ་དྲན་པ་ཀུན་ཏུ་བསྟེན།11) ངེས་པར་བསྟེན་12)ཅིང་བསོྒམས་13)ལ་མང་དུ་བྱས་ན།14) སངས་རྒྱས་ཀིྱ་15)ཞིང་འདིར་སེྐྱ་བར་
འགྱུར་རོ། །རིགས་ཀིྱ་བུ།16) དེ་ལ་སངས་རྒྱས་རྗེས་སུ་དྲན་པ་དེ་གང་ཞེ་ན། འདི་ལྟ་སྟེ། གང་17)དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་ཡིད་ལ་བྱེད་པ་སྟེ18)། འདི་
ལྟར་དེ་ནི་19)དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་དགྲ་བཅོམ་པ་ཡང་དག་པར་རོྫགས་པའི་སངས་རྒྱས།20) རིག་པ་21)དང་ཞབས་སུ་ལྡན་པ། བདེ་བར་གཤེགས་པ། 
འཇིག་རྟེན་མཁེྱན་པ། སེྐྱས་བུ་འདུལ་བའི་ཁ་ལོ་སྒྱུར་བ། བླ་ན་མེད་པ།22) ལྷ་དང་མི་རྣམས་ཀིྱ་23)སྟོན་པ།24) སངས་རྒྱས་བཅོམ་ལྡན་འདས།25) 
སེྐྱས་བུ་ཆེན་པོའི་26)མཚན་སུམ་ཅུ་27)རྩ་གཉིས་དང༌28)གསེར་གིྱ་མདོག་ལྟ་བུའི་སྐུ་དང་ལྡན་པ།29) གསེར་གིྱ་30)གཟུགས་འཚེར་ཞིང་གསལ་ལ་
ལེགས་པར་གནས་པ་དང་31)འདྲ་བ། རིན་པོ་ཆེའི་མཆོད་སྡོང་32)ལྟར་ཤིན་ཏུ་བརྒྱན་33)པ། ཉན་ཐོས་ཀིྱ་34)དགེ་འདུན་གིྱ་ནང་ན་ཆོས་ཀྱང་སྟོན་ཏེ།35) 
ཅི་ནས་ཀྱང་ཆུད་མི་ཟ་བ་དེ་ལྟར་སྟོན་ཏོ། །ཅི་ཞིག་ཆུད་མི་ཟ་ཞེ་ན།36) ས་37)ཆུད་མི་གཟོན་38)ཏོ39)། །ཆུ་དང༌།40) མེ་དང༌།41) རླུང་དང༌།42) 
འབྱུང་པོ་དང༌།43) ལྷ་དང༌།44) བྲམ་ཟེ་དང༌། སེྐྱ་དགུའི་45)བདག་པོ་ཆུད་མི་གཟོན་46)ཏོ། །གཟུགས་ཆུད་མི་47)གཟོན་ཏོ། །ཚོར་བ་དང༌།48) འདུ་
ཤེས་དང༌། འདུ་བྱེད་49)དང༌།50) རྣམ་པར་ཤེས་པ་ཆུད་མི་གཟོན་51)ཏོ52)། །དེ་53)དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་རོླམ་སེམས་སུ་མི་བྱེད། མི་དམིགས།54) 
མངོན་པར་མི་ཆགས། ཡང་དག་པར་མི་ཤེས། མི་རྟོག55) རྣམ་པར་མི་རྟོག །56)ཡང་དག་པར་རྗེས་སུ་མི་མཐོང་སྟེ། གང་དེ་ལྟར་དེ་བཞིན་གཤེགས་
པ་མི་དམིགས་པར་57)ཡིད་ལ་བྱེད་པས་58)སྟོང་པ་ཉིད་ཀིྱ་59)ཏིང་ངེ་འཛིན་ཐོབ་པ་དེ་ནི་སངས་རྒྱས་རྗེས་སུ་དྲན་པ་ཞེས་བྱ་སྟེ། 
1) Pha པས་ 2) NP འོད་ 3) Pha མཐའ་ཡས་ for ཚེ་དཔག་མེད་ 4) PhaU insert ། 5) PhaU omit ། 6) Pha inserts ། 7) Pha བསྟན་ for 
བསྟེན། 8) Pha བསྟན་ 9) Pha omits ། 10) Pha གྱིས་ 11) Pha བསྟན་ for བསྟེན། 12) Pha omits ངེས་པར་བསྟེན་ 13) Pha སོྒམ་ 14) Pha 
omits ། 15) Pha ཀིྱས་ 16) PhaU omit ། 17) Pha inserts ན་ 18) Pha དེ་ 19) NPL omit དེནི་, Pha འདི་ལྟར་འདི་ནི་ for འདི་ལྟར་དེ་ནི་ 
20) PhaU omit ། 21) Pha མཁྱེན་པ་ for རགི་པ་ 22) Pha བླ་ན་མེད་པ། སེྐྱས་བུ་འདུལ་བའི་ཁ་ལོ་སྒྱུར་བ། for སེྐྱས་བུ་འདུལ་བའི་ཁ་ལོ་སྒྱུར་བ། བླ་ན་མེད་པ། 
23) Pha ཀིྱས་ 24) Pha omits ། 25) PhaU omit ། 26) Pha པོ་ 27) PPha བཅུ་ 28) PhaU insert ། 29) Pha omits གསེར་གྱི་མདོག་ལྟ་
བུའི་སྐུ་དང་ལྡན་པ།, U omits ། 30) Pha གྱིས་ 31) Pha omits དང་ 32) Pha རིན་པོ་ཆེ་དཀོན་པ་ for རིན་པོ་ཆེའི་མཆོད་སྡོང་ 33) PPha རྒྱན་ 34) Pha 
ཀིྱས་ 35) PhaU ཏོ།། 36) Pha omits ། 37) Pha omits ས་ 38) Pha གཟད་, U གསནོ་ 39) NP ནོ་ 40) PhaU omit ། 41) PhaU omit ། 
42) U omits ། 43) U omits ། 44) Pha omits ལྷ་དང༌། 45) L རྒུའི་ 46) Pha གཟན་, U གསོན་ 47) Pha མ་ 48) Pha omits ། 49) Pha 
བེད་ 50) Pha omits ། 51) Pha བསན་, U ཟོན་ 52) P ཏེ། 53) NPL omit དེ་ 54) Pha omits ། 55) Pha ཡང་དག་པར་མི་རོྟག for ཡང་དག་






T 418, 905b19–b23: 
佛告颰陀和菩薩。於三昧中誰當證 1)者。我弟⼦摩訶迦葉。因坻達菩薩。須眞天⼦。及時知是三昧者。
有⾏得是三昧者。是爲證。何等爲證。證是三昧知爲空定 2)。 
1) 證+(得)＜三＞＜知＞. 2) 定=空＜知＞. 
T 417, 988b06–b08: 
佛告颰陀和。是菩薩三昧誰證者。我弟⼦摩訶迦葉因坻達須眞天⼦。及時知者。有⾏得者。是爲證也。 




1) 使=便＜聖＞. 2) 別=莂＜元＞＜明＞. 3) 餘=能＜宋＞＜宮＞. 









PSS 32, D 13a7, N 21b7, P 13b4, L 19b6, S 313a6, Pha 136b3, U 267b6: 
བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་དེ་ཏིང་ངེ་འཛིན་དེ་1)བསོྒམས་ཤིང་ཏིང་ངེ་འཛིན་དེ་ལ་མཉམ་2)པར་བཞག་3)ནས། ཏིང་4)ངེ་འཛིན་དེ་ལས་ལངས་5)ཏེ།6) བཟང་
སོྐྱང༌། ཁོྱད་གང་ན་བ་དེར་སོང་ནས་7)ཕྱིན་པ་དང་།8) ཏིང་ངེ་འཛིན་འདི་9)བརྗོད་10)དོ། །བཟང་སོྐྱང༌། དེ་ལ་ཁོྱད་ཀིྱས་11)ཅི་ནས་ཀྱང་བྱང་ཆུབ་སེམས་
དཔའ་དེ་བླ་ན་མེད་པ་ཡང་དག་པར་རོྫགས་པའི་བྱང་ཆུབ་ལས་ཕྱིར་མི་ལྡོག་པར་འགྱུར་བ་དེ་ལྟ་དེ་ལྟར་ཆོས་སྟོན་ཏོ། །དེ་ལ་ངས་ཀྱང་སེྐྱས་བུ་དེ་ནི་མ་འོངས་
པའི་དུས་ན་12)དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་དགྲ་བཅོམ་པ་ཡང་དག་པར་རོྫགས་པའི་སངས་རྒྱས་སྤོབས་13)པ་རེྙད་པ་ཞེས་བྱ་བར་འགྱུར་རོ།14) ཞེས་ལུང་སྟོན་
ཏོ། །བཟང་སོྐྱང༌། ཁོྱད་ཉིད་དང༌།15) གནས་བརྟན་16)འོད་སྲུང་ཆེན་པོ་དང༌།17) བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་དབང་པོས་བྱིན་དང༌། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་
མཚམས་བཟངས་18)དང༌། གཞན་ཡང་བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་གང་དག་གིས་19)ཏིང་ངེ་འཛིན་འདི་ཐོབ་པ་20)རྣམས་21)ཏིང་ངེ་འཛིན་འདི་ལས་
22)དབང་དུ་གྱུར་པ་ཡིན་ཏེ། 
1) Pha omits ཏིང་ངེ་འཛིན་དེ་ 2) Pha སོྙམ་ 3) PU གཞག་ 4) Pha གཏིང་ 5) Pha ལང་ 6) Pha སྟེ། 7) Pha inserts ། 8) Pha omits ། 9) 
NPL དེ་ 10) P རོྗད་ 11) PPha omits ཀིྱས་ 12) PhaU insert ། 13) Pha སྲོབས་ 14) U omits ། 15) Pha omits ། 16) Pha རེྟན་ 17) 










當念有亦無。我所⽴如想空。當念佛⽴如以珍寶倚 4)琉璃 5)上。菩薩如是⾒⼗⽅無央數佛清淨。 
1) (過)+去＜三＞. 2) 飮⾷=飯⾷＜三＞＜知＞. 3) 耶=邪＜知＞. 4) 倚=致＜宋＞, 琦＜知＞. 5) 琉璃=瑠璃＜三＞ 
＜知＞, 下同. 
T 417, 899b08–b10: 
如是颰陀和。欲得⾒⼗⽅諸現在佛者。當⼀⼼念其⽅。莫得異想。如是即可得⾒。 
 





1) 曠=廣＜聖＞. 2) 別=莂＜元＞＜明＞. 












PSS 32–33, D 13b3; N 22a6; P 13b7; L 20a3; S 313b4; Pha 136b8; U 268a2: 
བཟང་སོྐྱང༌། སོྔན་བྱུང་བ་1)འདས་པའི་དུས་ན་2)སེྐྱས་བུ་གཅིག་ཅིག་3)དགོན་པའི་མྱ་ངམ་4)ཞིག་ཏུ་སོང་བ་དང༌། དེ་བཀེྲས་ཤིང་5)སོྐམས་6)ནས་རྨུགས་
པ་དང༌7)གཉིད་ཀིྱས་ནོན་8)ཏེ། དེ་9)ཉལ་བ་དང༌།10) རྨི་ལམ་ན་བཟའ་11)བ་དང༌12)བཏུང་བ་མང་པོ་ཞིག་རེྙད་དོ། །རེྙད་ནས་ཀྱང་ཇི་ཙམ་13)ཆོག་
14)པར་ཟོས་ཏེ། བཀེྲས་པ་དང༌སོྐམ་པ་དེ་དག་ཀྱང་མེད་པར་གྱུར་ཏོ། །དེ་སད་པ་དང༌།15) ལུས་དང་ལྟོ་16)མ་རྒྱས་པར་གྱུར་ནས། དེ་17)འདི་སྙམ་
དུ།18) འདི་ལྟ་སྟེ་19)རྨི་ལམ་དང་20)འདྲ་བ་དེ་21)ལྟ་བུའི་ཆོས་ཤིག་22)ཡོད་དོ།23) སྙམ་སྟེ། དེ་དེ་ལྟར་རྟོགས་པས་མི་སེྐྱ་བའི་ཆོས་ལ་བཟོད་པ་ཐོབ་
པར་གྱུར་ཏོ།24) །བླ་ན་མེད་པ་ཡང་དག་པར་རོྫགས་པའི་བྱང་ཆུབ་ལས་25)ཀྱང་26)ཕྱིར་མི་ལྡོག་པར་གྱུར་ཏོ།27) །བཟང་སོྐྱང༌། དེ་བཞིན་དུ་བྱང་ཆུབ་
སེམས་དཔའ་ཁིྱམ་པ་འམ། རབ་ཏུ་བྱུང་བ་ཡང་28)རུང༌།29) ཕྱོགས་གང་དང་གང་ན་དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་བཞུགས་པར་30)ཐོས་པའི་31)ཕྱོགས་དེ་དང་




1) Pha omits སོྔན་བྱུང་བ་ 2) Pha inserts འབྱུང་བ་, U inserts ། 3) Pha omits ཅིག་ 4) PhaU ངན་ 5) Pha པ་དང་ for ཤིང་ 6) NPLU 
སོྐམ་ 7) U inserts ། 8) U གནོན་ 9) NPL omit དེ་ 10) Pha དེ་ལ་ལ་བ་དང་ for དེ་ཉལ་བ་དང་། 11) Pha གཟའ་ 12) U inserts ། 13) Pha 
inserts གྱིས་ 14) Pha ཆགས་ 15) PhaU ཡང་ for ། 16) Pha ལོ་ 17) Pha ང་ 18) PhaU omit ། 19) PhaU insert ། 20) Pha omits 
དང་ 21) Pha འདི་ 22) Pha ཞིག་ 23) Pha omits དོ།, U omits ། 24) Pha འགྱུར་རོ། 25) Pha omits ལས་ 26) NPLPha omit ཡང་ 
27) Pha འགྱུར་རོ། 28) L འང་ 29) U omits ། 30) Pha པའི་ 31) Pha omits ཐོས་པའི་ 32) Pha omits དེ་ལོགས་སུ་ 33) Pha omits ། 34) 
PhaU དེ་ 35) Pha དེ་ 36) Pha བྱ་སྟེ། for བྱའི།, U omits ། 37) Pha omits ནམ་མཁའི་འདུ་ཤེས་སུ་བྱ་སྟེ། 38) U inserts ། 39) Pha ཀིྱས་ 40) 











T 417, 899b10–b14: 
譬如⼈遠出到他郡國。念本郷⾥家室親族。其⼈於夢中歸到故郷⾥。⾒家室親屬。喜共⾔語。覺爲知
識説之如是。佛⾔。菩薩聞佛名字欲得⾒者。常念其⽅即得⾒之。 





1) (遊)+戲＜三＞＜宮＞. 2) 如=知＜三＞＜宮＞＜聖＞. 











PSS 33–34, D 14a1, N 22b7, P 14a5, L 20b3, S 314a4, Pha 137b1, U 268b2: 
བཟང་སོྐྱང༌། འདི་ལྟ་སྟེ་1)དཔེར་ན་2)སེྐྱས་བུ་ལ་ལ་ཞིག་རང་སེྐྱས་པའི་3)ཡུལ་ནས་4)ལྗོངས་ཀིྱ་5)ཕྱོགས་གཞན་ཞིག་ཏུ་སོང་སྟེ་ཕྱིན་པ་དང༌། རང་སེྐྱས་
པའི་ཡུལ་དེ་རྗེས་སུ་དྲན་ནས།6) 7)ཇི་ལྟར་མཐོང་བ་དང༌།8) ཐོས་པ་དང༌།9) ཤེས་པ་དང༌།10) རྟོགས་པའི་ཆོས་རྣམས་ཡིད་ལ་བྱེད་པ་ལས་11)རྨུགས་
པ་དང༌གཉིད་ཀིྱས་12)ནོན་ཏེ། དེ་ཉལ་བ་དང༌། རྨི་ལམ་ན་13)རང་སེྐྱས་པའི་ཡུལ་དུ་སོང་ནས་14)དེ་ན་བདག་ཉིད་འདུག་པ་སྙམ་དུ་15)ཤེས་ཤིང༌།16) 
ཇི་17)ལྟར་སོྔན་18)མཐོང་19)བ་དང༌། ཐོས་པ་དང༌། བྱེ་བྲག་ཕྱེད་པ་དང༌།20) རྣམ་པར་ཤེས་པ་དེ་དག་ཀྱང་མཐོང་ངོ༌། །དེ་ན་21)འགོྲ་ཞིང་ལྡོག་པ་དག་
ཀྱང་བྱེད་དོ། །དེ་སད་པ་དང་།22) 23)གཉེན་འདབ་24)དང༌།25) མཛའ་བཤེས་དང༌།26) ཉེ་དུ་དང༌།27) སྣག་གི་28)གཉེན་29)མཚམས་རྣམས་ཀིྱ་
ནང་དུ།30) ང་31)ནིའདི་ལྟར་སོང་32)སོང་ངོ༌། །ངས་ནི་འདི་དག་33)མཐོང་ངོ༌། །དེར་ངས་ནི་འདི་དག་མྱོང་ངོ༌།34) ཞེས་དོན་དེ་དག་ཀྱང་བརྗོད་




1) PhaU insert ། 2) PhaU insert ། 3) Pha སེྐྱ་བའི་ for སེྐྱས་པའ་ི 4) Pha omits ནས་, U inserts ། 5) Pha inserts ། 6) Pha 
omits ། 7) Pha inserts དེ་ 8) U omits ། 9) Pha omits ཐོས་པ་དང༌། 10) Pha omits ། 11) PhaU insert ། 12) Pha ཀིྱ་ 13) Pha 
inserts ། 14) PhaU insert ། 15) Pha omits སྙམ་དུ་ 16) PhaU omit ། 17) Pha omits ཇི་ 18) P མངོན་, Pha omits སོྔན་ 19) Pha 
ཐོང་ 20) Pha རོྟགས་པ་དང་ for བེྱ་བྲག་ཕེྱད་པ་དང༌། 21) Pha omits ན་ 22) U omits ། 23) Pha inserts ནང་གིས་སེྐྱ་བོ་དང་། གྲོགས་པོ་དང་ 24) 
PU མདབ་, Pha omits འདབ་ 25) Pha omits ། 26) Pha omits མཛའ་བཤེས་དང༌།, U omits ། 27) Pha omits ཉེ་དུ་དང༌། 28) Pha གིས་ 
29) P མཉེན་, Pha གཉན་ 30) PhaU omit ། 31) Pha omits ང་ 32) Pha omits སོང་ 33) Pha inserts ཀྱང་ 34) Pha omits ངོ་།, U 
omits ། 35) D རོྗད་ 36) Pha inserts ། 37) L འང་ 38) NPL པ་ 39) NPL omits དེ་ 40) Pha གཡེངས་ 41) Pha inserts དང་ 42) U 






















1) 亦=⾚＜三＞＜宮＞＜聖＞. 2) 倚=猗＜宋＞＜宮＞. 











PSS 34–35, D 14a5, N 23b1, P 14b2, L 21a3, S 314b4, Pha 138a1, U 269a2: 
བཟང་སོྐྱང༌། འདི་ལྟ་སྟེ་1)དཔེར་ན་2)དགེ་སོླང་མི་སྡུག་པ་སོྒམ་པ་ཞིག་གིས་མདུན་ན་3)རྣམ་པར་བམ་པའི་4)གཟུགས་རྣམས་མཐོང་ཞིང་།5) རྣམ་པར་
སོྔས་6)པ་དང༌། རྣམ་བར་རྣགས་7)པ་དང༌། རྣམ་པར་དམར་བ་དང༌། རྣམ་པར་ཟོས་8)པ་དང༌། ཤ་རྣམས་པགས་9)པ་འམ། ཤ་དང་ཁྲག་མེད་པ་འམ། 
དཀར་པོ་འམ། ཁ་དོག་10)དུང་དང་འདྲ་བ་འམ། ཀེང་རུས་ཤིག་མདུན་དུ་མཐོང་ན།11) རྣམ་པར་སོྔས་པ་ནས་12)ཀེང་རུས་ཀིྱ་13)བར་དུ་དེ་དག་གང་





ན། བཟང་སོྐྱང༌། འདི་ལྟ་སྟེ། སངས་རྒྱས་མཐོང་བ་འཐོབ་24)པར་འགྱུར་བ་འདི་ནི་25)ཏིང་ངེ་འཛིན་འདིའི་རྒྱུ་འཐུན་26)པ་ཡིན་ནོ། །ཏིང་ངེ་འཛིན་འདི་
ལ་གནས་པའི་བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་ནི་སངས་རྒྱས་ཀིྱ་27)མཐུ་དང༌།28) རང་གིས་29)དགེ་བའི་རྩ་བའི་30)སྟོབས་བསེྐྱད་པ་དང༌། ཏིང་ངེ་འཛིན་ཐོབ་
པའི་བྱིན་31)དང༌། འདི་དག་གསུམ་ཚོགས་ཤིང་འདུས་པས་དེས་32)དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་རྣམས་མཐོང་ཞིང་སྣང་བར་འགྱུར་རོ།། 
1) U inserts ། 2) PhaU insert ། 3) Pha འདུན་དུ་ for མདུན་ན་ 4) Pha omits རྣམ་པར་བམ་པའི་ 5) Pha སྟེ། for ཞིང་། 6) S བསོྔས་ 7) NP 
བརྣགས་, Pha རུལ་ 8) Pha ཟས་ 9) DSU འཕགས་, N ལྤགས་, Pha རྣམ་པགས་ for རྣམས་པགས་ 10) Pha omits ཁ་དོག་ 11) Pha སྟེ། for ན། 
12) U inserts ། 13) Pha ཀིྱས་ 14) Pha omits ། 15) L འང་ 16) Pha omits ། 17) N འདུན་ 18) Pha ཇི་ for འདི་ 19) Pha inserts ། 
20) Pha omits གང་ན་ 21) Pha ཐོབ་ 22) PhaU inserts ། 23) P omits པར་ 24) Pha ཐོབ་ 25) U inserts ། 26) LPha མཐུན་ 27) Pha 











1) 若=如＜三＞＜知＞. 2) 已如=以＜三＞. 3) (也)−＜三＞＜知＞. 









1) ⿇油=油⿇＜三＞＜宮＞＜聖＞. 2) ⿇=摩＜聖＞. 












PSS 35–36, D 14b4, N 24a3, P 15a1, L 21b5, S 315a6, Pha 138b2, U 269b2: 
བཟང་སོྐྱང༌། འདི་ལྟ་སྟེ་1)དཔེར་ན་2)བུད་མེད་དམ་སེྐྱས་པ་གང་ལ་ལ་མགོ་3)འཁྲུ་ཞིང་རྒྱན་འདོགས་པའི་རང་བཞིན་ཅན་ཞིག་ཡོད་ལ། དེ་འབྲུ་མར་དང་
བའི་སྣོད་དམ་།4) ཆུ་དང་བའི་སྣོད་དམ5)། ཡོངས་སུ་ཕྱིས་པའི་མེ་ལོང་གི་6)དཀིྱལ་འཁོར་རམ། མཐིང་བུས་7)བསྐུས་8)པའི་ས་ཕྱོགས་ལ་བདག་ཉིད་
བལྟ་བར་9)བསམས་10)ནས་11)དེས་དེར་བདག་ཉིད་ཀིྱ་12)གཟུགས་13)མཐོང་ན14)། བཟང་སོྐྱང༌། དེ་ལ་15)ཇི་སྙམ་དུ་སེམས། འབྲུ་མར་དང་པའི་
སྣོད་དམ། ཆུ་དང་བའི་སྣོད་དམ།16) ཡོངས་སུ་ཕྱིས་པའི་མེ་ལོང་གི་17)དཀིྱལ་འཁོར་རམ། མཐིང་བུས་18)བསྐུས་པའི་སའི་19)ཕྱོགས་དེ་ལ་གང་སེྐྱས་
པ་འམ། བུད་མེད་ཀིྱ་20)གཟུགས་སྣང་བ་དེ་སེྐྱས་པ་འམ་21)བུད་མེད་གང་ཡང་22)དེའི་ནང་དུ་སོང་བ་འམ། དེའི་ནང་དུ་ཞུགས་པ་ཡོད་དམ། །བཟང་
སོྐྱང་གིས་གསོལ་པ། །བཙུན་པ་བཅོམ་ལྡན་འདས།23) དེ་ནི་མ་མཆིས་མོད་ཀིྱ24)། བཙུན་པ་བཅོམ་ལྡན་འདས།25) འབྲུ་མར་དང༌26)ཆབ་དེ་དང་
27)ཞིང་28)རོྙག་པ་མ་མཆིས་པ་འམ། 29)མེ་ལོང་གི་30)དཀིྱལ་འཁོར་དེ་ལེགས་པར་ཡོངས་སུ་ཕྱིས་པ་འམ། མཐིང་བུས་བསྐུས་31)པའི་ས་ཆེན་པོ་དེ་
དག་པའི་སླད་དུ་32)གཟུགས་བརྙན་33)མདུན་ན་མཆིས་ཏེ། ཆབ་དང༌།34) འབྲུ་མར་དང༌།35) མེ་ལོང་དང༌། ས་ཆེན་པོ་དེ་ལས་སེྐྱས་པ་འམ་36)བུད་
མེད་ཀིྱ་ལུས་དེ་37)བྱུང་38)བ་འང་མ་ལགས།39) གང་ནས་ཀྱང་མ་མཆིས། 40)གང་དུ་ཡང་41)མ་མཆིས། གང་ནས་ཀྱང་མ་སེྐྱས། གང་དུ་ཡང་
42)མ་འགགས་43)སོ།། 
1) U inserts ། 2) PhaU insert ། 3) Pha inserts བོ་ 4) Pha omits ། 5) Pha inserts ཆུ་དང་ 6) Pha གྱིས་ 7) Pha བུད་ 8) PPha 
སྐུས་ 9) Pha omits བར་ 10) L བསམ་ 11) U inserts ། 12) Pha ཀིྱས་ 13) Pha གཟུང་ 14) Pha ནས་ 15) Pha omits ལ་ 16) Pha 
omits ། 17) Pha ཀིྱས་ 18) Pha བུ་ 19) NPLPha ས་ 20) Pha ཀིྱས་ 21) PhaU insert ། 22) Pha omits ཡང་ 23) PhaU omit ། 24) 
Pha ཀིྱས་ 25) PhaU omit ། 26) U inserts ། 27) Pha དངས་ 28) Pha ཤིང་ 29) Pha inserts བཟང་སོྐྱང༌ 30) Pha གྱསི་ 31) Pha སྐུས་ 
32) Pha inserts བྲུ་མར་གྱི་ 33) Pha གསེྙན་ 34) Pha omits ། 35) Pha omits ། 36) PhaU insert ། 37) NPL omit དེ་ 38) NPLPha 










1) 聞=問＜知＞. 2) 我爲=去＜三＞＜知＞. 



















PSS 36, D 15a1, N 24b4, P 15a6, L 22a5, S 315b6, Pha 139a1, U 270a1: 
བཅོམ་ལྡན་འདས་ཀིྱས་བཀའ་སྩལ་པ། །བཟང་སོྐྱང༌། 1)ལེགས་སོ། །2)ལེགས་སོ། །བཟང་སོྐྱང༌། ཁོྱད་ཡང་ལེགས་སོ། །བཟང་སོྐྱང༌། དེ་དེ་བཞིན་
ནོ། །3)ཇི་སྐད་སྨྲས་པ་4)བཞིན་ཏེ། གཟུགས་5)རྣམས་ཤིན་ཏུ་6)ཡོངས་སུ་དག་པ་ལས་གཟུགས་7)བརྙན་8)རྣམས་སྣང་བར་འགྱུར་རོ། །དེ་བཞིན་དུ་བྱང་
ཆུབ་སེམས་དཔའ་དེ་ཡང་9)ཏིང་ངེ་འཛིན་འདི་ཤིན་ཏུ་བསོྒམས་10)པས་ཚེགས་11)ཆུང་ངུས་12)དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་དེ་13)རྣམས་14)བྱང་ཆུབ་སེམས་
དཔའ་དེས་15)མཐོང་ངོ༌། །མཐོང་ནས་ཀྱང་ཞུ་བ་ཞུ་ཞིང་16)ཞུས་པ་17)ལུང་བསྟན་བས་18)ཡི་19)རངས་པར་འགྱུར་རོ། །དེ་འདི་སྙམ་དུ།20) དེ་བཞིན་
གཤེགས་པ་འདི་ག་ཞིག་ནས་བྱོན་ཏམ།21) །བདག་ག་ཞིག་ཏུ་སོན་ཏམ།22) སྙམ་པ་ལས་23)དེས་དེ་བཞིན་གཤེགས་པ་དེ་གང་ནས་ཀྱང་མ་བྱོན་པར་རབ་
ཏུ་ཤེས་སོ། །བདག་གི་24)ལུས་ཀྱང་25)གང་དུ་ཡང་26)མ་སོང་བར་རབ་ཏུ་27)ཤེས་ནས།28) དེ་འདི་སྙམ་དུ།29) ཁམས་གསུམ་པ་30)འདི་དག་ནི་
སེམས་ཙམ་མོ། །དེ་ཅིའི་ཕྱིར་ཞེ་ན། འདི་ལྟར་བདག་ཇི་ལྟ་ཇི་ལྟར་རྣམ་པར་རྟོག་31)པ་དེ་ལྟ་32)དེ་ལྟར་སྣང་ངོ༌།། 
1) Pha inserts ཁྱོད་ཡང་ 2) PhaU omit །། 3) Pha omits དེ་དེ་བཞིན་ནོ།། 4) Pha inserts དེ་ལྟར་དེ་ 5) Pha བཟུགས་ 6) Pha omits རྣམས་
ཤིན་ཏུ་ 7) Pha གཟུག་ 8) Pha བསེྙན་ 9) L འང་ 10) PPha སོྒམས་ 11) Pha ཚོགས་ 12) Pha དུས་ 13) Pha ངེས་ 14) U inserts ། 15) Pha 
omits དེས་ 16) Pha omits ཞུ་ཞིང་ 17) Pha inserts ལས་ 18) Pha པས་ 19) PL ཡིད་, Pha སམེས་ 20) PhaU omit ། 21)Pha གང་ནས་
གཤེགས་ཤེ་འམ། for ག་ཞིག་ནས་བོྱན་ཏམ། 22) Pha གང་དུ་སོང་ for ག་ཞིག་ཏུ་སོན་ཏམ།, U omits ། 23) PhaU insert ། 24) Pha གྱིས་ 25) Pha 
འདི་ for ཀྱང་ 26) LU འང་ 27) DNPL insert འདུ་, Pha omits རབ་ཏུ་ 28) Pha སོ།། for ནས། 29) PhaU omit ། 30) PL པ་ོ, Pha 












PSS 36–37, D 15a5, N 25a2, P 15b2, L 22b3, S 316a4, Pha 139a6, U 270a6: 
སེམས་དེ་1)ནང་ན་ཡང་2)མེད། ཕྱི་རོལ་ན་ཡང་3)མེད། གཉི་ག་4)མེད་པར་ཡང་5)མི་དམིགས་ཏེ།6) གཞན་དུ་ན་དམིགས་པ་ལ་བརྟེན་7)ནས་
སེྐྱའོ། །གང་རྟེན་ཅིང་འབྲེལ་པར་བྱུང་8)བ་དེ་ནི་དངོས་པོ་མེད་པའོ། །9)གང་དངོས་པོ་མེད་པ་དེ་ནི་མ་སེྐྱས་པའོ། །གང་10)མ་སེྐྱས་པ་དེ་ནི་དམིགས་སུ་
མེད་པའོ། །གང་དམིགས་སུ་མེད་པ་དེ་11)ནི་རང་བཞིན་སྟོང་པའོ། །གང་རང་བཞིན་སྟོང་པ་དེ་12)ནི་གདགས་13)སུ་མེད་པའོ། །གང་གདགས་14)སུ་
མེད་པ་དེ་ནི་བལྟ་བ་འམ། རྣམ་པར་ཤེས་པ་འམ།15) ཆགས་པར་བྱ་བ་འམ། བསྟན་པ་16)འམ། ཆུད་གཟན་17)པར་བྱ་བ་འམ། རབ་ཏུ་གཞག་18)པར་
བྱ་19)མི་ནུས་སོ།། 
1) NL insert འང་, PPha inserts ཡང་ 2) L འང་, Pha omits ཡང་ 3) LPha འང་ 4) PPha གཉིས་ག་, U གཉསི་ཀ་ 5) Pha omits ཡང་ 6) 
Pha སོ།། for ཏེ། 7) Pha རེྟན་ 8) NPLPha འབྱུང་ 9) Pha པ་འམ། for པའོ།། 10) Pha inserts ལ་ 11) Pha omits དེ་ 12) Pha omits དེ་ 13) 










T 417, 899b28–c03: 
⼼作佛。⼼⾃⾒。⼼是佛⼼。佛⼼是我⾝。⼼⾒佛。⼼不⾃知⼼。⼼不⾃⾒⼼。⼼有想爲癡⼼。無想
是涅槃。是法無可樂者。設使念爲空⽿。無所有也。菩薩在三昧中⽴者。所⾒如是。 





















T 418, 906a07–a11: 
佛爾時頌偈⽈ 1) 
    ⼼者不知⼼ 有⼼不⾒⼼     
    ⼼起想則癡 無想是泥洹     
    是法無堅固 常⽴在於念     
    以解⾒空者 ⼀切無想念 
1) ⽈=⾔＜三＞. 
T 417, 899c03–07: 
佛爾時説偈⾔ 
    ⼼者不⾃知 有⼼不⾒⼼     
    ⼼起想則癡 無⼼是涅槃     
    是法無堅固 常⽴在於念     
    以解⾒空者 ⼀切無想願     
T 419 - 






PSS 37–38, D 15a7, N 25a6, P 15b4, L 22b6, S 316a7, Pha 139b1, U 270b1: 
དེ་ནས་དེའི་ཚེ་བཅོམ་ལྡན་འདས་ཀིྱས་ཚིགས་སུ་བཅད་1)པ་འདི་དག་གསུངས་སོ།། 
   སེམས་ཀིྱས་སངས་རྒྱས་བྱེད་པ་སྟེ། །སེམས་ཉིད་ཀིྱས་ཀྱང་མཐོང་བའོ།།2) 
   སེམས་ཉིད་ང་ཡི་3)སངས་རྒྱས་ཏེ། །སེམས་ཉིད་དེ་བཞིན་གཤེགས་པའོ།། 1 
   སེམས་ཉིད་ང་ཡི་4)ལུས་5)ཡིན་ཏེ། །སངས་རྒྱས་སེམས་ཀིྱས་མཐོང་བའོ།། 
   སེམས་ཉིད་ང་ཡི་6)བྱང་ཆུབ་སྟེ།7) །སེམས་ཉིད་རང་བཞིན་མེད་པའོ།། 2 
   སེམས་ཀིྱས་8)སེམས་ནི་མི་ཤེས་ཤིང༌། །སེམས་ཀིྱས་9)སེམས་ནི་མི་མཐོང་ངོ༌།། 
   སེམས་སུ་འདུ་ཤེས་10)མི་ཤེས་ཡིན11)། །སེམས་སུ་མི་ཤེས་མྱ་ངན་འདའ12)།། 3 
   ཆོས་འདི་དག་ནི་སིྙང་པོ་མེད། །རོླམ་སེམས་ལས་ནི་ཀུན་འབྱུང་13)སྟེ།། 
   སྟོང་པ་ཉིད་ལས་14)གང་རོླམ་15)པའི། །རོླམ་སེམས་དེ་འདིར་སྟོང་པ་ཡིན།། 4 
བཟང་སོྐྱང་གིས་ཞུས་པའི་ཏིང་ངེ་འཛིན་གིྱ་ལེའུ་སྟེ་གསུམ་པའོ།། །།16) 
1) P གཅད་ 2) Pha omits སེམས་ཉིད་ཀིྱས་ཀྱང་མཐོང་བའོ།། 3) PPha ངའི་ for ང་ཡི་ 4) PPha ངའི་ for ང་ཡི་ 5) Pha སུས་ 6) P ངའི་ for ང་ཡི་ 7) 
Pha omits སེམས་ཉིད་ང་ཡི་བྱང་ཆུབ་སྟེ། 8) P ཀིྱ་ 9) Pha ཀིྱ་ས་ for ཀིྱས་ 10) Pha inserts འདུ་ 11) Pha omits ཡིན་ 12) Pha འདས་ 13) NPL བྱུང་ 









略 号  
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